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「初仕事、お願いしていい？」




【まことに残念ながら、今回は採用を見送らせていただくことになりました】

　これが最後の望みと手に汗握りながら開いたメールは、いつも通りの無慈悲な内容だった。自室でパソコンに向かっていた私は、机に肘ひじを突いて頭を抱える。

「あーもー、落ち込む……」

　求人先からの不採用通知を受け取るのには慣れっこだけれど、今回はとくにショックだった。私の目指していたのは病院の医療事務職員。資格はちゃんと持っているが、実務経験者の方が優遇されるらしく、面接までこぎつけたのは今回が初めてだった。

　このチャンスを逃してなるものかと満を持して臨んだ面接当日、とりわけ大きな失敗はなく、むしろ面接官たちの反応もよかったような気がしていた。なのに……。

「私のような人間は、ベストを尽くしたところで必要とされないってことか……」

　あまりの絶望感に、ネガティブすぎるセリフが思わずこぼれる。

　私がこうして挫折するのは初めてではない。大学受験のときには医学部を目指していたが、現役で合格するのはまず難しく、その後二年間の浪人生活を経ても叶かなわなかった。

　失意のまま適当な理系大学に進路を変えたものの、そこでの成績も決してよいとはいえず、就職活動も難航し……現在、四年生の十一月、下旬。

　来月が提出期限である卒論はなんとか書き終えたものの、肝心の就職先が決まっていないのは、同じ学部の四年生では私だけだ。

　そして、最後の望みであった病院から送られてきたのは、またしても不採用通知。

　……紺こん野の千ち波なみ、二十四歳。人生、詰んでます。

「千波～。メシだぞ」

　階下から父の呼ぶ声がする。正直あまり食欲は湧かないけれど、私は「わかった」と返事をするとそそくさとメール画面を閉じ、自分の部屋を出た。

「どうだ、今日の博ひろ史しスペシャルカレーは」

「うん、おいしいよ」

　食卓を一緒に囲むのは、いつも私と父博史のふたりきりだ。

　天パーのふわっとした頭に口ひげを生やしている父は、見た目こそちょっともっさりしたおじさんだけれど、実はれっきとしたお医者さん。

　自宅近くの小さな病院『紺野内科小児科』の院長で、近所の方々からとても信頼されている。

　母もそこで看護師をしていたけれど、私が物心つく前に事故で亡くなってしまったので、私に母の記憶はない。でも父と同じで、地域の人々の健康のためにいつも笑顔でがんばっている、はつらつとした女性だったと聞いている。

　そんな両親を尊敬しているからこそ、私だって将来は医療に関わる仕事がしたかった。けれど成長するにつれ現実の厳しさに打ちのめされ、今では医療業界どころか、どこからも必要とされない落ちぶれた就活生だ。

　立派な父と母の間に生まれたはずなのに、どうして私にはなにも取りえがないんだろう……。

　思わずため息をつくと、向かいに座る父が片眉を上げながら私の顔を覗のぞき込む。

「おいしいっていうわりに、しけたツラしてんじゃねえか」

「……就活、またダメだったの。さっきメールがきてて」

　カレーをもそりと口に運びながら報告すると、父に聞かれた。

「また医療事務か？」

「そうだよ」

「あれはもうあきらめたらどうだ。向こうも即戦力が欲しいから、お前のような新卒を落とすのは、ある種仕方ないんだよ」

「やっぱりそうなんだよね……。でも、今さらほかの職種に鞍くら替がえしたって、その分野の勉強をしてないんだからぼろが出るし、第一もう求人自体がそんなにないし……。このままじゃ私、バイトで食いつながなきゃいけなくなっちゃうかも」

　こうして実家があって父も現役で稼いでいるわけだから、野垂れ死ぬってことはないだろうけど……できることなら早く自立したい。昔から父の病院に通う、なじみの患者さんたちにも「千波ちゃんまだ実家にいるのね」と言われてしまいそうだし……。

「んー……仕事ねえ。職種にこだわりがないなら、紹介してやらんでもないが」

　口ひげをいじりながらぼんやりつぶやいた父に反応し、私は思わず身を乗り出す。

「えっ。お父さん、本当？」

「いや、お前が期待するような医療関係の仕事じゃないぞ？　まぁ、世話をする相手は医者だが」

　お医者様のお世話？　なにその特殊すぎる職業。

　キョトンと目を丸くする私に、父がゆっくり説明を始める。

「ずっと海外暮らしだった知り合いの医者が、ひと月前に日本に帰ってきたんだが……多忙で家のことまで手が回らず困っていて、いい家政婦がいないか探しているらしい」

「家政婦……」

　思ってもみない分野だった。でも、そのお医者様のために家事をしてあげればいいだけなら、特殊なスキルが必要というわけでもない。

　家事は昔から父と分担してきたから得意だし……私にもできる仕事かも。

「しかも、その医者は有能でかなりの高給取りだ。下手に一般企業に就職するより、手当がいいかもしれん。あ、あともうひとつ。そいつ、結構イケメンだぞ？」

　父はわざとらしく声を潜ひそめ、もっさり顔でにやりと微ほほ笑えんだ。

　イケメンねぇ……。

　父は、今まで勉強勉強で男女交際のひとつも経験してこなかった私を、ときどき心配しては余計なおせっかい発言をする。

　そりゃ、私だって恋愛に興味がないわけではないけど……今まで縁がなさすぎたから、まったく未知の世界だ。自ら進んで足を踏み入れたいとも思わないし。

　だから今は、その人がイケメンかどうかより、性格的に仕事がしやすい相手かどうかの方が気になる。

「顔がいいのはわかったけど、そのお医者さん、中身はどんな人？」

「まぁ、近々連絡するから、とにかく会ってみればいい。変なヤツじゃないことは俺が保証する」

「はーい」

　若干デリカシーがないことは別として、父の人を見る目は信頼に値する。そんな父のお墨付きなら、まともな人なのだろう。なんとか働き口がありそうでよかった……。

　さっきまでは人生詰んだと思っていたけれど、捨てる神あれば拾う神ありって、本当みたい。ありがとう、父の知り合いのお医者様……。

　まだどんな人物なのかも知らないうちから、私は勝手に彼を神のようにあがめ、深く感謝するのだった。




　翌週、カレンダーが十二月に変わってすぐの晴れた午後。

　私は大学の授業後に、自分の雇い主になるであろう人物と待ち合わせをしていた。

　有能な外科医である彼はとても多忙らしく、待ち合わせ場所に指定されたのは彼の自宅マンション。

　父に渡された住所のメモを手に、最寄り駅から歩くこと数分。私は目的地に到着すると、目の前の巨大なマンションを見上げてぽかんと大きく口を開けた。

『駅から見えてるビルだから、地図はいらない』

　家で父からそう聞かされ半信半疑だったけれど、まさかこんなに目立つビルだったとは。

「ホ、ホントに……ここでいいんだよね」

　都心の一等地にそびえる巨大な摩天楼は、傾きかけた低い日差しを受けて輝いている。私はそのまぶしさに目を細めながら、お医者様ってもうかるんだなぁ……なんて、他ひ人と事ごとのように思ってしまった。

　自分の父だって医者だけれど、地域に密着した開業医だし自宅はごく普通の一軒家。

　私も中学までは公立の学校に通っていたし、そこまで〝医者の娘！〟というようなセレブ生活をしてきたわけじゃないから、こんな高級マンションに入るのは気後れしてしまう。

「でも、ここが職場になるわけだからね……」

　そう自分を励ましてエントランスに入ると、磨き抜かれた大理石の床に出迎えられた。天井には、派手すぎない上品なシャンデリア。あちこちに観葉植物の緑があるのも爽やかで心地いい空間だ。

　私はインテリアをキョロキョロ観察しながら、正面の受付へ向かう。

　そこには、キャビンアテンダントのようにきっちり髪をまとめた女性コンシェルジュがふたり立っていた。

「三十五階の暁あかつき礼れ央おさんとお約束している、紺野と申しますが……」

「お伺いしております。どうぞ」

　緊張しながら告げた私に、コンシェルジュの女性はすぐに手のひらをエレベーターホールへと向け、にこやかに案内してくれた。

　エレベーターに乗り込み三十五階に着くまでの間に、バッグからコンパクトミラーを取り出し、身だしなみのチェックをする。

　顎あごより少し長いワンカールボブ。小動物っぽいと言われる黒目がちの瞳。人より小さめの鼻と口。

　素朴で垢あか抜ぬけない顔だけれど、この顔で二十四年間も生きてきたわけだから、自分ではまぁまぁ気に入っている。初対面の相手にも、そこまで嫌な印象を持たれるほどアクの強い顔ではないはず……。

　そんなことを考えながら三十五階に到着し、いざ雇い主の部屋へ。緊張しながらドアの前に立ってインターホンを押すと、『はい』と男性が応対した。

　少しハスキーな低い声……この人が暁さんかな。

「あの、家政婦の仕事のことで参りました」

『ああ、鍵なら開いてるから入ってください』

　そっけない言葉の直後、インターホンは切れてしまう。

　それにしても鍵を開けているとは不用心な。まぁ、下のエントランスで怪しい人は門前払いされるだろうし、平気なのだろう。

「お邪魔します」

　遠慮がちに言いながらそっとドアを開け、玄関に足を踏み入れたその瞬間、私は目に飛び込んできた光景に驚いた。

「ちょっと、なにこれ……」

　大量の靴が玄関の床を埋め尽くしている。ざっと見たところ二十足はあるだろうか。

　もしかして来客中？　家政婦が来るとわかっているはずなのに、ホームパーティーでもしているの？　そして私はいったいどこで自分の靴を脱げばいいの……。

「あの！　靴を脱ぐ場所がないんですけど！」

　どこにいるかは知らないけれど、部屋の主に向かってそう声をかける。

　しかし彼は姿を見せてくれることなく、奥に見える扉の向こうから飛んできたのは「適当にスペースつくって」という、さも面倒くさそうな声だけ。

　適当にって……それができないから困ってるんでしょうよ！　出てきてくれないなら勝手に片づけますからね！

　よく見れば、玄関には立派な備え付けのシューズクロークがある。私は乱雑に置かれた靴のいくつかをそこにしまい自分のスペースを確保すると、履いてきたプレーンなパンプスを脱いで隅にそろえた。

　これでよし。でも、もしも予想通りパーティーの最中だったりしたら、部屋にお邪魔するのがとても気まずいんですが……。

　緊張しながら廊下を進み、リビングと思おぼしき突きあたりのドアに恐る恐る手をかけ中を覗のぞく。しかし想像していたような大勢の来客は見あたらず、拍子抜けしながら部屋全体を見回した。

　本来なら広々と解放感があふれているのであろう、二十畳あまりのリビングダイニング。そこは、山のように積み上げられた書類や医学書で埋め尽くされ、雑然としている。

　……玄関と同じで物が多いな。

　唯一スペースの空いているのはソファとテーブルの周辺だけで、私に背を向けたまま、そこでパソコンを打っているひとりの男性がいた。おそらく彼が暁さんだろう。

　父から聞いていた通り、忙しくて部屋の片づけもままならない人のようだ。それにしたって、挨拶くらいしてもいいんじゃない？

「あのう、暁さん」

「はい」

　私の呼びかけに返事をしながらも、キーボードを打つ彼の手は止まらない。ムッとしそうになるのをこらえつつ、仕事の話を進めなくてはと言葉を続けた。

「さっそくですが、契約のお話をしたいんです。父からはざっくりしたことしか聞かされていないので」

「父？　……というと？」

　あらかじめ父から電話で話は聞いているはずなのに、まるで心あたりがなさそうな彼の口ぶりに、さらに腹が立った。

　きっと父と電話していたときも、こんなふうに片手間だったんじゃないだろうか。だからイマイチ話がのみ込めていないんだ。……なんて失礼な人なの。

「父は紺野博史！　私、その娘の千波です！」

　憤然たる口調で私が言い放った瞬間だった。突然暁さんがこちらを振り向き、私の顔をまじまじと見つめてきた。

　わ。予想以上に眉目秀麗な人……。

　緩くウエーブがかった黒髪のミディアムヘア。横に流した前髪から覗く双そう眸ぼうは、吸い込まれそうな深い漆黒。スッと通った鼻筋に、少し不機嫌そうに尖とがった唇。

　それらが黄金比といった感じに配置されている暁さんの顔は、たしかにイケメンそのものだ。

　しかし、なんで急に穴があきそうなほど見つめてくるの……？

　イケメン、というかそもそも男性から見つめられる経験が初めての私は、ついどぎまぎしてパッと視線をそらした。

　そのうち、ソファから立ち上がった暁さんがこちらに歩み寄ってきて、私の目の前で立ち止まる。

「千波さん」

「は、はい」

　ハスキーボイスで初めて名前を呼ばれ、おずおず暁さんに視線を戻す。

　彼はとても背が高くて、黒のＶネックニットにチノパンというラフな服装なのに、モデルのようにサマになっている。その完璧なスタイルについ視線を奪われていると、彼が唐突に言った。

「家政婦の仕事、さっそく明日からお願いできる？」

「えっ……？」

　私は一瞬戸惑って、間抜けな声を出した。

　だって、私がここへ来てからずっとそっけなかった彼の態度から、本気で家政婦を雇う気があるのか疑問だったんだもの。

「あれ？　そのために来てくれたんだよね？」

　でも、不思議そうに首をかしげる暁さんを見てすぐに我に返り、しゃきっと背筋を伸ばした。

「あ、はいっ！　そうなんですけど、ご希望の時間帯とか、お給料の話とかを先に伺えたらと……」

　私の言葉に、暁さんはほっそり尖った顎に手をあてて思案し始める。

「ああ、きみを雇う条件か。そうだな……給与はきみの希望通りにするよ。さすがに月百万とかは無理だけど」

「そ、そんな！　私にも百万円レベルの家事はできませんので！」

　両手を振って、そんな金額めっそうもない！と主張する。でも、冗談でもそんな金額が口をついて出るってことは、暁さんは本当にセレブなお医者様みたいだ。……部屋は散らかっているけど。

　なんて、ちょっと失礼なことを思っていたときだった。

「時間帯は……俺の不規則な生活に合わせられるよう、住み込みで働いてもらえる？」

　思いもよらない条件を提示され、私は固まった。

「す、住み込み……ですか？」

「ああ。ここで俺と一緒に暮らして、家のことと……それから俺のこと、きちんと管理してほしい」

　トン、と自分の胸に人さし指を置いてそう話す暁さんに、ドキッとしてしまう。

　彼のことを管理……？　家政婦として家のことを管理するのはわかるけど、どうして彼本人のことまで？

「あの……暁さんの管理というのは、具体的にどういう？」

　まったくイメージが湧かないので尋ねると、彼はさっきまでパソコンに向かっていたスペースを振り返って説明し始めた。

「例えば今日だけど、当直明けで本当は眠いんだ。でも、俺は誰にもなにも言われなければ、気を失うまで仕事をしてしまう」

「気を失うまで……？」

　お医者さんなのに、自分の体力の限界がわからないの？

　驚いて目をしばたかせる私に、彼はさらに続ける。

「時間がもったいないから、食事をいつも片手で食べられるものばかりで適当に済ませていたら、貧血で倒れたことがある。それ以来、鉄剤を飲むようにはしているが、本来は食事で取るものだろう？　そういう乱れた生活を誰かに正してもらいたくて。もちろん、週に二日は休んでもらうようにする」

「なるほど……」

　彼が家政婦を欲しがる理由に納得がいき、私は深くうなずいた。

　暁さんはワーカホリック気味で、そのせいで医者の不養生ってやつに陥っているのだろう。誰かが強制的に休ませたり栄養を取らせたりしなきゃ、倒れてしまいそう。

　とはいえ、私も医者の父を持つ娘。一度は自分だって、医学部を志したこともある。

　だから、いくら忙しくても苦しんでいる患者さんを放っておけない気持ちもわかるし、寝る間も惜しくなるほど、日々勉強を続けなければいけないのが、医者という職業だというのもわかる。

　そんな過酷ともいえる仕事に真摯に向き合う暁さんは、きっと素晴らしいお医者様なのだろう。彼が仕事でベストを尽くせるよう、家政婦として陰ながら支える……。思っていたよりもやりがいのある仕事かもしれない。

「あの、やります！　私」

　しばらく悩んだのち、私は覚悟を決めて宣言した。

　住み込みの件は一度父に相談しなきゃと思うけれど、そもそも暁さんを紹介してくれたのは父だ。彼のことを信頼しているようだったし、そこまで反対されないだろう。

「ありがとう。じゃ、ここの鍵を渡しておかないとな」

　暁さんはやわらかく微笑んで言うと、私のもとを離れて壁際の棚を物色し始める。しかし、そこにも物があふれていて、簡単に見つかりそうもない。

　髪にくしゃっと手を差し入れてため息をこぼした暁さんは、こちらを振り向いてばつが悪そうに笑った。

「千波さん。さっそく初仕事、お願いしていい？」

　その姿がなんだかかわいらしくて、母性本能をくすぐられるような気がした。

　……暁さんって、イケメンだけど親しみやすくて、実はおもしろい人かも。

「もちろんです。一緒にお捜ししますね」

　着ていたニットの袖をまくり、彼と一緒に棚の上や引き出しをひっくり返して、小さな鍵を捜し始める。

　暁さんと「ないね」「ないです」と言い合いながら、あちこち捜すこと数十分。

　棚の上からコトッ、と床になにかが落ちる音がして、私はようやく目的の鍵らしきものを発見した。

「あ、もしかしてこれ――」

　しゃがみ込んで鍵を手に取ろうとしたそのとき、同じく音に気づいたらしい暁さんが、鏡のように私と同じ行動をしていて。

「あ」

　鍵の上で手と手が触れ合い、同時に声をあげる。その瞬間私の心臓がきゅっと縮んだ。思わず手を引っ込め、気まずさで頬ほおが熱くなる。

　屈んだままでゆっくり視線を上げると、思いのほか近くに暁さんの顔があって、伏せられたまつ毛の長さや彼の髪から漂うシャンプーの香りに、ますます頬が火ほ照てってしまう。

　やばい。いくら仕事と思っていても、イケメンと一緒に生活するのって、思った以上に心臓に悪いかも……。

「ごめん。はい、これ」

　しかし暁さんの方は取り乱した様子もなく、サラッと謝ると私の手のひらに鍵をのせた。

「ありがとう……ございます」

　なんだか照れくさくて、お礼は目を見て言えなかった。

　でも、これから住み込みで働くんだから、これくらい慣れとかなきゃダメだよね。

　一度引き受けると決めた仕事を投げ出したくはないし、なにより私は仕事を選べる立場ではないのだ。変な雑念に惑わされず、やるべきことをやらなくちゃ。

　私は気を引き締めて暁さんと明日の約束を交わし、互いの連絡先を交換すると、彼のマンションを後にした。




　夕方五時過ぎに自宅に戻ると、すでに今日の診療を終えたらしい父の靴が玄関にあった。しかし、その隣に見慣れない女性用のスニーカーが並んでいるのが目に入り、お客さんだろうかと首をかしげながら奥へ進む。そしてリビングのドアを開けようとした瞬間だった。

「結婚してくれ」

　父がそんな衝撃発言をするのが聞こえて、開きかけていたドアをとっさに閉めてしまった。

　えっ。嘘。今、お父さん、なんて……？　それに、相手の人は誰……？

　途端に心臓がばくばく鳴り始め、私は若干の罪悪感を覚えつつも、ドアの外で聞き耳を立てた。

「結婚って……別に、私は今のままでも十分幸せです」

　戸惑うようなその女性の声には、聞き覚えがあった。昔から父の病院に勤務している看護師さんで母の同僚でもあった、白しら石いし美み奈な代よさんのものだ。

　彼女はとっても明るくてパワフルで、周りの人を元気にしてくれる、太陽のような女性。そしてたしか、女手ひとつでひとり息子を育てるシングルマザーだったはず。

　つまり、同じく独り者の父と彼女がそういう関係だとしても、なにもうしろめたいことはない。というか、むしろ……仕事に家事に育児、ずっとひとりでがんばってきた父を見てきた娘としては、ふたりの恋路を応援したい気持ちでいるのだけれど。

「第一、千波ちゃんになんて話すんですか？」

　白石さんは結婚の話にあまり乗り気でないらしく、困ったように父に尋ねる。

「千波なら大丈夫だ。そりゃ、驚くだろうし最初は複雑に思うかもしれないが……心の優しい子なんだ。きっと俺たちの背中を押してくれるはずだ」

　お父さん……。私のこと、そんなふうに思ってくれていたんだ。じんわりと優しい気持ちが胸に広がる。

　お父さんの言った通り、私はふたりの結婚には賛成だし、応援したい。白石さんが私の気持ちを慮おもんぱかって遠慮しているのだとしたら、その必要はないって伝えなきゃ。

「――ただいま！」

　私は明るく言いながら、思いきってガチャッとドアを開けた。

　ダイニングテーブルで向かい合っていた父と白石さんが、そろって目を見開く。

「おかえり、早かったな」

　父はいつも通りに声をかけてくれるけれど、白石さんの瞳には〝今の話を聞かれていなかっただろうか〟というような、不安げな色が浮かんでいた。

「白石さん、こんばんは」

「ええ、こんばんは……私、もう失礼しますね？」

　居たたまれなくなったのだろう。白石さんはぎこちない笑みで腰を上げ、私の横を通り過ぎてリビングを出ていく。私はとっさに彼女を廊下まで追い、その背中に声をかけて呼び止めた。

「あの！」

　びくっと肩を震わせ、こわごわといった感じで振り返った白石さん。私はそんな彼女を安心させるべく、にっこり微笑んで言った。

「これからも、父のこと……よろしくお願いします！」

　すると白石さんは、複雑な表情で私に歩み寄ってきた。

「千波ちゃん……もしかして、さっきの話、聞いていたの？」

「ごめんなさい。偶然聞こえちゃって、なかなか部屋に入りづらくて……。でも、本心です。お父さんには幸せになってほしいって、ずっと思ってたから」

「そう……」

　……あれ？　私、白石さんを安心させてあげたくて言ったのに、あまりうれしそうじゃない？

　微妙な笑みで黙り込んでしまう彼女を見て、微かすかな違和感を覚える。

　そのうち、開けっぱなしだったリビングのドアから様子を見ていた父が私たちのもとにやってきて、白石さんに向けて優しく諭すように言った。

「ゆっくり悩んでくれていい。悩んだ末、やっぱり無理だって思ったら、断ってくれてもいい。俺はきみを苦しめたいわけじゃないんだ」

「先生……」

　白石さんは瞳を潤ませ、それを隠すようにぺこりと一度頭を下げると、私たちに背を向けて玄関を出ていった。

　彼女の姿がドアの向こうに消え父とふたりきりになると、私は思わず父を肘でつついて冷やかした。

「カッコいい～」

「親をからかうなっつーの。でも、ありがとな、千波。お前が俺のことあんなふうに思ってくれてるとは知らなかった」

　そんな言葉とともに、子どもの頃のように大きな手で頭を軽くぽんぽんと叩かれ、今度はこっちが照れくさくなる番だった。

　そういえばさっき、本人が近くにいるのも気にせず結構恥ずかしいセリフを言ってしまったっけ。

「べ、別に。お父さんにいい人がいるなら、私も安心して住み込みの家政婦の仕事ができるなって思っただけ」

「住み込み？」

「そう。暁さん、仕事が不規則で生活も乱れがちだから、住み込みで面倒見てほしいんだって。お父さん、どう思う？」

　念のため確認すると、父はなぜか気持ちの悪いにやけ顔になった。

「へ～、ほ～。そんなことを頼まれたか。暁少年、なかなかやるなぁ」

　少年？　父に比べたらそりゃだいぶ若いだろうけど、少年は言いすぎなんじゃ……。しかも〝なかなかやる〟ってどういう意味だろう。

　頭に浮かんだ疑問を父にぶつけようとしたら、私より先に父が口を開いた。

「……あ、そうだ千波。これだけは言っておきたいんだけど」

「なに？」

「俺がこの先、美奈代さんと結婚したとしても、お前が暁少年のところで住み込みの家政婦をするようになっても、この家はお前の家だし、いつでも帰ってきていいんだからな？」

　妙にシリアスな雰囲気をまとった父にそう言われ、私は目をぱちくりさせる。

　改まってなにを言いだすのかと思ったら……そんなこと、言われなくてもわかってるよ。

「あたり前じゃん。まぁ、白石さんとの仲は邪魔したくないけど、たまにはお父さんの顔も見たいし。……って、また恥ずかしいこと言わせないでよね！」

　私は早口で言って、照れくささから逃れるように、父よりひと足先にリビングへと戻った。

　対面式のキッチンを見るとまだ夕食の支度はなにもできておらず、私はとりあえずお米を研ぐ準備を始める。

　後からキッチンにやってきた父も、一緒に料理に取りかかるべく手を洗って、冷蔵庫を物色していた。

　そんないつもの父の姿を見ていたら、なんだかちょっとセンチメンタルな気分が湧いてきて、私は思わず漏らした。

「これからは、こうして一緒に料理をする機会も少なくなるのかな……」

「寂しいこと言うなよ～。お父さん、泣いちゃう……」

　わざとらしく鼻をすすって泣きまねをする父に、私は思わずクスクス笑ってしまう。

　お父さんってば、いつもこう。こっちが真面目なときでも、ふざけてばかりなのだ。

　そんな父との楽しい日常がなくなるのは、やっぱり寂しいけど……父も新しい人生を歩みだそうとしているし、私も二十四だもの。そろそろ自立しなくちゃね。

　そんなことを思いながら作った夕食は、いつも通りの慣れ親しんだ味でありながら、胸がきゅっと切なくなるような、味わい深いものだった。










「ただの家政婦を、かわいがっちゃダメ？」




　翌日は午前中に大学で講義をひとつ受け、帰宅した後お昼を済ませて荷造りをした。その後父の病院に顔を出してから、暁さんのマンションに向かうことに。

　彼は仕事で不在だけれど、合鍵で入って部屋の掃除をしてほしいと頼まれている。

　大きなキャリーバッグとともにマンションに到着すると、エレベーターに乗り込みいざ三十五階の彼の部屋へ。

「お邪魔します……」

　ドアの前で小さくつぶやきながら合鍵でロックをはずし、相変わらず雑然とした玄関に足を踏み入れる。

　家主の許可を得ているし、勝手に入って問題ないんだよね？　なんだかいけないことをしているみたいでそわそわしてしまう。それに、今自分が男性の家にいるのだと思うと、本人が部屋にいないとわかっていても緊張する。

　とりあえず、部屋に荷物を置かせてもらおう……。

　昨日、帰る前に暁さんが教えてくれた空き部屋のドアを、私はそっと開けた。

　十二畳ほどの洋室はずっと使われていないのか、若干埃ほこりっぽくて殺風景な部屋だ。

　家具は窓際にベッドがひとつ置かれているだけで収納が心配になったけれど、よく見てみると、窓があるのと反対側の壁に広々としたウォークインクローゼットが備え付けられていた。使い勝手もバッチリだ。

　掃除さえすれば、なかなか居心地のいい部屋になりそう。

「じゃあ、さっそくやりますか！」

　腕まくりをしながら気合いを入れ、自分の荷物を整理してさっそく掃除に取りかかる。寝具のカバーをひと通りはずして洗い、乾燥機能付きの洗濯機に放り込んでから、各部屋を片づけて、掃除機をかけた。

　暁さんが仕事で使うと思われる本や書類はなるべくわかりやすいように整頓し、彼の寝室のデスクや本棚にまとめさせてもらって。初日から気になっていた玄関の靴も、シューズクロークにきれいに収納することができた。

　掃除が済む頃には寝具カバーも乾いていて、自分の部屋と暁さんの寝室の両方を丁寧にベッドメイキングすると、とてもすがすがしい達成感に包まれた。

「やっぱり、部屋がきれいになると気持ちいい」

　すっかり整頓された暁さんの部屋を見回し、ふう、と大きな息をつく。インテリアは黒やグレーのモノトーンで統一され、いかにも大人の男の部屋、という雰囲気だ。

　掃除しているときは気にならなかったけれど、ひと段落つくと自分の状況を再確認し、改めてドキドキしてきたような……。

　少しの動揺を感じながら部屋を眺めていたとき、ふとデスクの引き出しになにか紐のようなものが挟まっているのに気がついた。そのせいで引き出しがちゃんと閉まっていないのが気になり、私はデスクに近づく。

「なんだろう」

　その紐らしき物体は彼の趣味とは思えないピンク色で、私は深く考えずに引き出しに手を伸ばし、きちんと閉めなおすためにいったん開けた。そして紐の正体を知る。

「……聴診器？」

　でも、胸にあてる部分がプラスチックだし、なんだか安っぽいつくり。なによりこのピンク色が、そこはかとなく卑ひ猥わいな雰囲気を醸し出しているような……。

　そこまで考えると、なぜか白衣を着た暁さんが脳内にぽわんと登場し、ピンク色の聴診器を手にして微笑みかけてきた。今からきみを診察するよ、とか言いながら。

　……って。いやいやいや！　なにこの恥ずかしい妄想！

　慌てて首を振って暁さんの姿を脳内からかき消し、妖しげな桃色聴診器を引き出しの奥に押し込んだ。

　で、でも。そもそもなぜこんなものを持ってるんだろう？　まさか暁さんってそういう趣味が？　いや、これ以上考えるのはよそう。彼にどんな趣味があろうと、家政婦である私には関係ないんだから……。

　またしても妙な妄想に取りつかれそうになるのをなんとか阻止し、私は逃げるように彼の寝室を出た。

　リビングダイニングに戻ってなにげなく壁の時計を見ると、すでに午後六時を過ぎていた。窓の外もすっかり真っ暗だ。

　いけない、掃除だけでかなり時間を費やしてしまった。暁さん、早いときなら八時までには帰宅するとこの間言っていたから、急いで夕飯の買い物に行かなきゃ。

　でも、買い物のお金をどうするのか決めてなかったな。まぁ、住み込みだから私も食べるわけだし、今日はとりあえず自分で出せばいいか……。

　そんなことを考えながら、暁さんが帰ってきたらすぐ入浴できるようお風呂の給湯スイッチを押し、バッグを持って玄関を出ようとしたときだった。

　ガチャッとドアが開き、初めて見るスーツ姿の暁さんとちょうど鉢合わせした。紺のスーツにレジメンタル柄のネクタイがよく似合っていて、一瞬視線を奪われる。

「あっ、おかえりなさい。早かったんですね」

「ただいま。今日は千波さんが来ると思ったから、早く帰ってきたんだ」

　少年のように屈託なく笑った彼に言われて、ドキッと胸が鳴るのと同時に不覚にも頬が熱くなった。

　彼の言葉に深い意味はなく、今日は私が家政婦としての勤務初日だから早く帰ってきてくれただけなんだろうけど……暁さんの笑顔って、破壊力がありすぎる。

　早いとこ慣れないと。いちいち過剰に反応していると心臓がもたない……。

「しかし、すごくきれいにしてくれたんだね。俺の家じゃないみたいだ」

　玄関で靴を脱いだ彼が、そう言って自分の靴を丁寧にそろえた。いつもは脱ぎっぱなしで上がるだろうに、気を使ってくれたのかな。

「ほかの部屋も見違えますよ。でもすみません、掃除に集中していたせいで、夕食の準備がまだで……今、買い物に行こうと思ってたところなんです」

「ああ、それなら俺も一緒に行くよ」

「えっ？」

「ちょっと待ってて。着替えてくるから」

　引き留める間もなく、暁さんは寝室のドアの向こうに消えた。その後すぐに「うわ、こっちも片づいてる」と感心する声が聞こえた。

　掃除の出来を褒められるのはうれしいけど、えーと……私、これから彼とふたりで買い物に行くの？　家政婦と雇い主って、そういう関係だっけ？

　呆然としたまま玄関のそばで待っていると、ジーンズに白いコットンシャツ、その上に厚手のざっくりしたグレーのカーディガンを羽織った彼が出てきた。

　彼はジーンズのポケットに財布を入れながら私をちらりと見ると、わずかに眉根を寄せた。

「その格好、寒いんじゃない？」

　暁さんに心配され、改めて自分の服装をまじまじと見る。

　掃除などの家事がしやすいようにと選んだ、お尻まで隠れるメンズライクなスウェットに、スリット入りのレギンス。

　うーん、外ではたしかにちょっと寒いかもしれないな。私も一枚なにか羽織った方がいいかも。そう思った瞬間だった。

「上着、とりあえずそのへんにある俺の着ていく？」

　暁さんが貸すのは当然というようにそんなことを言うので、私は慌ててしまう。

　この人は、なぜ単なる家政婦に対してそんな優しさを向けてくるの……!?

「いえ、大丈夫です！　自分のがあるので！」

「そう？」

「はい！　すぐ着てきます！」

　私は自分の部屋に駆け込み、クローゼットから適当な黒のブルゾンを選ぶと、それを抱きしめて「はぁ」と息をついた。

　一緒に買い物に行くとか、寒くないかとか、上着を貸すとか、暁さんの言動が不思議すぎる……。単に優しい人なのかな。上着の件は、職業が医師だから、家政婦とはいえ風邪をひかせたくないと思った、とか……？

　彼の言動にしっくりこないまま、私は上着を羽織って暁さんのもとへ戻った。

　それから、マンションのすぐそばにあるスーパーまで、ふたり並んで歩いた。ほんの五分程度だけれど、その間に少しだけ暁さんのことについて聞くことができた。

　今年三十三歳になった暁さんは、心臓専門の外科医。職場はマンションからも近い、循環器系に特化した病院だそう。

　彼は長い間イギリスに住んでいて、現地の病院でオペの経験を積んでいたものの、子ども時代を過ごした東京にいつかは戻りたいと思っていて、今回それが叶って一ヵ月前に帰国できたのだという。

「久々の東京はどうですか？　昔と変わってますか？」

　中学の途中までは東京にいたという彼。それから二十年近くが経っている今、どんな印象を持ったのか気になって聞いてみる。

　暁さんは周囲の景色をゆっくり見回してから、穏やかな声音で話した。

「いや、あまり変わってなくてホッとしてる。建物は変わってしまったところもあるけど、空気とか匂いとか、そういうのは変わってない。あ、でも……人は少し変わったかな」

　最後の言葉とともに、なぜか優しい眼まな差ざしで見下ろされて、私は首をかしげつつ尋ねる。

「人……。子どもの頃の友達とかですか？　みんなもう大人ですもんね」

「……まぁ、そんな感じかな。俺を忘れてる人もいるみたいだし」

　そう言って、ふっと自嘲するような笑みをこぼす暁さん。街灯の明かりに浮かんだその寂しげな横顔がとてもきれいで、なぜか胸がきゅっと締めつけられる。

　誰だか知らないけど、薄情な友達がいたみたい。友達のことを忘れちゃうなんて、ひどい人……。

「忘れてても、仲がよかったなら、なにかのきっかけで思い出しますよ。きっと」

　彼をなんとか励ましたくて、思わずそんなセリフが口から出た。

　だけど、まったく関係のない私に励まされても説得力ないかも……。

　言ってからそう気がついて、視線を足もとに落としてうつむく。すると、突然彼が私の右手を握り、指を絡ませてぎゅっとつないだ。

　その瞬間ドキッと心臓が跳ね、思わず重なり合った手を凝視してしまう。

　な、なにこれ……なんで私と暁さん、手をつないでいるの？

「あの……」

　突然のことに頭がついていかない。じわじわと頬に熱が集まり、困ったように彼を見上げたら、なぜか愛しげに細められた目と視線が合い、彼は宣言した。

「ありがとう。思い出してもらうまで、がんばるよ」

「は、はい……。がんばって、ください」

　いや、そうじゃなくて……。暁さん、この手はなんですか？

　そう聞きたいのに声にならず、私たちは結局手をつないだままの状態でスーパーに入ることになってしまった。

　そして店内でも、暁さんが私の手を離す様子はなく……。

「千波さん、なにが好き？」

「え？　いや、私の好みより、暁さんの好きなものを……」

「じゃあ、今日は俺の好きなもの。明日は千波さんの好きなものにしよう」

　買い物の間中、暁さんがそんな無邪気な会話ばかりしてくるので、自分の状況がますますわからなくなる。

　大人の男女が手をつないで、今日の晩ご飯の相談をしながらスーパーを歩いてるって……はたから見たら、付き合いたてのカップルか、新婚ホヤホヤの夫婦かという感じだろう。でも私たち、そのどちらでもないんだけど……。

　暁さんの奔放な振る舞いに、無駄にドキドキさせられること数十分。私たちはやっとレジに並ぶことができた。

　支払いのときに彼が使ったのは、このスーパーや系列店で使えるプリペイドカードで、私も今後それを使って食材や日用品を買えばいいとのことだった。

　無事に買い物を済ませてマンションに帰ってくると、暁さんには先にお風呂をすすめて、なんとかキッチンでひとりになることに成功した。

　私は買ったものを冷蔵庫に詰め終わると、脱力して床に座り込む。帰るときまでずっと彼の手とつながれていた自分の右手に触れると、妙に熱くてジンジンしていた。

「……なんだったの、今の買い物」

　ぽつりとつぶやいてみるけれど、ひとりの部屋で答えが返ってくるはずもなく。

　……余計なことは忘れて料理に集中しよう。そう決意し、彼の好物だというブリに下味をつけ始めるのだった。

　お風呂から上がった暁さんはダイニングテーブルに並んだ夕食に感激し、背筋を伸ばして席に着くと、とても礼儀正しく両手を合わせ「いただきます」と言ってくれた。

　メニューは主菜のブリの照り焼きのほか、里芋とイカの煮物、茄子の味噌炒め、大根と油揚げのお味噌汁、そして白いご飯と、純和風にしてみた。

「うまい。やっぱり誰かに作ってもらうのはいいな……」

　咀そ嚼しゃくするたび、たまらなくうれしそうに目を閉じてそんなことをつぶやく彼を大げさだとも思ったけれど、料理を褒められて悪い気はしなかった。

「よかったです。これから毎日食べていただくのに、初日からお口に合わなかったらどうしようって、少し不安だったので」

　正直な気持ちを告げると、暁さんは苦笑して嘆いた。

「こうまで料理がうまいと、食べられない日を苦痛に感じそうだよ。今までの生活には戻れないな、もう」

「そ、それは言いすぎです……」

　あまりの褒められっぷりに恥ずかしくなり、顔を隠すようにしてお茶碗のご飯をかき込む。そして空になったお茶碗をテーブルに戻すと、いつの間にか箸を置いていた暁さんが私をジッと見つめていて、ドキッと胸が跳ねる。

「なんでしょう？」

「いや。本当にいい家政婦さんが来てくれたなって」

「ど、どうも……」

　もごもごと返しつつ、本当に彼の思いはそれだけなのかと疑ってしまう。

　だって、いくら家政婦が気に入ったからって、普通上着を貸そうとする？　手をつなぐ？　こんなに熱い眼差しで見つめてくる……？

　でも、暁さんほどのイケメンで職業はドクターとくれば、付き合う女性には困っていないはず。……ってことは、単に私をからかっておもしろがっているだけ？

　年下で、いかにも男性経験なさそうな女が目の前に現れて、物珍しくて。そうだとしたらとても不愉快だし、やめてほしい。

「あの」

　私はちょっと大きめの声をあげ、強い眼差しで暁さんをまっすぐ見つめた。

「うん？　どうしたの、怖い顔して」

「私のこと、からかっているんだったら、そういう態度はやめてください！　私はただの家政婦なんです。暁さんの恋人だって、いい気はしないと思います！」

　私は真面目に家政婦の仕事をしようと思っているのだ。たとえ険悪なムードになろうと、こういうことは最初のうちにきちんと話し合っておくのがいいだろう。

「俺……恋人なんて、いないけど」

　暁さんは静かに言って、苦笑した。その意外な返答に、私はぽかんとして聞き返す。

「え？」

「恋人がいたら、若い女性の家政婦なんてそもそも雇わないよ。トラブルの種になるだけだろ」

　言われてみれば……まったくもって、おっしゃる通り。彼の言い分に納得し、私は黙り込んでしまう。

　しかし次の瞬間、暁さんの低いハスキーボイスが私に問いかけた。

「ただの家政婦を、かわいがっちゃダメ？」

　同時に向けられたのは、甘えるようにトロンとした視線。そこから放たれる彼の色香に、不覚にも胸が高鳴った。

　ダメ？　……って、そんなふうに聞かれて、私はなんて答えるのが正解なの？

　普通に考えたら家政婦を〝かわいがる〟だなんて発想がそもそもないでしょ？

「ダ……ダメ、です」

「どうして？」

　勇気を振り絞って告げたのに、暁さんは納得できない様子で私に聞き返す。

「どうしてって、仕事なんですから」

「俺は家にいる間、プライベートなんだけど」

「そんなこと言われても……困ります」

　もう、本当に……暁さんと話していると、鼓動が暴走しすぎて困る……。

　私の勘違いに決まってるけど、さっきからずっと、彼に口説かれているような気がしてしまうんだもの……。

　そんな私の心の声を察したかのように、暁さんは意地悪く口の端を上げて言った。

「ドキドキするから？」

　完全に図星を突かれ、顔がかぁっと熱くなった。

　……も、もうダメ。この人と一緒の空間にいられない！

　私はガタッと音を立てて椅子を引くと席を立ち、自分の食器を荒っぽく重ねてキッチンの流しに運んだ。

　そして、まだ席に着いたままの暁さんの背中に向かってやけくそで言い放つ。

「あとで片づけるので、食べ終わったらそのままにしておいてください！　私、お風呂いただいてきます！」

　彼はゆっくり振り向いて、余裕の微笑を浮かべた。

「うん。ごゆっくり」

　まるでさっきの会話はなかったかのような平然とした彼の態度に、私ばかり動揺させられているようで腹が立ってくる。

　暁さんのこと、昨日はいい人かもなんて思ったけれど、全然そんなことない！　私をからかって遊ぶ、意地悪で悪趣味なドクターだ……！

　内心そんな悪態をつきつつ、私は安息の地を求めてバスルームへ駆け込むのだった。




　お風呂で少々落ち着きを取り戻してからリビングダイニングに戻ると、食器はすべてキッチンに下げられており、テーブルがきれいになっていた。

「すみません、そのままでいいって言ったのに」

　リビングのソファでノートパソコンを覗いている暁さんに声をかけると、振り向いた彼にジッと見つめられ、せっかく落ち着いた気持ちがまた騒がしくなる。

　その意味ありげに見つめてくるクセ、なんとかならないのかな……。

　彼の視線を避けるようにキッチンへ逃げ込もうとする途中、暁さんがぼそりと独り言を漏らすのが聞こえた。

「参ったな。提案したのは自分だけど、住み込みって思った以上に……」

　住み込み……私のこと、だよね。思った以上に……なんだっていうの。

　彼の言葉が気になりつつも、キッチンで洗い物を始めようとしたときだった。いつの間にか立ち上がっていた彼が、私のもとへ来て言う。

「千波さん。俺、これから部屋で仕事してそのまま寝るから……明日の朝、起こしてもらっていい？」

　少々気まずそうな表情の彼に、さっきの言葉の続きがなんとなく思いあたる。

「ごめんなさい。私がいるせいで、お仕事に集中できないんですよね？」

　住み込みという条件は暁さん自身が提案したものだけれど、彼の思っていた以上に、私の存在が邪魔で気が散るのだろう。

　昨日と今日の彼を見る限り、リビングで仕事をするのがいつものスタイルのよう。なのに、その習慣を変えさせてしまってなんだか申し訳ない。

「集中できないのはその通りなんだけど……千波さんのせいじゃないから謝る必要はないよ」

「でも……。暁さんのご迷惑になったら元も子もないし、家政婦の仕事、今からでも通いに変えてかまいませんよ？　朝早く来て家事を始めて、夕飯を作ったら帰るとか」

「それはダメ」

　私の提案を即座に否定した暁さんは、キッチンの壁にもたれて腕組みをしながら、静かに私を見つめて言った。

「約束したはずだ。ここに住んで、俺を管理してくれるって」

「それは……そうですけど」

「だったら余計なことは考えずに、俺のそばにいて？」

　暁さんの口調は優しげだったけれど、私にイエス以外の答えを言わせないような迫力があった。絶対逆らえないご主人様の、甘い命令……。そんな思いつきが頭をかすめ、いやに胸が高鳴った。……ドＭか、私。

「……わかりました」

　それ以外の答えを口にするのがはばかられ従順にうなずくと、暁さんは組んでいた腕をほどき、満足気に口角を上げた。

　私がドＭなら、彼はその真逆なのかも……。そう感じさせる不敵な笑みに、ドキドキはさらに加速した。

　……やばい。暁さんの術中にまんまとハマっている。この人は私をからかって遊んでいるだけなんだってば！

　荒ぶる心臓をなだめつつ自分に言い聞かせていると、暁さんが再び口を開く。

「明日は六時に起こしてくれる？　部屋に入ってかまわないから」

「は、はい。六時ですね。了解です」

「俺、寝起き悪いから優しく起こしてくれると助かる」

「はぁ……」

　優しく起こすって……どうやるの。おたまでフライパン叩いたりしちゃダメなのはわかるけど……。

　彼の要望に応える自信がなさすぎて、曖あい昧まいな返事しかできない。

「じゃ、そろそろ部屋行くから、よろしく」

「はい。おやすみなさい」

「おやすみ、千波さん」

　甘い笑顔で言い残し、暁さんは部屋を出ていった。こんなふうに男性から「おやすみ」と言われたことがないから、ただの挨拶とわかっていても妙に照れくさかった。

　男性に対してまったく免疫のない私が、あんなイケメンかつ若干意地悪な男性といきなり一緒に暮らすって、仕事とはいえやっぱり無理があるんじゃないだろうか。

　中途半端だった食器洗いを再開しながら、思わずため息がこぼれてしまう。

　でも、まだこの暮らしも始まったばかりだし、ほかに仕事のアテもないし……とりあえず、がんばるしかないよね。明日の朝は彼を六時に起こすんだっけ。

「私も早くこれ終わらせて寝ようっと」

　私は食器洗いの手を速めキッチンを片づけ終わると、早々と自分の部屋に引っ込み、眠りにつくのだった。










「大丈夫だよ、優しくするから」




　翌朝。スマホのアラームで五時前に起きた私は、自分の身支度と朝食の準備を済ませ、ちょうど六時になる頃に暁さんの寝室をノックした。しかし寝ているであろう彼の返事はなく、そうっとドアを開けて部屋に足を踏み入れる。

「暁さん、入りますね」

　小さめの声で言いながら、大きなベッドに横向きで眠る彼のもとへ近づく。

　身をかがめて寝顔を覗くと、起きているときはきりりと整った顔立ちが無防備に緩んでいて、年上の男性なのになんだかかわいらしかった。

　……目を覚ますと、ちょっと厄介な人になっちゃうんだけどね。

「……さて」

　優しく起こせ、というリクエストにどう応えるべきか。とりあえず、掛け布団の上から肩のあたりを何度か揺すって声をかけてみる。

「暁さん。六時ですよ、起きてくださーい」

「ん……」

　彼は小さく声を漏らして寝返りを打ち、その後また動かなくなってしまった。

　どうやら寝起きが悪いというのは本当みたい。今朝はかなり冷えているから、布団を剥はいでしまえば効果は抜群だと思うんだけど……そんな起こし方、優しくないよね。

「暁さん、起きないと病院に遅れますよ」

　仕方がないので再度声をかけつつ、暁さんの体をぽんぽんと軽く叩く。小さく身じろぎした彼はうっすらとまぶたを開け、ゆっくり瞬まばたきしながら私の姿を確認した。

　よかった、思ったより早く目を覚ましてくれた。

「おはようございます、暁さん」

「ん……おはよ」

　のんびりしたかすれ声で言って、まだ半分寝ぼけているように薄く目を開けた彼は妙に色っぽい。別に同じベッドで一夜を共にしたというわけじゃないのに、暁さんのプライベートな表情を垣間見てしまったのが恥ずかしくて、私は思わず彼から視線をはずした。

「わ、私、朝食を温めてきますね」

　早口でそう言って、ベッドから離れようとした瞬間だった。

　ばさりと掛け布団をめくる音がしたかと思うと、突然ベッドの方から伸びてきた彼の手に腕を引っ張られた。

「きゃっ」

　私は体勢を崩してベッドに倒れ込み、なにが起きたのかと目を白黒させている間に、彼の胸もとにぎゅっと抱き寄せられてしまった。全身が彼の温もりと香りに包まれ、心臓が早はや鐘がねを打つ。

　えっ。なに？　なんで私、抱きしめられてるの――!?

「……本当は、六時半でよかったんだけど」

　いつもよりずっと近い距離から、暁さんの低いハスキーボイスが聞こえてくる。

「えっ？」

「ちょっとの間こうしたかったから、わざと早めの時間を伝えたんだ。……怒った？」

　そんな質問の後、衣きぬ擦ずれの音がして、少し体を離した彼が私の顔を覗き込んだ。

「お、怒ったっていうか……」

　それより、なんでこんなことするの？とか、私はなんでこんなにドキドキしているの？とか、わけのわからない疑問や感情に心を支配されて、いっぱいいっぱいなんですが……。

　心境をうまく説明できずにただ頬を熱くしていると、後頭部に大きな手が添えられ、彼はまた私の顔をぴたりと胸に寄せた。

　トクントクンと鳴る彼の心音が、耳もとに優しく響く。

「怒ってないなら、しばらくこのままでいて。俺、寒いの苦手なんだ」

　寒いのが苦手……。そんな単純な理由で私を抱きしめてるの？　やっぱり暁さんって、よくわからない。

　でもそれ以上に、無理やりにでも彼の腕から出ていこうとしない自分自身が謎だ。こんなこと、絶対に家政婦の仕事じゃないのに……。

　頭の中にはいろいろな疑問が渦巻いていたけれど、私はおとなしく彼に抱かれたままでいた。ようやく解放されたのは、彼の本来起きるべき時間が近づいたとき。

「……さて。嫌だけど、そろそろ起きようか」

　そんな言葉とともにふっと温もりが離れて、暁さんはぎしりと音を立ててベッドから下りた。私は収まらないドキドキのせいですぐに起き上がれず、窓辺に歩いていく暁さんをぼんやり見つめる。

　彼はカーテンを開けて、冬の朝の弱い日差しを浴びると「うーん」と言いながら目いっぱい伸びをした。そして、いまだベッドに横たわったままの私を振り返り、ふっと笑う。

「ベッドに戻されて、眠くなっちゃった？」

「い、いえ……」

　こっちは激しく動揺しているというのに、暁さんときたらまるで平然としている……。彼にとって、女性の体で暖を取るのはあたり前なのだろうか。だとしたら、相当の女たらしじゃない？　いったい何人の女性をこのベッドで……。

　勝手な想像を膨らませながらのろのろ上半身を起こしていたら、ふと昨日の掃除中に見つけた〝あれ〟を思い出した。

　あの桃色聴診器……やっぱり、イカガワシイことに使っているんじゃないだろうか。

　暁さん本人は彼女なんかいないと言っていたけど、遊び相手の女性なら何人もいるとか、そういうオチなんじゃない？　だとしたら私、かなり危険な人に雇われているんじゃ……。

　そこまで思い至り、愕がく然ぜんとしたときだった。いつの間にかそばに来ていた暁さんが、私の顔を興味深そうに見つめていた。

「なにを百面相してるの？」

　たった今危険人物に認定した彼の接近に、私は息をのんで首を横に振った。

「い、いや別に、なんでもないです！　朝食！　朝食の仕上げしてきます！」

　逃げるように彼の寝室を後にし、キッチンに駆け込むと激しく鳴る胸を押さえて深呼吸をした。

　落ち着くのよ、千波……。暁さんがたとえドＳの女たらしで、寝室に妖しげな聴診器を隠しているとしても、私は父の紹介でここへ来た家政婦。

　いくらなんでも、医者として仕事でつながりのある相手の大事なひとり娘に手を出すなんてこと、しないでしょう。

　彼は医者としては間違いなく有能なんだし、そんな彼の乱れがちな生活をサポートするのが私の役目。さっき湯たんぽ代わりにされたのも、その一環と思えば……おかしくない、よね？

　無理やり自分を納得させつつ、小鍋で野菜スープを温め、昨日彼と一緒に買ったデニッシュブレッドをトースターで焼いた。

　そしてスーツに着替えた暁さんがダイニングに来た頃を見計らい、料理を出して紅茶を淹れた。買い物のときに聞いたけれど、イギリスで長いこと暮らしていた彼は、コーヒーより紅茶派なのだそうだ。

　朝はダージリンをストレートで。疲れていて糖分が欲しいときには、アッサムの茶葉でミルクティーを淹れてほしいと頼まれている。

　味気ない食生活を送っていた間も紅茶だけは淹れる習慣があったそうで、食器棚には年代物の素敵なティーポットとカップのセットがそろっていた。

「いい香りですね。紅茶の香りって頭がスッキリする気がします」

　彼のカップに紅茶を注ぎ、ソーサーとともに差し出しながら言った。

「あ、わかってくれる？　病院の同僚たちはコーヒー党ばかりだから、ひとりで紅茶を飲む俺はいつも子ども扱いされるんだ」

　暁さんは苦笑し、紅茶のカップを口に運ぶ。

「それだけで子ども扱いなんて……きっと、おいしい紅茶を飲んだことがないんですね。まぁ、私は本当に子どもみたいな理由で、コーヒーが苦手ですけど」

　話しながら彼の向かいの椅子を引き、腰を下ろした。

「子どもみたいな理由？」

「だって、苦いじゃないですか、コーヒー。カフェにあるような、ホイップやチョコレートシロップがたっぷりのったやつだったら飲めるんですけど」

　その点、紅茶ならストレートでも苦すぎることがないから、暁さんが紅茶派だと聞いて、ちょっとうれしかったんだよね。そんなことを思いつつ、私も紅茶をいただこうとカップを手に取ると、向かいから彼のクスクス笑う声が聞こえた。

「暁さんも、私のこと子どもみたいって思ったんでしょう」

　じろりと睨にらみつけると、彼は顔の前で手をひらひら振って否定した。

「いや、ごめん。ただ、かわいいなって思っただけ」

「……やっぱり子ども扱いじゃないですか」

　口を尖とがらせぷいっと顔を背ける私に、暁さんはさりげなく甘いセリフを放つ。

「拗すねるなよ。ま、千波さんは拗ねた顔もかわいいけど」

　不覚にもドキッとしてしまい、背けた顔を戻せなくなってしまった。

　もう……！　頭では彼のこういう言動にいちいち反応するもんかって思うのに、心の方が全然言うことを聞かない。彼の口から出る「かわいい」なんて、きっと挨拶みたいなものなのに……。

「そういえば、今日大学は？」

「午後からです」

　話題が逸それたことにホッとしつつ、そういえば今日は微生物学の講義だと思い出す。大学で一番親しくしている友人、雅まさ子こに会える日だ。

　もし講義の後で時間があれば、家政婦の仕事のことや暁さんのこと、ちょっと相談してみようかな。

「あの、授業の後友達とお茶してくるとか、そういうのは自由ですよね？　もちろん、夕飯の準備には間に合うように帰りますから」

「ああ、かまわないよ。そこまで俺に制限する権利はないし。家事さえきちんとしてくれれば、好きに過ごしてくれていい。……あ、でも」

　そこでいったん言葉を止めた彼は、カップに残っていた紅茶を飲み干してから、私をまっすぐに見つめた。

「俺の個人的な感情としては……男とふたりきりで出かけられるのは、嫌かな」

「え……？」

　彼氏でもないのに、なんでそんなことを言うのだろう。

　別に男性とふたりきりで出かける予定なんてないけれど、暁さんが嫌がる理由がまったくわからず呆然とする。

　しかし彼はそれ以上の説明をすることなく椅子から立ち上がると、ソファの背にかけてあったコートを羽織り、ビジネスバッグを持った。

「じゃあ、そろそろ行くから」

「あ、はいっ。お見送りします」

　とりあえず頭の中の疑問を追い出し、玄関に向かう彼の背中を追いかける。

　靴を履き、ドアを開ける前に一度こちらを振り返った暁さんは、一段高い場所に立つ私の姿を上から下までじっくり眺めたかと思うと、なぜか満足気に口角を上げた。

「悪くないな、新妻に見送られるみたいで」

「にっ、新妻？」

　唐突に飛び出した甘いワードに、ドキンと胸が鳴った。

　いやいや、私、ただの家政婦ですけど……！

　なんとか平静を保とうとするけれど顔の火照りだけはコントロールできず、きっと今自分の頬は赤いのだろうと思うと、ますます恥ずかしくなる。

　もう！　こういう反応するから、からかわれるんだってば！

「じゃあ行ってくるよ。かわいい家政婦さん」

　暁さんは必死で羞恥と戦う私をもてあそぶかのように、甘いハスキーボイスでそう言い残して出ていった。

「い、いってらっしゃい……」

　静かな玄関に、どっと疲労の滲にじんだ私の声が頼りなく響いた。

　なんだか日を追うごとに、暁さんの不可解な言動がエスカレートしている気がする。

　やっぱり今日は、なんとしてでも雅子に話を聞いてもらおう……。

　私はふらふらとリビングに戻り、スマホを手にすると【相談があるんだけど、講義の後時間ある？】と雅子にメッセージを打った。すぐに返信がきて、それがいつもの雅子らしい内容だったので、私は思わず笑ってしまった。

【あるよー！　発酵カフェ行っちゃう？　新作スイーツが出てるらしいの！】

　雅子は大学で微生物の生態に魅せられ、より深く微生物の研究がしたいと大学院に進もうとしている、いわゆるリケジョ。美人でスタイルもよく、一見モテそうな感じなのだけれど彼氏はおらず、顕微鏡を覗くのが生きがいのちょっと変わった女の子だ。

　大学に入った当初、二浪しているというコンプレックスからなかなか友人がつくれないでいた私は、周囲から孤立していた。

　でも、大学は勉強するところだし、別に友達なんていなくてもいいか……。そうあきらめかけていたときに、たまたま授業で一緒になった雅子から声をかけられたのだ。

『ねえねえ、あなたいつも浮かない顔してるけど……腸内環境、悪いんじゃない？』

　そして、雅子が研究の一環で手作りしたという乳酸菌飲料を渡され、こわごわ飲んでみたらめちゃくちゃおいしかったうえ、便秘が解消された。

　それを伝えたら雅子はとても感激し、『友達になろう！』と言ってくれたのが、私たちが友人になったきっかけだ。

　雅子はストレートで大学に入り順調に進級してきたため、年はふたつ下。けれど、お互い年齢は気にしておらず、なんでも言い合える仲だ。




　授業の後、予定通り雅子と連れ立って、大学のそばのカフェ『発酵ファームよしだ屋』を訪れた。

　小ぢんまりとした店内には木製の家具や優しいオレンジ色の照明が配され、温かみがある。かかっている音楽は静かなピアノ曲が多く、話をするには持ってこいの環境なので、発酵食品マニアの雅子はもちろん、そうでない私もお気に入りの店だ。

　私たちはテーブル席に着き、それぞれ種類の違うヨーグルトドリンクと、味噌シフォンという新作ケーキを注文した。

　しばらくして飲み物とケーキがテーブルに届くと、雅子が長い黒髪をひとつに結うのを待ってから、ふたりで小さく「いただきます」をして、ふわふわのケーキにフォークを入れた。

「……あ、意外とおいしいね。味噌の香りとほんのりしょっぱい感じが」

「うん。麹こうじと酵母と乳酸菌のがんばりを感じる……！」

　雅子の個性的な食レポはいつものことだけど、うっかり掘り下げようものならものすごい熱量で解説が始まってしまうので、私は華麗にスルーして本題に入った。

「あのさ雅子、実は私、就職が決まってね？」

「えっ、すごいじゃん。おめでとう～！　念願の病院勤務？」

「いや、それが……お医者様にお仕えする仕事ではあるんだけど……」

　私は、父の紹介で暁さんという医者の家政婦になったこと、そしてその暁さんが、この二日間ことあるごとに甘い言動で私を振り回すことを雅子に話した。

　雅子は興味津々に耳を傾けてくれたけれど、話を聞き終えると難しい顔で考え込んでしまった。そしてしばらくすると、顔を上げて語りだす。

「私って微生物マニアの変な女だし、全然参考にはならないかもしれないけどさ……」

「ううん、そんなことないよ、言って？」

　雅子は小さくうなずくと、テーブルに頬杖を突きながら私を見つめて言った。

「その暁さんって人がどんなにモテる男の人でも、少しも気のない女の子には、思わせぶりな言動しないんじゃないかなぁ」

「少しも気のない女の子には、しない……」

　回りくどい言い方がすぐには理解できず、オウム返しをしながら頭の中でかみ砕く。

　そんな私に、雅子は「こう言えばわかる？」とにっこり笑って、言葉を続けた。

「彼、千波に好意を抱いてるんじゃないかってこと」

「えっ……」

　暁さんが、私に好意……？

　その仮説をまったく想定していなかった私は、一瞬フリーズした。

「だってそう考えたらシンプルじゃない。甘いことを言ったり手をつないだりするのは、千波のことが好きだから。その理由が一番しっくりくると思わない？」

　雅子はサラッと言うけれど、私には到底そんな理由だとは思えない。

「いやいやいや……だって、彼のところで家政婦をするようになったのは昨日からだし、初めて顔を合わせたのもその前日だよ？　年だって九個も違うし」

「ひと目惚れってこともあるじゃない」

　私は首を勢いよく左右に振った。

「雅子くらい美人ならわかるけど、地味顔の私にひと目で惚れられるほど強烈な引力ないよ……」

　加えて、暁さんの方は超がつくほどのイケメンなのだ。連れて歩くなら、自分と釣り合うような、目鼻立ちのくっきりした麗しい女性がいいと思うに決まっている。

「千波自身はどうなの？　暁さんのこと、好き？　嫌い？」

「えっ」

　暁さんのこと、好きか嫌いか……？　考えたこともなかったけど……。

　私は彼とのこの二日間のやり取りを思い返し、現在の正直な気持ちを告げる。

「どちらかというと……嫌い、かなぁ」

「あれっ、そうなんだ。どうして？」

　意外そうに問い返され、私は眉をひそめながら言った。

「だって……私は真面目に働こうとしてるのに、暁さんに変なこと言われると、平常心じゃいられなくなるんだもん。昨日一日と今日の朝だけで、どれだけ動揺させられたか」

「うーん……そっか。千波、もしかしたらそれって結構――」

　雅子がなにか言いかけたけれど、私は大事なことを思い出して彼女の言葉を遮った。

「あっ、あとね！　あの人、寝室にやらしー物隠してるの！」

「な、なによ、やらしー物って」

　私の勢いに圧倒されつつ、雅子が怪け訝げんそうに聞いてくる。

　私は周囲のお客さんを警戒するように見回してから、テーブルに身を乗り出し小声で告げた。

「おもちゃの聴診器」

「おもちゃ？　本物じゃなくて？」

「ううん、絶対にあれはおもちゃ！　安っぽいつくりで色もピンクだったもん！　しかも、慌てて隠したみたいにデスクの引き出しに挟まってたんだよ？」

　私の必死の説明に、雅子の中でも暁さんの印象が変わったらしい。雅子もずいっと私の方へ身を寄せ、声をひそめて話す。

「ということは……いわゆるオトナ用の？」

「だと思う。今のところ、それを使うお相手の影はないけど……」

　彼自身、恋人はいないと言っていたし。

「じゃあ、千波が危ないじゃない！」

「え？」

　いったいなにが危ないの？　キョトンとする私に、雅子が険しい顔で告げる。

「千波に優しかったり甘いこと言ったりするのは、いつか一緒にお医者さんごっこするためかもしれないってこと！」

　暁さんが、私とお医者さんごっこ……？

　その妖しげなフレーズに、いつかも頭に浮かんだ白衣姿の暁さんが、再び脳裏に現れた。

『千波さん。……診察するから、脱いで？』

　甘いハスキーボイスに優しく促されて、私はブラウスのボタンに手をかけ――。

　……って、なによこの使い古されたＡＶみたいな妄想！

「む、無理っ！　困るよ！　勝手にそんな相手役にされたって！」

　でも、最初に雅子に言われた〝暁さんの純粋な好意説〟よりよっぽど説得力がある。

　今朝はさっそくベッドに連れ込まれたし……もしかして、あのときもかなりの危険が迫っていたの!?

「お、落ち着いて千波。私から言いだしておいてあれだけど、まだそうと決まったわけじゃないから」

　雅子になだめられ、暴れまくっている胸に手を置いて深呼吸をした。

　そ、そうだよね……。彼みたいな大人の男性が、私みたいなお子様でその気になるとも思えないし、父のことだってある。軽々しく手は出さないよね……？

「とにかくさ、危機的状況になったら私に連絡して？　微生物ちゃんたち放り出して助けにいくからさ」

「うん、ありがと、雅子……」

　情けない声でお礼を言って、雅子と手を握り合った。

　どうしよう……。雅子に暁さんのことを相談できたのはよかったものの、新たな悩みが生まれてしまった。まさかとは思うけど、彼があの聴診器を私に使おうとしているとしたら……私は逃げられるのだろうか。




　その夜、暁さんの帰宅は昨日より遅く、八時頃だった。

　しかし、雅子とあんな話をしてしまったせいで、玄関まで行って出迎える勇気が出なかった。

　どうしよう、普通の顔で「おかえりなさい」と言える気がしない……。

　廊下から近づいてくる足音に緊張しながら、キッチンでスープの鍋を無意味にぐるぐるかき回す。今日は私の大好物、大豆とたっぷりの野菜を煮込んだトマトスープだ。

　そのうちリビングダイニングのドアが開き、私の肩がびくっと跳ねた。

「ただいま。……千波さん、いる？」

　暁さんはソファに荷物を置くと、出迎えにこなかった私の姿を確認するためかキッチンにやってきた。

「お、おかえりなさい。すぐご飯にしますか？」

　ほんの一瞬だけちらっと彼を見てぎこちなく言った私は、すぐまた目をそらして鍋に視線を落とした。

　ネクタイの結び目にぐっと指を入れて緩める彼の仕草が気だるい大人の色気を醸し出していて、目が合おうものなら白衣の彼に診察されるふらちな妄想がまた膨らんでしまいそうで……。

「ああ、お願いしようかな。ところでさ、今日は千波さんにプレゼントがあるんだ」

　プレゼント？　私に……？

　思わず顔を上げ、キッチンを出ていった彼の背中を目で追うと、ソファに置いた荷物のうち人気ブランドの紙袋を手にして、再びキッチンに入ってきた。

「はいこれ。趣味が合えばいいんだけど」

「あ、ありがとうございます。でも、どうしてプレゼントなんて……」

「いいから開けてみて」

　気になることはいろいろあるけれど、暁さんに優しく促され、袋の口を開いてみる。中には、透明のセロハンで包装されている服のようなものがあった。

「かわいい……。もしかして、エプロンですか？」

　包装を剥がしながら、なんとなくそれがわかった。

　全体を広げてみると、ピンクを基調とした小花柄のエプロンで、ポケットには同じくピンク色のリボンがデザインされている。

　フレアータイプの裾もガーリーな印象で、女子ならば誰でもキュンとしてしまいそうなかわいさだ。男性である暁さんが選んだというのが信じられないくらい。

「つけてみてよ、絶対千波さんに似合うと思うから」

「は、はい……」

　彼の目の前で、という状況に緊張しつつ、エプロンを胸にあてる。

　首のうしろと腰を細めのリボンで結ぶタイプなので、まずは手を首のうしろに回してリボンを結ぼうとしたけれど、彼に見られているせいでなかなかうまくできない。

　見かねた暁さんが、私の背後に回って首のリボンに手をかけた。

　うなじの下の方で彼の手とリボンが微妙に触れる感覚に、ときどき肩がぴくりと震えてしまう。そんな私の耳もとで、暁さんのハスキーボイスがささやいた。

「大丈夫だよ、優しくするから」

　な、なんか彼が言うと変な意味に聞こえるんですけど……！

　心臓が早鐘を打ち始め、全身から湯気が出そうになる。

「腰の方も結んじゃうよ」

「あ、ありがとうございます……」

　リボンを結ばれている間中、背後に感じる彼の息遣いや、触れるようで触れない微妙な距離感にドキドキが止まらなかった。

　背を向けているからいいけれど、絶対に顔は真っ赤だ。

　もう！　だから〝どちらかというと嫌い〟なんだよ、暁さん。一緒にいたら、心臓が壊れそうになるから……。

　ぎゅっと目を閉じて羞恥に耐えていると、背後の彼が言った。

「……できた。こっち向いて？」

　けれど結局は逆らえず、ゆっくり体の向きを変えた私はおずおず視線を上げて彼の表情をうかがう。

　彼は一瞬目を見開き、それから優しく微笑むと小さくうなずいた。

「かわいい。似合ってるよ」

　ストレートな褒め言葉に照れてしまい、ますます頬が火照りだす。

「ど、どうも……。あの、このエプロン、買うの恥ずかしくなかったですか？」

「恥ずかしい？　なんで？」

　暁さんは、心底不思議そうに首をかしげた。

「だって……店内は女性客ばかりだったでしょう？　プレゼントとはいえ、男性がひとりで来店してじっくり女性用のエプロンを選んでいたら、注目されただろうなって」

　暁さんの場合、それ以上に麗しい容姿の方を注目されていたかもしれないけど……。

　そんなことを思っていると、暁さんは意表を突かれたように固まって、それから気まずそうに口もとを片手で覆うと、くぐもった声でつぶやいた。

「そこまで考えてなかったな。でも言われてみれば、注目されていたような気も……」

　それきり黙り込んだ彼の頬が、じわじわ赤く染まった。

　もしかして、今さら気づいて恥ずかしがってるの……？

　ということは、このエプロンを選ぶのに相当集中していたのかな……。暁さんって、仕事をしているときも周りが見えなくなるタイプのようだし。

　私は、店内で真面目な顔をして女性用エプロンを物色する暁さんの姿を脳裏に浮かべ、思わずふっと笑いをこぼしてしまった。

　それを見逃さなかった暁さんは、一歩私に歩み寄ってじろりと睨んできた。

「笑ったな？」

　不満気にそう言うと、突然私を腕の中に閉じ込めた。

　ど、どうしてまたこの人は急に接近してくるの――!?

　内心あたふたしつつも、どうしたらいいかわからず身動きが取れない。

　暁さんは、腕の中でかちんこちんに固まる私にそっとささやく。

「しょうがないだろ。きみにどんなエプロンが似合うかなってことで、頭がいっぱいだったんだから」

　耳もとで愛しげにかすれたその声に、胸がぎゅっと締めつけられるような痛みを覚えた。

　脳裏にふと、雅子と交わした会話がよみがえる。

『彼、千波に好意を抱いてるんじゃないかってこと』

　まさか……あるわけないよ、そんなこと。あるわけ、ないよ……ね？

　誰にともなく胸の内で問いかけていると、暁さんは手を伸ばして私のうしろにある鍋の蓋を開けていた。

「おお、今日もうまそう」

　そして私の体をそっと解放し、何事もなかったかのように軽く微笑む。

「早く食べたいから、着替えてくる」

「は、はい……。では、準備しておきます……」

　彼の姿がキッチンからなくなっても、私は長いこと動揺が収まらなかった。

　暁さんは、なんでただの家政婦である私にああいうことをするのだろう。からかっているの？　遊び相手にしたいの？　それとも……本気、なの？

　最後の可能性を考えると、心臓が痛いくらいに暴れだす。

　それがどういう意味を持つのか、混乱している私にはまったく見当もつかなかった。










「泣くなら、俺の胸で泣いて」




　暁さんの真意が読めないまま、家政婦生活で初めての週末を迎えた。

　土曜日の彼は遠方で学会があると出かけていき、ほとんど家にいなかったからまだよかったものの、問題は日曜日だった。

　彼は丸一日休みだというし、私にもとくに予定がない。暁さんとふたりきりで二十四時間一緒にいることになってしまう。……それは、なんとしてでも避けたい。

　いろいろと考えた末、無難なところで実家に帰らせてもらうことにした。

「紺野先生によろしくね」

「はい。夕飯までには帰りますので」

　午前九時過ぎに出かけるとき、いつもとは逆に、暁さんが玄関まで私を見送ってくれた。その瞳はトロンとしていてまだ眠たそう。

　私は見送りなんていらなかったのに、『朝起きたときにいなくなってたらなんか寂しいから、出かける前に起こして』と彼に頼まれていたのだ。

　仕事で疲れているんだから、無理しなくていいのに……。

　そんなことを思いながら、マンションを出て駅に向かった。その道すがら、街の景色がクリスマスムード一色に染まっていることに気がつく。

　街灯には、赤と緑のリボン。立ち並ぶお店のショーウィンドウには、プレゼントやサンタクロース、りんごやお菓子のオーナメントが飾ってある。窓ガラスにスプレーで雪が描いてあるお店もあった。

「もうそんな時期かぁ……」

　白い息とともに、小さくつぶやく。

　今まで恋人とのロマンチックなクリスマスなんて過ごしたことのない私にとって、印象深いクリスマスの思い出といえば、遠い昔、子どもの頃の記憶だ。

　毎年父とふたりきりで、買ってきたチキンとケーキを食べて。寝る前に、サンタクロースへ宛てた手紙を枕もとに置いた。

　手紙にはつたない字で欲しいおもちゃを書くことが多かったけれど、ある年だけは違った。

　それはたしか、幼稚園に通い始めた年。それまで父とふたりきりだった世界が急激に広がり、ほかの子にあって自分にないものを、認識するようになった頃だ。

　父は優しいし、幼い私の面倒を一生懸命見てくれたと思う。けれど、医師の仕事は忙しい。

　衣食住には困らなくても、遊び相手がいないというのがとても寂しかった。

　みんなのように、お母さんがいればな……。

　自然と周囲の友達をうらやむようになっていた私は、サンタクロースへの手紙に書いたのだ。

【おかあさんをください】

　その手紙を読んだ当時の父は、つらかっただろう。

　わくわくしながら夜が明けるのを待つ娘の枕もとに、望まれているものとはまったく別のものを置かなければならなかったのだから。

　朝がきて目を覚ました私のもとに、当然ながら母の姿はなかった。

　私は落胆したけれど、箱にリボンのかかった別のプレゼントが置いてあり、とりあえずそれを開けてみる。

『……かばん？』

　小さなトランクのような、取っ手のついた硬いかばん。

　なんだろうと思いつつ側面を見ると、赤い十字マークのシールが貼ってあり、当時はその名を知らなかったけれど、救急箱――お医者さんが使うものだ！と理解した。

　中を開けてみると、それはそれはさまざまな道具が入っていて、目的のプレゼントとは違ったことを一瞬忘れ、私は目を輝かせる。

　そんなとき、父がタイミングを見計らったように子ども部屋に入ってきた。

『お父さん、これすごいの！　お医者さんの道具がいっぱい！』

　興奮気味に伝えると、父は優しい目をしてうんうんとうなずき言った。

『たぶん、天国のお母さんがサンタさんに頼んだんだな。千波がこれでうんとお医者さんの練習をして、早くお父さんの仕事を手伝えるようにって』

『お母さんが……そっか。千波、がんばって練習する！』

　このプレゼントには、お母さんの思いが込められているんだ！

　そう思うとうれしくなって、目の前の救急箱が最高のプレゼントに見えてきたのだった。




「ただいま～」

　懐かしい思いに浸りつつ数日ぶりの我が家に帰ってみると、玄関に見慣れないスニーカーがあった。しかし、前回見た白石さんのものではない。サイズの大きい男性用のものだ。

　お父さん、新しいのを買ったのかな……？　それにしては若者向けのデザインのような気もするけど。

　不思議に思っていると、リビングのドアが開いて父が顔を出した。

「おお、千波、ちょうどよかった。お前に会わせたい人がいるんだ」

「会わせたい人……？」

　やっぱりあのスニーカーは、父のじゃなかったのか。納得しながら父の後に続いてリビングに入ると、ソファに座っていた人物が振り向き、私を見て立ち上がった。

　私より少し年下だろうか。細身の体形で、かわいらしい顔立ちの男性だ。

「はじめまして、白石拓たく斗とです」

　はにかみながら挨拶をする彼に、私もぺこりとお辞儀をした。

「あ、はじめまして、千波です。白石って……もしかして、白石さんの息子さん？」

　私の問いに、父が答えた。

「ああ。年は千波よりふたつ下だったかな？　今、俺の母校の医学部に通っている四年生だ」

「医学部！　すごいんだね、拓斗くん」

　感心しながら視線を向けたテーブルの上には、大学で使っているのであろう教科書やノートが広げられている。

　医学部……私は挫折してしまった道だけど、目の前の彼はまっすぐそこを突き進んでいるんだ。

　拓斗くんの姿がなんとなくまぶしく感じられ、自分の不甲斐なさを改めて見せつけられたように思っていたそのとき。父が緊張気味に口ひげをなでながら、突然切り出した。

「実は、彼を俺の病院の跡継ぎにと思っているんだが……千波、どう思う？」

「えっ……？」

　拓斗くんが、お父さんの病院の跡継ぎ……？

　思いもよらなかった話に、とっさに返す言葉が思いつかない。

　呆然とする私に、拓斗くんが少し焦った様子で付け加える。

「もちろん、千波さんが反対すれば、この話はなかったことになります。ただ、僕は幼い頃から母に連れられて紺野先生の病院に何度も来ていて、愛着もあるので、個人的にはうれしいお話だと思っているのですが……」

　拓斗くんが、父の病院をそんなふうに言ってくれるのはうれしい。父だっていつかは現役を引退しなきゃならないし、跡継ぎも必要だろう。

　そしてなにより拓斗くんは、父が愛する人の息子だ。跡継ぎに彼をというのは、ごく自然な選択かもしれない。

　頭では冷静にそう思えるのに、なんでだろう。言いようのない寂しさや疎外感が、私の胸を吹き抜ける。

　実の娘は、子どもの頃にいくらおもちゃでお医者さんごっこをしたって、医者になれなかった落ちこぼれ。そんな私が家を出たタイミングで、父は白石さんや拓斗くんと新しい家庭を築こうとしている。

　私のことは、知り合いの医者のところで住み込みの家政婦でもしてくれているのが、ちょうどいい距離感だとか思われていたりして……？

「千波？」

　ぐるぐる考えていたら、心配そうな父に顔を覗き込まれる。

　やだ、私ってば……変なこと考えるのはよそう。お父さんには幸せになってほしいって、この間自分で言ったじゃない。ちゃんと応援してあげなくちゃ。お父さんの将来と、新しい家族のこと。

「私は……いいと思うよ？」

　複雑な気持ちは押し隠し、私はにっこり微笑んでみせた。拓斗くんはまだ不安げな顔をしていたけれど、父はホッとしたように息をついた。

「よかった……。千波なら、賛成してくれると思ってたよ」

　その言葉を聞いて、やっぱり反対なんてしなくてよかったと、私の方こそ安堵していた。今までずっと苦労してきた父を、とっくに成人した娘のことなんかで困らせたくはないもの。

「とはいえ、だいぶ先の話だ。拓斗くんはまだ学生だし、俺だってそう簡単にくたばるつもりはないからな」

「なんて言って、無理したらダメだよ？　お酒もほどほどにね」

「わかってる。でも、今夜は飲んだっていいだろ？　かわいい娘が帰ってきたんだ」

「あのねえ……私、夕方には帰るよ。暁さんの夕飯を作らないと」

　腰に手をあてあきれた調子で言うと、父は少しだけ考え込んですぐ顔を上げた。

「じゃあ昼でいい。なにかうまいもの作って、三人でビールでも飲もう」

「いえ、僕は……」

　遠慮する拓斗くんに近づき、私は父に聞こえないよう小声でコソッと告げる。

「もしよかったら付き合ってくれないかな？　私ひとりで相手するのは骨が折れそうだし……」

　その言葉で、拓斗くんもようやく緊張が解けたようにふっと笑って、「わかりました」とうなずいてくれた。

　近所のスーパーでキャベツと豚肉、切りイカや桜エビなどを調達し、みんなで協力して作ったのはお好み焼き。

　ホットプレートを出してワイワイ楽しみながら焼き、ビールも進んで父は上機嫌。

　食べ終わると、父は日頃の疲れもあってかソファで眠りこけてしまい、その間に拓斗くんと手分けして食器やホットプレートをキッチンに下げた。

「ごめんね、お客さんなのに手伝わせちゃって」

　洗い物を始めた私の横で、拓斗くんは手持ち無沙汰という感じで立っているので、なにか話しかけなきゃと彼に声をかける。

「いえ、気にしないでください。もしかしたら、僕たち姉弟になるかもですし」

「そっか……私、ずっとひとりっ子だったのに、急におっきい弟ができちゃった」

　私がおどけたように笑うと、拓斗くんは前を向いたまま、独り言のように言った。

「僕も……急にこんなかわいい姉ができて、戸惑います」

「え？」

　今、かわいい姉って言った……？

　思わず聞き返したけれど、拓斗くんはにこっと笑うだけ。その笑顔にはアイドルのようなまぶしさと年下らしい愛嬌があって、一瞬ドキッとしてしまった。

　大人っぽい魅力の漂う暁さんとはタイプが違うイケメンだけれど、拓斗くんもモテるんだろうなぁ……。

　彼の隣に立っている状況を照れくさく思っていたら、拓斗くんが神妙な顔になって尋ねてきた。

「ところで、跡継ぎのこと……本当にいいんですか？　僕で」

「うん？　いいに決まってるじゃん。私は跡を継げないし、むしろありがたいよ」

　明るく答えつつ、内心ではまたしても複雑な気持ちが舞い戻っていた。

　いつかは拓斗くんじゃなく、私の方が〝お客様〟としてこの家に上がることになるのかな……。そう思うと、なんともいえない切なさがこみ上げる。

　拓斗くんはそんな私の心を見透かすかのようにジッと見つめてきて、居心地の悪くなった私はサッと洗い物を終えると、コートを羽織りバッグを手に持った。

「じゃあ、私は帰るね。拓斗くんも、お父さんのことは放って帰っていいからね」

「なら、途中まで送ります。ちょっと待っててください」

「えっ。いいよ、まだ昼間だし……」

「僕が千波さんと話したいんです」

　やんわり断ろうとしたのに、拓斗くんにきっぱり言われてしまって、それ以上は拒めなかった。

　この子……かわいい顔して結構強引だ。

　呆気に取られているうちに、拓斗くんはリビングのテーブルに広げていた教科書類をリュックにしまい、それを背負って私のもとへ来る。

「じゃあ行きましょっか」

「う、うん」

　まだ午後三時過ぎだというのに、冬の太陽はすでに西側に傾いてまぶしかった。

　暁さん、ちゃんとお昼ご飯食べたかな……。

　温めるだけの昼食を作っておいたし、もし口に合わなかったとしても暁さんは大人なんだから自分でなんとかするだろう。そうはわかっていても、半日離れていただけで彼が心配になり、駅に向かう足は自然と速くなる。

「あの」

　そのままひとりでずんずん進んでいたら、拓斗くんに呼び止められた。

　足を止めると、気まずそうな顔をした彼が歩み寄ってきて、私を見つめる。

「なに？」

　呼び止めたのに、しばらくなにも言わずに唇を噛んでいた彼を怪訝に思って問いかけると、拓斗君は意を決したように顔を上げ、口を開く。

「母には口止めされているんですが……どうしても千波さんに伝えておきたいことがあります」

　白石さんが、口止め……？　なにを？　なんのために？

　なんとなく胸がざわめくのを感じながらも、ここまできて途中で話を引っ込められても困る。

「……うん。なに？」

　恐る恐る続きを促すと、拓斗くんはとても苦しそうに眉をひそめ、絞り出すような声で言った。

「千波さんのお母さんが亡くなったの……僕のせいなんです」

「え……？」

　どういうこと……？　拓斗くんのせいで、母が亡くなった……？

　寒空の下で向き合った彼の瞳は、とても悲しい色をたたえ、揺らめいていた。

　私たちは場所を近くの喫茶店に移し、拓斗くんの話の続きを聞いた。

　私は母の死因を交通事故だとしか聞かされていなかったけれど、その原因をつくったのが拓斗くんであったと告白され、謝罪されたのだ。

　二十年以上前のことで、当時の彼はまだよちよち歩き。

　人一倍好奇心旺盛で、母親である白石さんが目を離した隙に車道に飛び出した彼を、偶然通りかかった母がかばって助けたのだそうだ。

　父や長年勤める病院の職員さんたちから聞かされている、母の人柄であればそうするだろうと思った。むしろ、勇敢に幼い子を助けた母を、誇りに思う。

　一歳やそこらの年齢だった拓斗くんが責任を感じることもないし、そのとき目を離してしまった白石さんも、ひとりで子育てをしていた疲労もあっただろう。

　誰も悪くないし、今さら気にする必要はない。

　もしそのことで、白石さんが父との結婚に踏みきれないのだとしたら、拓斗くんが背中を押してあげてほしい。拓斗くんも、跡継ぎのことそんなに重く考えないで。

　私はそんなようなことを言って、喫茶店で拓斗くんと別れた。

　初めて聞かされた事実に驚きはしたけれど、白石さんや拓斗くん、そして今までそれを教えてくれなかった父を恨む気持ちなどは生まれなかった。

　大人たちはきっと私が傷つくのを避けようとしただけだし、そんな事実をひとりで抱え込んでいた拓斗くんはむしろ私以上に苦しかっただろう。

　私に伝えることができて、少しは楽になったかな。

　誰のことも責めずに一歩引いた目線から状況を見て、私はその場を平然とやり過ごしていたと思う。

　そして、なに食わぬ顔をしているつもりで、暁さんと同居するマンションに戻ったのだけれど……。

　玄関のドアが閉まる音に気づいて部屋から出てきた暁さんは、私の顔を見て唖然とした。

「千波さん、どうしたの!?」

「え……？」

　どうしたのって、私は別にどうもしてませんけど……。

　ぽかんとしているうちに、険しい顔で近づいてきた暁さんが私の顔に手を近づけて、親指の腹でそっと目もとをなでた。

「この涙はどうしたのかって、聞いてるんだけど」

　真剣な声のトーンで話す彼の、鋭い瞳が私を射抜く。どうやら嘘や冗談ではないらしい。

　自分の手で彼の触れている方とは逆の目もとに触れてみると、たしかに指先が濡ぬれていた。

　ホントだ、泣いてる……。でも、どうして？

「……もしかして、またひとりぼっちになるんじゃないかって思った？」

　静かなハスキーボイスが、私にそう問いかけた。

「ひとり……ぼっち？」

　どうしてそんな理由だと思うの？　それに〝また〟ってどういう意味？　彼の前で泣くのは、今日が初めてなのに。

「話したくないならいい。でも……」

　そこで言葉を切った暁さんは、立ち尽くす私の背中に腕を回し、ぎゅっと抱きしめた。外を歩いて冷えきった体が、彼の温もりに包まれる。そして、耳もとで触れそうな距離にある唇が、優しくささやいた。

「泣くなら、俺の胸で泣いて」

　彼のそのひと言で、それまで意識して泣くのをこらえていたわけじゃないのに、ぶわっと瞳に涙があふれた。瞬きをしただけで、滴しずくがぽろぽろと頬を伝う。

　あれ？　なんで……？　なんで、暁さんのひと言でこんなに泣けちゃうの……？

　自分で自分がわからず、けれど彼の広い胸に包まれているのは心地よくて、私は涙が止まるまでずっと彼の胸に顔を押しつけていた。

　その間中、彼は私の丸いボブの髪を優しい手つきでなでたり、時折〝大丈夫だよ〟と安心させるように、私の体をきつく抱きしめるのだった。

「すみません……お恥ずかしいところをお見せして」

「ううん。落ち着いた？」

「はい。一応……」

　ようやく泣きやんだ私は、暁さんとリビングのソファに並んで腰かけていた。

　しかし、完全に元気になったとは到底言えない状態で、膝の上でこぶしを握りしめてただじっとうつむく。

　早く、夕飯の支度やお風呂の準備をしなければならないのに……まったく腰を上げる気になれない。

　しばらくそのままでいたら、不意にソファの革が擦れる音がして、少しスペースを空けて座っていた暁さんが、私に寄り添う。

　そして、膝の上にある私の手を、自分の手でそっと包み込んだ。顔を上げると、優しげな瞳と目が合って、問いかけられる。

「紺野先生となにかあった？」

　答えようかどうか一瞬迷って、けれど、重なった手から伝わる彼の温もりに導かれるようにして、私は自然と口を開いていた。

「なにかあった、というほどの話じゃないんです。自分でも、どうしてこんなに落ち込んでいるのかわからないくらい……」

「それでも聞くよ。誰かに話せば、胸のつかえが少しは取れるかもしれない」

　……暁さんって、プロのカウンセラーみたいだな。私がわけもわからず泣いていたときには『話したくないならいい』と言っていたけれど、少し気持ちが落ち着いたこのタイミングで、私の気持ちにそっと耳を傾けてくれるんだもの。

　やっぱりお医者様だから、人の痛みには敏感なのかもしれないな。

　そんなことを思いながら、私はぽつぽつと語り始める。

「……父が、再婚しそうなんですけど」

「紺野先生が、再婚……」

「再婚相手の息子さんは医学部の学生で、父はいずれ、彼に病院を継がせたいと思っているんだそうです」

「なるほど……」

　暁さんは終始相づちを打つだけで、じっと私の話に耳を傾けてくれる。

　彼と話しているうちになんとなく心の中が整理されて、自分が落ち込んでいた理由が、次第に心の表面に引き上げられていく感じがした。

「その上……父と再婚相手とその息子で、ずっと私に隠していたことがあったと知って、なんか、のけ者にされたような気がしたんです。三人が、意地悪で私に隠し事してたわけじゃないのは十分わかってますけど……寂しかった。とくに父とは、たったふたりだけの家族だっていう思いが強いから、新しい家族を優先されたようで……寂しかったんです」

　ようやく本音をこぼせた安堵感で、言葉尻が震えてしまった。

　そう……寂しかったんだ、私。あの家からどんどん自分の居場所がなくなるようで。母はいないし、仕事で忙しい父にはワガママを言えなかった昔みたいに、ひとりぼっちになってしまいそうで――。

　再び目に涙がたまり、それが暁さんの手の甲にぽたりと落ちてしまった。

「ごめん、なさい……」

「ううん。よく言えたね、寂しかったって」

　暁さんはそう言うと、私を胸に抱き寄せた。子どもをあやすようにぽんぽんと、背中を叩いてくれる。すると不思議と胸の痛みが和らいでいくのを感じた。

　まるで、心の傷口を彼に手当てしてもらったみたい……。

「どうして……」

　私はふと顔を上げ、暁さんを見上げた。今なら、ずっと聞きたかったことを聞けそうな気がする。そう思ったからだ。

　目が合った彼は、「ん？」と微かに首をかしげる。

「どうしてそんなに優しくするんですか？　……私のこと、もてあそんでやろうって思ってるんですか？」

　私の言葉に暁さんは驚いて目を見開き、すぐに否定した。

「まさか。もてあそんでやろうなんて思うわけない。千波さんは、俺の大事な……」

　思わせぶりな言葉とともにまっすぐに見つめられ、ドキンと胸が高鳴る。

　大事な……その先は、なんですか？

　私はごくりと喉を鳴らし、無意識に甘い予感を抱いてしまったけれど。

「大事な……家政婦さん、だから」

　暁さんは私から少し視線をはずし、わかりきっている事実を告げた。私の胸に膨らんでいたものが、一気にしぼんでいく。

　……家政婦さん。そうだよね。私と彼の関係は、それ以外にない。

　私はいったいなにを期待していたんだろう。……期待？　なんで、暁さんに期待なんか。

　落胆したり自問自答したり、心の中が忙しくてぼうっとしていたら、暁さんが話しだす。

「実は、その大事な家政婦さんにお願いがあるんだけど」

「……お願い？」

　我に返って首をかしげると、彼にぎゅっと両手を握られ衝撃的なことを告げられた。

「仕事のオプションとして、婚約者のフリをしてくれないか？」

「えっ？」

　こ、婚約者……？　暁さんの？

　予想外のお願いすぎて、ぽかんと口を開けて固まる。

「実は昨日の学会で、今の病院を紹介してくれた知り合いの医師に会ったんだけど、その先生の娘との見合いをすすめられてね。とっさに婚約者がいると嘘をついたら、ぜひ会わせてくれって話になって困ってるんだ」

「きゅ、急にそんなこと言われても……」

　困っているのはわかるけど、家政婦のオプションにそんな仕事があるとは思わないじゃないですか……。

「頼むよ。そのぶん、給料は弾む」

　熱心な眼差しで頼み込まれ、私の心は揺れ惑う。

　演技にはまったく自信がないし、嘘をつく罪悪感もあるけど……。

　すでにこうして同居生活を送っているわけだから、同じようなもの？　お給料を弾んでくれるのも魅力的だし……でも。

「偽者だって、すぐばれませんかね……？　私、暁さんのことなにも知らないし、本物の婚約者同士のような親密な雰囲気は出せないですもん」

　いくつかの不安要素を彼に伝えると、暁さんはふっと微笑んで「それなら大丈夫」と言った。そして、突然真剣な顔になったかと思うと、私の頬を両手で包み込む。

　えっ。なに？　なんで急にまた接近されて――。

「千波」

　混乱する私の名を、彼が甘いかすれ声で呼ぶ。いつもと違い呼び捨てにされたと気づいて、頬が熱くなった。

　ついさっきまでは〝さん〟付けだったのに、どうして……？

「は、はい……」

　カラカラに乾いた喉でかろうじて返事をすると、彼の顔がじりじりと近づいてきて、息のかかる距離でぴたりと止まって告げた。

「その先生から、クリスマスイブのホームパーティーに呼ばれているんだ。婚約者同伴という条件付きでね。だからその日までに、お互い婚約者として振る舞う練習をしよう」

「れん、しゅう……？」

　聞き返しながらも、ドキドキが止まらない。細められた暁さんの目がセクシーで、その妖艶な雰囲気にのまれてしまいそうで。

「うん。だから、これから俺はきみを千波って呼ぶ。千波も、俺を名前で呼んで？」

　そんな、突然呼び方を変えるなんて恥ずかしいよ……。

　押し寄せる照れくささに負けてパッと下を向いたら、まるでそれを許さないというかのように、彼の手が私の顎あごをくい、と引き上げた。

　そうしてまた彼と視線が絡むと、もう観念するしかなかった。

「……礼央、さん」

　蚊の鳴くような声で彼の名を呼んだ瞬間、長いまつ毛を伏せた彼の顔が近づいてきた。まさか、と思ったときにはもう唇にやわらかい熱が押しつけられていて、私の呼吸が止まった。

　嘘……キス、されてる……？

　思考がショートして、身動きもできずにただ唇を固く引き結んでいると、一度唇を離した彼が、至近距離でふっと笑う。

「そんなに緊張したらダメだろ？　婚約者なのに」

「だ……だって私、初めてで……」

　震える声でそう告白すると、暁……いや、礼央さんは「そっか」とつぶやく。

　それから私の耳の脇に手を差し入れたかと思うと、後頭部を固定するように包み込んだ。

「じゃあ、たくさん練習しないとね？」

　ささやくように言うと、再び私の唇を彼のそれでふさいだ。

「待っ……ンッ……」

　待って、という間もないほど一瞬で唇を奪われ、優しく啄ついばまれる。そのたびに弾けるリップ音が恥ずかしくて、耳をふさぎたくなった。

　これも〝練習〟の一環なの……？

　そう尋ねてみたいけれど、唇は彼のなすがままにやわらかくとろけ、言葉を紡ぐことを放棄していた。

　代わりにそこから押し出されるのは、湿った熱い吐息。それをからめとるように、礼央さんの舌が唇の隙間から割り入った。蜜のように甘い唾液が、とろりと私の舌に広がる。

　初めての大人のキスに文字通り骨抜きにされてしまった私は、力をなくした体をソファに横たえられ、礼央さんはその上に覆いかぶさりながら、濃厚なキスを再開した。

「……そろそろ、やめないと」

　キスの合間にそう言いながらも、礼央さんは私の目が潤んでいるのを見つけると、再びたまらなくなったように口づける。

　それが、幾度繰り返された頃だろう。ようやくキスをやめた彼は、最後に大きく息をつき、額にかかる前髪をかき上げてつぶやいた。

「危ない……理性を失うところだった」

「え……？」

　私はキスの余韻でふわふわしていて、惚ほうけた声で聞き返すことしかできない。

　すると礼央さんは私の唇を親指でなぞり、苦笑しながら言った。

「甘くて病みつきになる。千波の唇」

　ドキン、と胸が鳴って、泣きたいわけでもないのに瞳が熱く潤んでくる。

　どうしちゃったの、私……。礼央さんのキスに酔わされて、おかしくなっちゃったみたい……。

　戸惑いが拭えないまま、ゆっくり体を起こして乱れた髪をなでつけていると、すっかり冷静に戻ったらしい礼央さんがソファから立ち上がる。

「夕飯、今日は作る元気ないだろうから、外で食べようか」

　作る元気がないというのは彼の言う通りだった。……家政婦なのに情けない。

「はい。……すみません」

「気にしないで。立てる？」

　スッと手を差し伸べられ、そのさりげない優しさに、胸がトクンと鳴った。

　きっと、婚約者のフリという新たな役割を与えられ、いっそう甘くなった彼の言動に、頭も体も勘違いを起こしているんだ。

　自分が礼央さんの特別な女性なんじゃないかって……そんな、ありえない勘違いを。

　そこまで考えて、ずきりと胸に痛みが走った。

　なんで痛いのよ……。ちょっと前まで、私自身が彼に家政婦として扱われたがっていたはずでしょ？　彼になにかを期待したり、望んだりするのはおかしいよ。私は……ただの、家政婦なんだから。

　自分にそう必死に言い聞かせ、心の内側から滲み出す甘い気持ちに気づかないフリをするのだった。










「礼央さんは、意地悪です」――ｓｉｄｅ礼央




　家政婦として同居している千波に婚約者役を頼んだ数日後。俺は、たまたま仮眠室で一緒になった同僚に説教されていた。

「ばかかお前、どうしてそこで〝大事な家政婦〟なんだよ！」

「いや……いきなり気持ちを押しつけても困らせるだけかと思って」

　話し相手の同僚は同じ医局に勤める外科医で、名前は橋はし本もと修しゅう平へい。

　帰国してすぐに重要なオペを任されることになった俺を疎ましく思う医師も多い中、俺を認めてくれ本音で接してくれる数少ない医師のひとりだ。

　年齢もひとつしか違わないので気が合い、同僚でもあり、友人でもあると俺は思っている。

「相手の気持ちもわからないまま、いきなりキスされる方が何倍も困るだろ！」

「それは……不覚にも本能に負けたとしか……」

　橋本の正論にぐうの音も出ず、俺はソファに座ったままうなだれる。

　そのキスも、本当は一度で済ませるはずだったのに、千波の赤らんだ頬や切なく潤んだ瞳、やわらかく溶けていく唇の味に歯止めが利かなくなり、ソファに彼女を押し倒すところまで暴走してしまった。

「まぁ、一緒に暮らしててキス止まりとは、よく我慢してる方だとは思うけど」

「だろ？　風呂上がりの彼女とか見ると、ホント狂いそうになる。いつもちゃんと乾かさずに濡れ髪のままリビングに来て、俺と同じシャンプーの香りさせて、部屋着のショートパンツからは惜しげもなくきれいな脚見せて……無防備すぎて参るよ」

　はぁ、と大きなため息をついた俺を、橋本がおもしろがって笑う。

「さっさと告白してモノにしちまえばいいのに」

「いや……できれば先に、彼女に俺のこと思い出してほしいんだよな」

「無理だろ。彼女、その頃幼稚園児だったんだろ？」

　橋本の問いに、俺は黙ってうなずく。でも……本当に無理なのだろうか。

　遠い昔のことだから忘れているのは仕方がないとしても、なにかのきっかけで思い出してくれやしないかと、期待してしまうんだ。

　俺はやり場のない思いを抱えつつ、ソファに背中を預けて天井を仰ぐ。そんな俺の様子を見て「重症だな、これは」と橋本がつぶやいたときだった。

　仮眠室の隅に置かれたベッドのカーテンがシャッと音を立てて開き、そこからまた別の同僚医師が顔を出した。

「うるさくて寝られないんだけど」

　文句を言いながらブラウンのロングヘアをうっとうしげにかき上げたのは、内科医の中なか村むら由ゆ貴きだった。俺や橋本と同世代で、彼女も俺と普通に口をきいてくれる希少な存在。話を聞かれていたのが彼女でよかったと、俺は少々ホッとした。

「中村。悪い、起こした？」

「ううん、眠ろうとしてたところであなたたちがおもしろい話を始めるから、寝る気なくなった」

　悪いた戯ずらっぽく笑った中村に、俺は苦笑を漏らして尋ねる。

「そんなにおもしろかった？」

「ええ。そのルックスで仕事の腕もよくて、本来女なんか選び放題のはずのあなたが群がる女性たちをいつも冷たくあしらっていたのは、そんな理由があったんだーって」

　中村はそう言って皮肉げに笑った。

「……冷たくあしらってるかな」

　思いあたる節がなく首をかしげていると、橋本が指摘する。

「してるだろ。さっきだって、〝暁先生のマンションにお邪魔してみた～い〟とか言う看護師のこと、〝ごめん。気を許していない相手にプライベートを見せる趣味はない〟って、一刀両断してたじゃん」

　ああ……それは言ったな。でも、当然のことだろう。よく知らない相手を家に入れるなんてありえない。

　自分のテリトリーに入れても不快じゃないのは、千波だけだ。

　……まぁ、別の意味で心は乱されるが。

「見てみたいなぁ、その家政婦の子。幼稚園児がどうのって言ったけど、かなり年下なの？」

　中村は興味津々に目を輝かせるが、なんだか千波のことをいじめそうな気がするから、あまり会わせたくはないな。

　勝手な憶測で失礼なことを思いつつ、俺は記憶を頼りに答える。

「……九歳差、だったかな」

「わー、なら二十代前半？　今どきの子って奥手だから、まだ処女だったりして」

　きゃー、と興奮する中村に、橋本も加勢する。

「いや、それどころかキスも初めてだったんだって」

「すご～い、うぶなのねぇ。でも逆に言えば、暁先生、調教し放題じゃない」

「そうか……暁、お前そんな趣味が……」

　話の方向がどんどん変な方向に逸れていくので、うっとうしくなった俺はひとり立ち上がって、仮眠室の出入り口へ向かう。

　そんな俺の背中に、ふざけるのをやめた中村の声が飛んでくる。

「ねえ、私まだあきらめてないから」

　俺は足を止め、彼女の方を振り返った。

　俺と彼女との間に流れるただならぬ空気に気がついた橋本が、怪訝そうにふたりの顔を見比べる。

「悪いけど、俺の気持ちは変わらない。聞いててわかっただろ？　俺はかわいい家政婦を自分好みに調教するので忙しいんだ。彼女以外は目に入らない」

　そっけなく言い残し、俺は仮眠室を去った。

　中村には以前告白され、それを断った経緯がある。先ほどの〝女性たちをいつも冷たくあしらっていた〟というセリフは、彼女自身の思いなのかもしれない。

　普段の彼女はとてもサバサバしていて恋愛感情を仕事に持ち込むようなことはないため、業務に支障はないし医師としては信頼している。

　しかし、今のような会話は少々気まずいものがあり、調教という中村のセリフを引用して、冗談めかしたつもりだ。

　……しかし、調教、という言葉、あたらずとも遠からずかもな。

　なにも知らない純粋で無む垢くな千波に、愛情をもって俺という人間を教え込み、心にも体にも、深く刻みつけたい。

　そんな、九歳年上だとは到底思えない独占欲丸出しの感情は、間違いなく俺の中にあるから――。




「ただいま」

　帰宅し、玄関から呼びかけると、リビングダイニングから出てきた千波は忠犬のように俺のもとへ駆け寄ってくれる。その姿を見ただけで、一日の疲れが不思議と癒される。

「おかえりなさい。ご飯とお風呂、どっちにしますか？」

　無邪気に尋ねてくる彼女にときめいて、さらに「それとも私？」と付け加えてくれたら完璧なのにと、ベタすぎる妄想が頭の中をよぎる。

　今日は、前にプレゼントした俺の好みどストライクのエプロンをつけてくれているし……本当に、家政婦ではなく俺のかわいい新妻なのだと錯覚しそうになる。

「礼央さん？」

　黙っている俺の顔を覗き込む、濡れた黒目がちの瞳。小さなピンク色の唇。

　……ああダメだ。やっぱり、食事よりも風呂よりも先に、千波がいい。

　廊下に上がった俺は、そのまま彼女の体を引き寄せ、腕の中に閉じ込めた。鼻先にあるやわらかな髪からは彼女の甘い香りがして、胸が切なく疼うずく。

「あ、あのっ……」

　胸もとから、千波の焦った声がする。真っ赤な顔が見たくて少し体を離すと案の定りんごのように頬を染めていて、俺は彼女の耳もとに「ドキドキしてるんだろ」とささやいた。

　返事はないが、千波がますます赤くなっているだろうことは、見なくてもわかる。触れている彼女の体温が、どんどん上がっていくのを感じるから。

「よし。……充電完了」

　しばらくしてからそう言って体を離すと、千波は「お味噌汁温めてきます！」と一目散にキッチンへ逃げていく。

　おそらくそこで鍋をかき混ぜながら、平常心を取り戻すのだろう。

　そんな感じで俺の言動にたくさんの愛らしい反応を見せてくれる千波だが、彼女はあまり恋愛経験がない。

　だから、ドキドキしたり頬が赤くなるのは、ただの生理現象なのではないか。だとしたら、相手が俺だからとは限らないと、不安に思う自分もいる。

　でも……いつか過去の俺をちゃんと思い出して、そこからつながる俺の想いを知り、そのうえで俺を受け入れてくれるならば。

　そのときは家政婦でもなく、偽の婚約者でもなく。この世にただひとりのかけがえのない大切な人として、ためらいなく彼女を愛すと決めている。

　だから、今はまだ〝ごっこ〟の域かもしれないけれど――。

「千波。おやすみのキス」

　最近、寝室に引っ込む前に、俺は彼女にそんなおねだりをするようになった。

　婚約者として自然に振る舞うための練習だと言いくるめたが、本当はただ千波とキスがしたいのと、恥ずかしがる彼女を見たいだけだ。

　俺が先に目を閉じて彼女の唇を待つと、千波はつま先立ちをして、触れたか触れないかわからないくらいの、短いキスをくれる。

「ちゃんとした？　今」

　本当は触れたとわかっているのに、わざとらしくそんなことを問いかける俺。

　千波はふいっと顔を背け、口を尖らせる。

「し、しましたよ、ちゃんと……」

　拗ねた様子の彼女に胸をぎゅっと鷲わし掴づかみにされて、結局は身をかがめ、俺からキスをしてしまう。千波は小さな悲鳴をあげるが、観念して力を抜き、俺の唇を優しく受け入れた。

「かわいい」

　唇を離してたまらずつぶやくと、千波は真っ赤な顔で俺を睨む。

「礼央さんは、意地悪です」

「嘘。どこが？」

「私が照れるのわかってて、そういう……甘いセリフばっかり……」

「しょうがないだろ、かわいいんだから」

　そう言って瞳を覗き込めば、千波はますます怒った顔になって言い放つ。

「もう知りません！　私先に寝ますからね！」

　ああ……少し、いじめすぎたかな。

　パタパタと自分の部屋に駆け込むうしろ姿を見送り、彼女の残り香を胸に吸い込むと、愛しさと切なさが同時にこみ上げる。

　きみはまだ、本当の婚約者ではないけれど……今はこの甘い毎日が、ただ愛しい。

　昔のことを思い出してくれなくても、彼女の反応がただの生理現象だったとしても。一生懸命婚約者を演じてくれるきみと、かりそめの幸福に浸っていたいんだ――。




「あーかっつき！」

「なんだよ、橋本。その気味の悪い笑顔は」

　数日後、医局で帰り支度をしているとやけに上機嫌の橋本に絡まれた。

「今日暇か？」

「……いや、暇じゃない。一刻も早く家に帰って千波の顔を見るという重要な予定がある」

　冷たくあしらいつつ、白衣を脱いでバッグを手に持つ。

　そのまま「じゃ」と言い残し、橋本の脇をすり抜けようとしたのだが、しつこい橋本は俺の前に立ちはだかって引き留める。

「待て待て。それ暇っつーんだよ！　なぁ、今夜お前のマンション行ってもいいか？」

「はっ？　いきなりなにを言いだすんだ」

　怪訝な顔をする俺に、橋本はにっこり笑みを深めて言う。

「見てみたいんだよ、病院では女に対してクールなお前が、ベタ惚れになるほどのかわいい家政婦さん」

「断る。千波は見世物じゃない」

「……つれないヤツだな。じゃあ、これと引き換えにってのはどうだ？」

　橋本が突然、うしろ手に隠していた物を俺の目の前に差し出した。

　手のひらサイズの真っ赤な缶、英字のラベル……これは、まさか。

「英国王室御用達の紅茶専門店『プレミアムリーブス』のクリスマス限定ブレンド……お前、よく手に入れられたな」

　発売するのは知っていたが、販売する店舗も個数もかなり限られていたため、紅茶好きの俺でも手に入れるのはあきらめていたものだ。

　橋本は目の色を変えた俺に気づいて、妖しげな声色で誘惑する。

「欲しいか？　欲しいだろ？　お前のためにわざわざ並んで買ったんだ」

「そうか。それならありがたく頂戴して……」

　スッと手を出すと、橋本は缶をひょいと高く掲げて交換条件を提示する。

「タダで渡すとは言ってない。千波さんに会わせてくれるなら、だ」

　……やっぱりそういうことか。こんな物を用意してまで千波に会いたいとは、物好きなヤツ。千波をほかの男に会わせるのは正直気が進まないが、橋本ならそこまで警戒しなくてもいいか……。

　しばし逡しゅん巡じゅんしたのち、俺は仕方なく彼の条件をのむことにした。




　病院を出る前に千波に連絡を入れると、突然同僚が訪問することを快く了承してくれた。

　帰宅途中の洋菓子店で橋本が土産にとケーキを買い、マンションに着いたのは十九時頃だった。

「おっじゃまっしまーす！」

「声がでかい。近所迷惑だ」

　いやにテンションの高い橋本をたしなめていると、俺たちの声を聞きつけた千波が玄関まで出迎えにきてくれた。

「おかえりなさい、礼央さん。それとはじめまして、橋本さん。紺野千波と申します」

　ニットワンピースに黒のタイツという服装に、俺が贈ったのとはまた別のシンプルなエプロンをつけている千波が、ぺこりと頭を下げた。

　いつもなら、その愛らしい姿に遠慮なく抱きつくことができるのに、今日は橋本という邪魔者がいるのでそれが叶わず、若干の欲求不満が胸にくすぶる。

「はじめまして。暁の同僚、橋本修平です。いや～、予想よりもずっとかわいい家政婦さんでびっくりだな。暁が調教したくなるのもわか――」

　橋本が余計なことを口走りそうになったので、ジロッと睨んで黙らせてから、千波の方へ向きなおる。

「千波、こっちはいいから、料理の準備を頼む」

「あ、はいっ。お酒は、橋本さんだけ飲まれるんですよね？」

「そーですー。俺はこいつみたいに〝暁先生にしかできないオペ〟みたいのはないんで、急に呼び出されることも少ないし」

　若干嫌みっぽくそんなことを言う橋本に、千波は純粋な瞳を向けて語りかける。

「でも、橋本さんも同じ心臓外科医なんですよね？　誰にでもできる仕事じゃないですし、毎日たくさんの患者さんを助けていること、尊敬します。……あっ、すみません、つい長々と。今日はゆっくりしていってくださいね！」

　千波は照れくさそうに笑って、リビングダイニングのドアの向こうへ消えていく。そのうしろ姿を見送った橋本が、恨めしげに俺を見つめてつぶやいた。

「前世でどんな徳を積んだら、あんなピュアで愛くるしい年下家政婦に甲斐甲斐しく世話をしてもらえるんだ？」

「……知るか」

　どうやらちょっと挨拶を交わしただけで、千波の魅力が橋本にもひしひしと伝わったらしい。

　千波に会わせるという目的は達成したし、もう帰れと追い返したくなるところだが、客人のためにいつも以上に張りきって料理をしたであろう千波の気持ちを思うと、そうもできないのが悩ましい。

　俺はひとつため息をこぼしてから、橋本を連れて部屋に上がった。




　ダイニングテーブルには、気合いの入ったイタリア料理が並んでいた。メインの肉料理はまだオーブンの中らしく、キッチンから香ばしい匂いが漂ってくる。

　俺と千波は炭酸水、橋本には赤ワインを出して乾杯を済ませると、橋本は前菜のカプレーゼやブルスケッタをつまみに、グラスを次々空けていく。

「あ～……うまい。この味なら店開けますよ、千波さん」

「いえ、そんな……。橋本さんのお口に合ってよかったです」

「どうですか、千波さんも一杯。酒、飲めないわけじゃないんでしょ？」

　向かい側から橋本がボトルをずいっと千波の方へ差し出し、困り顔の千波が隣に座る俺を見る。もし俺に遠慮しているんだったら、気にしなくていいのだが。

「そういえば酒を飲む姿は一度も見たことがないけど、千波、飲めるのか？」

「ええと……人並みですかね。でも、ワインはあまり飲んだことがなくて」

「じゃあ飲みましょう！　これ、赤だけどわりと軽い口あたりですから」

　しつこくワインをすすめる橋本に少し苛立って、俺はつい口を挟んだ。

「橋本、無理にすすめるな」

「お前な、自分だけ飲めないからって拗ねるなよな」

「別に拗ねてなんか……」

　そんな俺たちのやり取りが険悪なものに見えたらしく、千波は慌てて空のグラスを手に取り、取り繕うように橋本に笑いかけた。

「じゃ、じゃあ、一杯だけいただきますね……！」

「そうこなくちゃ！　はい、どうぞ～」

　とくとくと、千波のグラスに赤ワインが注がれる。

　まぁ人並みに飲めるなら、ワイン一杯くらいどうってことないだろう。俺はそう思って、グラスに口をつける千波を静かに見守っていたのだが……。

　その一杯を飲み干す頃には、あきらかにいつもと違う彼女に変貌していた。

「礼央しゃん、もう一杯、飲んでもいいれすか……？」

　トロンと半開きになった瞳で俺を見つめ、おぼつかない口調で甘えた声を出す千波。

　人並みって、どこがだよ……。飲めないどころか、こんな無防備な状態になるなんて想定外だ……。

　かわいすぎると内心もだえつつも、彼女に酒を飲ませてはいけなかったのだと今さら悟る。橋本もさすがに反省したらしく、俺に向かって申し訳なさそうに両手を合わせていた。

　ヤツへの説教は改めてするとして、今は千波をなんとかしなくては。

「ダメに決まってるだろ。ほら、水飲んで」

　キッチンでコップに水を汲んできた俺は、それを千波に手渡す。

　両手で包み込むようにコップを持った千波はこくりと喉を鳴らして水を飲むと、ぷはぁと息をついた。その一連の動作も酔いのせいかゆっくりで、水に濡れた唇が妙に艶なまめかしい。橋本という第三者がいなければ、確実に理性はぶっ飛んでいただろう。

「……あ、少し、スッキリしました」

「本当に？」

「はい。あ、お肉、そろそろいいかもなので、出してきますね」

　突拍子もなく肉の話を持ち出す千波は、やはり酔っているのだろう。

　椅子から立ち上がる彼女をハラハラしながら見守っていると、やはり千波はよろけて転びそうになった。自分でなんとか踏みとどまったものの、キッチンに向かう足取りはどこか危なっかしい。

「やー、かわいいけど、すげーヤキモキするな。隙ありすぎて」

　同じく千波の様子を見守っていた橋本がつぶやいた言葉に、俺は深くうなずく。

「だろ？　だから基本的にほかの男には会わせたくないんだよ。こういうのも、今日が最初で最後――」

　そんな会話の途中、キッチンからバタン！と大きな音がして、俺と橋本は顔を見合わせる。

　急いでキッチンに向かうと、ミトンを手にはめたままの千波が床に倒れていた。どくん、と心臓が重い音を立て、全身から血の気が引いていく。

「千波！」

　俺はとっさに彼女の傍らへしゃがみ込んだが、よくよく顔を覗き込んでみると、安らかに目を閉じた彼女はすうすうと心地よさそうな寝息を立てていた。

「なんだ、寝てるだけか……」

　安堵感で、一気に脱力する。少し遅れてキッチンを覗きにきた橋本も、ホッとしたように息をついた。

「あーびっくりした。俺のせいで急性アルコール中毒起こしたかと思った」

「……こうなったのは十分お前のせいだけど」

「そう睨むなって。反省してるよ。お前がどれだけ彼女を溺愛してんのかわかったし、俺はもう帰るからさ。彼女のこと優しく介抱してやれよ？」

「言われなくてもそうするよ」

　俺の言葉に肩をすくめた橋本は、荷物をまとめて静かに出ていった。

　俺は千波の手からミトンをはずし、上半身を抱き起こすとエプロンのリボンをほどいてはずした。

　これで少しは楽になったか……？　とにかく、ベッドに寝かせてやらないと。

　彼女の背中と膝の裏に手を添え、抱きかかえながら立ち上がる。

「軽っ……」

　千波の体重があまりに軽くて、思わず声に出してしまった。

　軽くて、小さくて、細くて、やわらかくて……俺とは全然違う、か弱い体。そんなことを噛みしめると、愛しさで胸がつぶれそうな痛みを覚える。

　同時に、無防備に俺の腕に身を委ねている彼女に、若干の苛立ちも湧き上がった。

　一緒に暮らすことに慣れてきたからって、少し警戒心がなさすぎなんじゃないか？

　酔ったきみの姿に、こっちはどれだけ心がかき乱されたと思っているんだ。俺の性別が男だって、ちゃんと理解してるのか……？

　くすぶる思いを抱えつつ、たどり着いた千波の部屋の前。しかし俺はドアの前で数秒立ち止まったのち、隣にある自分の部屋へと方向転換した。

　肘を使ってドアノブのレバーを下げ、体でドアを押して室内に入ると、自分のベッドの上に千波の体を下ろす。

「ん……」

　小さく声を漏らして身じろぎした千波が、うっすらとまぶたを開ける。俺はぎしりとベッドを軋ませながら彼女の上に覆いかぶさり、静かに彼女の瞳を見つめた。

　目を覚ましたとはいえ、千波はまだ夢の中にいるようにぼんやりした表情だ。

　今にも襲いかかられそうな体勢だというのに相変わらず無防備な彼女に、あふれ出す感情をぶつけてしまいたくなる。

「千波」

　そっと呼びかけると、千波は小さな唇を動かして「はい」と返事をした。

　気の抜けた表情を見る限り、やはりまだ夢と現実とがハッキリしないようだ。

　夢の中の出来事……そう思ってくれていいから、やっぱり伝えさせてくれ。

　俺はシーツに突いていた手を彼女の頬に添え、視線にありったけの愛情をこめながら、素直な気持ちを口にした。

「好きだよ、千波」

　千波の目が見開かれ、半分夢から覚めたような顔で、俺を見つめ返す。

「えっ……？」

　でも、今はまだ夢にしておこう。きみが俺を思い出してくれるその日を待ちたいから。きみと遠い昔に交わした約束を……今でも有効だと信じたいから。

「きみのことが好きだ」

　俺は再度告白すると、千波になにも聞き返されないように、彼女の唇をキスでふさいだ。アルコールのせいかいつもより唇の温度が高く、微かに残るワインの風味にこちらまで酔わされ、何度も彼女の唇を求めてしまう。

「ん、んぅ……礼央、さ……」

　上擦った千波の声は色っぽく、苦しげに寄せられた眉も煽情的だ。

　そして、ここは自分の部屋のベッドの上。段々と理性が本能に負けそうになるのを感じ、自制しなければと思いつつ、なかなか体が言うことを聞かない。

　濡れた唇の隙間から舌を割り入れ、彼女の甘い唾液をからめとっては、それをすすった。まるで血をすすらなければ生きていけない、吸血鬼のように。

　……しかし、これ以上先に進めば、夢では済まされない。きみの気持ちを知らぬまま、強引にすべてを奪うわけにはいかない。

　なんとか冷静さを取り戻した俺は、最後にチュッと唇同士を押しつけると、千波の体の上からどいた。

「礼央、さん……？」

　体に力が入らないのか、ベッドに横たわったままの千波が俺を呼ぶ。

　しかし俺は彼女に背を向け、内にこもった熱を逃すように息を吐くと言った。

「今の……全部、夢だから」

「え……？」

「おやすみ、千波」

　彼女だけを部屋に残して、俺はリビングダイニングへ戻った。

　するとキッチンから焦げたようなにおいが漂ってきて、「あ、肉……」とつぶやきながらオーブンを開けてみる。

「……うまそう」

　取り出した仔羊の塊肉は、少々焦げてはいるが食べ頃のようだ。

　こんなレストランみたいな料理、どうやったら作れるんだろうな。

　家事に無頓着な俺は、興味深く肉を観察した後、誘惑に負けて塊の端を包丁で削ぎ口に入れてみる。肉の外側にまぶしてあるハーブの香りと、肉のうまみとが相まって、予想以上に深い味わいだった。

「無邪気でかわいくて料理上手で……どんだけ俺の心を掴めば気が済むんだ」

　思わずひとりごちて、ため息をつく。

　婚約者のフリでいい……なんて、いつまで俺は余裕ぶっていられるだろう。

　もしこのまま、千波が俺のことを思い出してくれなかったら、どうするつもりだ？

　ひとつ屋根の下で、甘い戯れを繰り返しながらも、一線は越えないように我慢する毎日……なにかのきっかけで、俺はいつか爆発するんじゃないか？

　例えばほかに千波に近づく男がいたりした場合、すぐにでも導火線に火がつきそうだ。今のところ、そんな様子はないからまだ安心だが……。

　俺は仔羊の塊肉を前に、キッチンでひとりそんなふうに頭を悩ませるのだった。










「きれいだよ。誰にも見せたくないくらい」




　クリスマスを一週間後に控えたある日。私は雅子といつものカフェを訪れていた。

　会話のお供となる今日のスイーツは、私の方が塩麹クレープで、雅子は濃厚チーズケーキ。ドリンクは甘酒を使った温かいものにし、おしゃべりの前にホッとひと息ついてから本題へ。

　実は礼央さんの婚約者のフリをすることになり、それが決まった日から、彼は以前に増して甘い言葉をかけてくること。さらに、婚約者として振る舞う練習と称して、キスやハグが日常的なスキンシップになりつつあることを報告した。

「ちょっと待って。どうしてそんな状況になってるの？　千波、前はどちらかというと彼のこと嫌いって言ってなかった？　彼に触れられて嫌じゃないの？」

　雅子は急展開に驚き、私を質問攻めにした。

「な、なんかうまく丸め込まれちゃって……。嫌いだったはずの彼に触れられるのも、不思議と不快じゃないんだよね。ドキドキして困るは困るんだけど……」

　複雑な胸の内を正直に明かすと、雅子は「なーんだ」と拍子抜けしたように言った。

「千波がそんなふうにまんざらでもなさそうだから、彼も積極的にアプローチを仕掛けてるってだけじゃない？　やっぱり彼、千波のこと好きなのよ」

　雅子に断言されると、思わずどきりとした。

　実は先日、礼央さんに告白される夢を見たのだ。夢にしては妙に生々しくリアルで、交わしたキスの甘い感触まで覚えている。

　その翌朝、目覚めたらなぜか彼のベッドの上で、彼は同じ部屋のデスクでうたた寝をしていた。お酒に酔って眠ってしまった私の体調が心配だから、目が届くよう自分の部屋のベッドに寝かせ、その傍らで仕事をしていたのだそうだ。

　あんな夢を見てしまったのは、おそらく彼の気配がすぐそばにあったからなのだろう。……でも、しょせんは夢の中での話。冷静に考えれば、礼央さんが私を好きだなんてありえない。

「もし本当に好きだったら、婚約者のフリをしてなんて頼まないで、恋人になるなりプロポーズするなり、直接的な行動に出ると思わない？　私のことを気に入ってくれているのはなんとなくわかるけど、恋心とはまた違うような気がするんだよね……」

　そう説明すると、雅子は悩んだ顔でテーブルに頬杖を突く。

「そっか……でも、ある男性から聞いたんだけどさ。男って基本不器用で言葉足らずで、そのくせ本能的だから体が先に動いちゃうこともあるらしいよ。だから暁さんも、本当は千波のことが好きなのに、自分の中で勝手になにかこじらせてるだけなんじゃないかなぁ」

「だ、誰に聞いたのそんなこと……」

　思わず突っ込むと、雅子は「あ、やばっ」と言ってペロッと舌を出し、照れくさそうに微笑んだ。まさか、その反応は……。

「もしかして雅子、彼氏できたの!?」

「あはは、実はそうなんだ～。さっきのセリフはその人からの受け売り」

　はにかみながらそう語る雅子からは、目には見えない幸せオーラが出ていて、表情もいつもよりやわらかい気がした。

　しかし全然知らなかったよ……。あの雅子が微生物以外に恋をしていたとは！

「おめでとう。どんな人？」

「化粧品メーカーの社長。まぁちょっとしたきっかけで話すようになったんだけど、微生物マニアの私に引かず、おもしろがってくれる人で」

「しゃ、社長！　じゃあ、かなりの年上？」

　想像力に乏しい私は、重役といえば恰幅のいいおじさんか、お爺さんくらいの年齢の人かと勝手に見当をつけ、雅子に尋ねる。

「ううん、三十代前半。だから、千波の彼と同じくらいじゃない？」

　礼央さんは別に私の彼ではないけれど、とくに突っ込むところでもないかとうなずいておく。

「その人も告白するより先にキスしてきてさ。最初はなにするのよ！って反発してたけど、いつの間にか好きになっちゃってたんだよね」

「いつの間にか……か。ねえ、好きになるってどんな感じ？」

　恋愛経験が一度もない私には、その感覚がイマイチわからないのだ。

「んー……近くにいるとドキドキして、離れてると切なくて胸がぎゅっとして。デートしたばかりなのに、家に帰ってもう〝会いたい〟って思ったり……それと」

　そこで言葉を切った雅子は、声のボリュームを下げて本音を吐と露ろする。

「欲しくなる。彼の全部。……心もだけど、体も」

　赤裸々すぎる発言に、当事者でもないのに顔がかぁっと熱くなった。

　雅子ってば……すっかり恋する乙女になったと思ったら、それを通り越して急に大人の女性になっちゃったみたい。

　男の人の体が欲しいなんて感情……私には想像もできない。

「そ、そっか……それは、私にはまだまだ縁のない世界だなぁ」

　火照った頬を手のひらでパタパタと扇ぎながら、苦笑する。

「焦らなくても、千波にもそういう日がくるよ」

「そうかなぁ」

　なんて、雅子の前では濁したけれど、彼女の話の前半部分には私にも思いあたる節があった。

　近くにいてドキドキするのは日常茶飯事だし、たまにイレギュラーなオペが入ったりして礼央さんが夜帰らない日があると、心細くて寝つきが悪くなる。

　そして翌朝帰ってきた彼の顔を見ると、ホッとして、それからまたドキドキして。

　ああ……そんなこと考えてたら、礼央さんの顔が見たくなってきたような……。

「千波、今彼のこと考えてたでしょ」

　ぼーっと宙を眺めていたら、雅子にずばり言いあてられる。

「か、考えてた……」

　動揺しつつも正直に認めると、ニンマリ笑った雅子がしみじみつぶやく。

「私は千波、もう恋してると思うけどなぁ」

「えっ。……礼央さんに？」

「それ以外いないでしょ。実はこないだ会ったときも私はそうじゃないかなって思ってたんだけど、今回はもっとわかりやすく顔に出てるから。まぁ、自分でもそのうち気づくわよ」

　雅子はすっかり私が礼央さんに恋していると決めつけてしまうけれど、自分ではまだ納得できなかった。というより、したくなかった。

　だって、礼央さんを好きになったって……結ばれる可能性なんてないでしょう？

　彼が恋人のように甘く迫ってくるのは、婚約者のフリを自然にさせるためで、そもそも婚約者のフリというのは家政婦の仕事の延長なのだ。要は、ビジネスパートナー。

　なのに……そう考えると胸が苦しくなるのはなぜなの？

　自分でも手に負えないほどこんがらがった感情を持てあまし、私はすっかり困惑してしまった。




「おかえり、千波」

「た、ただいま、です……」

　マンションへ戻ると、当直明けの礼央さんが先に帰っていた。雅子に〝恋してる〟と言われたせいで妙に彼を意識して、態度がぎこちなくなってしまう。

「す、すぐご飯の支度します」

　部屋でそそくさと着替えてから、彼と目を合わせないように急いで安息の地であるキッチンに逃げ込む。

　けれど、シンクで手を洗っていたら礼央さんがやってきて、あろうことか背後から抱きついてきた。ウエストに腕を絡められ、鼓動が大きく跳ねる。

　い、今、そういうのやめてください！　ますます自分の気持ちがわからなくなる！

　内心悶絶しながらもそのまま手を洗い終え、蛇口の水を止める。

「礼央、さん……？　そんなにくっつかれたら、お料理ができません」

　やんわりと離れてアピールをするものの、彼がどく気配はない。それどころか、ますますぎゅっと腕に力をこめ、ぼそりと言った。

「今日……ちょっと難しいオペがあったんだ」

　彼にしては珍しい頼りなげな声音に、いつもと違う空気を感じ取る。私は前を向いて黙ったまま、静かに彼の話に耳を傾けた。

「俺が執刀したんだけど、血管に奇形がある患者さんだったんだ。そのことは事前の検査でわかっていたから注意していたつもりだったんだけど、補助に入っていた医師が不用意にそこを傷つけてしまって……大量に出血した。一時は命の危険もあった」

　生々しい話に、私は息をのんだ。

　礼央さんの仕事は、他人の命を預かること……。きっと、私には想像もつかないほどの緊張感と日々戦っているのだろう。

「なんとか冷静に対処して、無事にオペは成功したけど……ちょっと思い入れのある患者さんだったから、助けられるかどうかの瀬戸際には、精神的にぎりぎりだったよ」

　なるほど。だから少し弱っていたんだ……。私にこうしてくっつくのも、疲れた気持ちを癒したくて、甘えたいのかも。

　……私なんかで癒されるのかどうかは、謎だけど。

「大変だったんですね。でも、どうしてその患者さんに思い入れが？」

　背後の彼に問うと、先ほどまで弱々しかった声に力が宿る。

「その患者さん、小さなひとり娘を持つシングルファーザーだったんだ。だから、絶対に死なせちゃいけない、娘さんをひとりぼっちにしちゃいけないと思った。……昔、ひとりが寂しくて泣いていた千波のように」

「え？　私……？」

　突然自分の名前が飛び出し、思わず体の向きを変えて彼と向き合う。

「礼央さんは、昔の私をご存じなんですか……？」

　家政婦として挨拶をしたあの日が、初対面ではなかったの？

　怪訝な顔でジッと彼を見つめていると、礼央さんは私からふっと視線をはずして、自嘲気味に言う。

「やっぱり……千波の記憶に、俺の姿はないか」

　その瞳が寂しげで、胸がきゅっと痛くなる。

「ごめんなさい……。ですけど、教えてください。私と会ったのはいつ頃のことですか？　きっと礼央さんがイギリスに発つ前だから、かなり子どもの頃……？」

　質問しながら詰め寄った私の唇を、礼央さんが人さし指でちょんと押さえた。反射的にドキッとして、それ以上言葉を発せなくなってしまう。

　礼央さんの気持ちを探るように上目遣いで見上げると、悪いた戯ずらっぽい微笑を浮かべた彼にたしなめられた。

「まだ秘密。がんばって思い出して？」

　そ、そんなぁ……。もったいぶらないで教えてくれればいいのに。

　煮えきらない思いを抱えてモヤモヤする私にクスッと笑みをこぼしてから、礼央さんはさっさとキッチンを出ていってしまった。

　こうなったら自分で思い出すしかない。でも、私と彼の年の差を考えたら、出会ったのはきっと幼児か、早くて乳児の頃……。って、そんな赤ちゃんの頃の記憶があるわけない。じゃあ、三歳から五歳の間くらい……？

　うーんと唸りながら記憶の扉をあちこち開けてはみたものの、それらしい思い出には行きあたらず、まったくのお手上げ状態だった。

　考えるのもいいけど、とりあえず夕飯を作らないと……。

　私はいったん思考を切り替えて、ご飯の準備に取りかかるのだった。




　数日後、家政婦を始めてから最初のお給料が振り込まれた。

　礼央さんに言われて銀行に行ってみたら、一流の大学を出て一流の企業に入った人がもらうような額だったので、多すぎますと意見したのだけれど……。

『千波は相応の仕事をしてくれてるからいいんだよ。それで、パーティーに着ていく服でも買って？』

　そんなふうに、丸め込まれてしまった。

　そのときは納得できなかったけれど、よく考えてみれば、パーティーには礼央さんの婚約者として恥ずかしくない格好をしなきゃならない。

　だからお給料はありがたくいただいて、それなりに上質なドレスや靴を買わせてもらおうと決めた。

　その翌日、ちょうど礼央さんが夜会食で不在だというので、大学からの帰りにターミナル駅で降り、多くの人気ブランドが入っているファッションビルに行ってみた。夕食を作らなくていいのも気が楽で、時間を気にせず各階をぶらぶら歩く。

「あ、あのドレス……」

　そのうち通りかかった、シックな雰囲気のセレクトショップ。その店頭でマネキンが着ているカクテルドレスが目に留まった。

　色はアイボリーで、デコルテ部分は透け感のある花柄レース。ふわっとした膝丈のチュールスカートが、軽やかでフェミニンな印象だ。

　すごくかわいいし、女性らしいデザインが好きな礼央さんにも気に入ってもらえそう。でも、私に似合うだろうか。試着してみようかな……。

　マネキンを睨みながら、悩んで立ち尽くしていたそのときだった。

「千波さん？」

　誰かに名前を呼ばれてパッと振り向くと、そこには父の再婚相手の息子、白石拓斗くんが立っていた。彼と会うのは、前に母の亡くなった理由を聞かされて以来だから、なんとなく気まずく思いつつ、笑顔で挨拶する。

「こんにちは。偶然だね」

「ですね。千波さん、買い物ですか？」

「うん。クリスマスパーティーにお呼ばれしてるから、そのときのドレスを選びに」

「なるほど……」

　拓斗くんはうなずきながら、私の見ていたマネキンに視線を移す。

　そしてもう一度私の姿を上から下まで眺めたかと思うと、うーんと首をひねった。

「千波さんには、このドレスよりもっと似合うのがあるんじゃないかな」

「えっ？」

　つまり、このドレスは私に似合わないってこと？　結構気に入ってたんだけど。

　内心ショックを受けつつ拓斗くんを見つめ返すと、彼は思いもよらないことを提案する。

「そうだ。僕に選ばせてくださいよ、千波さんのドレス」

「拓斗くんに……？　でも、なにか予定があるんじゃないの？」

「いえ、ただこの辺をフラフラしてただけで、時間ならあるから大丈夫です」

　爽やかな笑顔で断言されると、こちらも拒否しづらい。

　男の人とはいえ、拓斗くんの若いセンスを信じて協力してもらう？

　……あ、でも。

　そのとき私の脳裏によみがえったのは、以前礼央さんがこぼした言葉だった。

『俺の個人的な感情としては……男とふたりきりで出かけられるのは、嫌かな』

　あれは嫉妬心だったのだろうか。

　でも、礼央さんが私を想っている可能性は低いはず……なのに、婚約者のフリをして甘い言葉やキスは毎日のように交わしてて……ああもう、私たちの関係ってわけがわからないよ。

「千波さん？」

　拓斗くんに呼びかけられ、ハッと我に返る。

　ええと、拓斗くんにドレス選びを付き合ってもらうかどうか、だったよね。

　それくらいで礼央さんが傷つくとは思わないけど……なんとなく、自分が気になっちゃうから……。

「ごめん、拓斗くん。私、男の人とふたりで買い物するのとか、ダメなんだった」

「……あ、すみません！　そっか、彼氏さんが怒りますよね」

　こちらの事情を察したらしい拓斗くんがそう言って謝るけれど、彼氏ではないんだよなぁ……と内心モヤモヤする。

　もちろん、それをわざわざ拓斗くんに説明する必要はないから、とくに否定せず黙って苦笑する。すると、拓斗くんがうつむきがちにぽつりとつぶやいた。

「千波さん、彼氏いるんだ……」

　え……なんでそんなショック受けたみたいな反応？

　不思議に思っていると、顔を上げた拓斗くんはなぜかにっこり微笑んでいた。

「でも、僕たち姉弟なんだから、問題なくないですか？」

「姉弟って……」

　たしかにそうなる予定だけど、なったとしても義理で、血のつながりはないよ？

　混乱する私にかまわず、彼は笑顔のまま続ける。

「彼氏さんに怒られたら、僕も一緒に説明しますから。じゃ、行きましょう」

　そんな言葉とともに断りもなく手をつながれ、私は内心パニックになる。

「ちょ、ちょっと、待ってよ拓斗くん！」

　やっぱりこの子、強引……！　そしてなんなのよこの手は！

　まったくわけがわからないまま、私は彼とともにショッピングをすることになってしまった。

　彼は姉弟と言い張るけれど、私たちが会うのはこれでまだ二度目だし、そんなに親しくないのに……。

「これなんてどうですか？」

「いや、それは私には似合わないんじゃ……」

　しかも、拓斗くんがすすめるドレスはどれも大人っぽいデザインのものばかりだった。今彼が手にしているのも、マーメイドラインがセクシーなボルドー色のドレス。肩が丸出しで胸もとの露出も多いし、全然私の趣味じゃない。

「じゃあ、こっちは？」

　次に彼が選んだのも、胸もとが開いていない代わりに背中がぱっくり割れた、セクシーなデザインのドレス。

　色は黒で地味だけれど、体のラインがばっちり出ちゃうタイトなシルエットで、自分のスタイルに自信のある人しか着られない感じだ。

「それもちょっと……ほら、私、背が小さいしいろいろと貧相だし」

　うう。親しくもない男性に、なぜ自分の情けない体形のことを説明しなきゃならないのか……。

　あきらかに気まずい空気を出す私に気づいているのかいないのか、拓斗くんはまた別のドレスを探しにいってしまう。

　ああ、早くこの場から逃げ出したい……。そんな思いで店の外に視線を向けたそのときだった。

「あっ」

　通路を歩いていたスーツ姿の男性と目が合い、なんとそれが礼央さんだったので、私は思わず声をあげた。礼央さんも驚いたように目を見開き、一瞬固まった後、店に入ってきた。

「千波。偶然だな、買い物？」

「礼央さんこそ……会食だったんじゃ」

「ああ、ここの最上階に入ってる懐石料理の店にこれから――」

　彼がそう言いかけたのと同時に、店の奥から新たなドレスを手にした拓斗くんが戻ってきた。

「千波さん、今度こそきっと似合いますよ、このドレス……って」

　その声に振り向いた礼央さんと拓斗くんが、お互い怪訝そうにしながらぺこりと会釈し合う。

　そっか、私が紹介しなきゃだよね……。

「礼央さん、あの、こちらは前に話した、父の再婚相手の方の息子さんです」

「……そうか、きみが」

「白石です、どうも」

　ぎこちない挨拶を交わすふたりを見ながら、今度は拓斗くんに礼央さんを紹介しようと私は口を開く。

「そして、こちらは私を家政婦として雇ってくださっている、暁さ――」

「違うだろ、千波」

　私の言葉にかぶせて、礼央さんの低い声が響いた。口もとには微笑を浮かべているものの目が笑っていない彼に、なんとなく胸がざわついた。

　礼央さん、なんでぴりぴりしているのだろう。それに〝違う〟って……？

　私が考えている間に、礼央さんは拓斗くんに向きなおって自ら自己紹介をした。

「彼女の婚約者の暁です。いつも千波がお世話になっています」

「……婚約者？　ああ、ということはあなたが例の束縛彼氏ですか。彼女に聞きました。男性とふたりでただ出かけることすら怒られると」

　なぜだか挑発的に礼央さんを見据えてそんなことを言う拓斗くんに、礼央さんの眉がぴくりと動いて、ふたりは無言で睨み合った。

　な、なんなのこの居たたまれない空気は……。というか、束縛彼氏だなんて私言ってないんだけど、拓斗くん、どういうつもり……？

　ハラハラしながらふたりの顔を交互に見比べていると、礼央さんがふっと息をこぼし、それから余裕の笑みを浮かべた。

「ええ、そうなんですよ。彼女を愛しすぎるがゆえ、少々嫉妬深くなってしまうところがありまして。……しかし、これは俺たちの問題です。部外者にとやかく言われる筋合いはありません」

　途中から笑みを消した礼央さんが、威い嚇かくするように強い眼差しを拓斗くんに向ける。

　どうして礼央さんはこんなに怒っているの？　彼の言うように、嫉妬……なの？

　不穏な空気に怖気づきながらも、なぜか胸は高鳴っていた。

　まるで、礼央さんに嫉妬されるのがうれしいみたい。でも、嫉妬がうれしいなんて、いったいどうして……？

　胸の内で自問自答していると、拓斗くんのあきらめたようなため息が聞こえた。

「……ま、今日のところは引き下がりますよ。でも僕も本気なので、隙があれば奪いますから」

「無駄だよ、隙なんて俺がつくらせない」

「本当に束縛彼氏じゃないですか。……まあいいや。じゃあ千波さん、また」

「う、うん……」

　曖昧にうなずいて、店を出ていく拓斗くんの背中を見送る。

　本気とか、奪うとか言ってたけど……それって、もしかしてそういう意味なの？

　ってことは、拓斗くんは私を……？

　ぐるぐる考え込んでいたら、いつの間にかそばに立つ礼央さんがスマホを耳にあてているのに気づく。

　どこかに電話……？

　なにげなくその姿を見つめていたら、彼が電話の相手に話しだす。

「暁です。すみませんが、今夜は欠席させてください。……はい。同居している婚約者の体調がよくなくて」

　同居している婚約者って私……？　体調なんて、まったく悪くないけど。

　目をしばたかせて成り行きを見守っていたら、通話を終えた礼央さんがちらりと私を見た。その瞳に静かな怒りが滲んでいる気がして、私は思わず息をのむ。

「会食は、キャンセルした」

「は、はい……。聞いてました。でも大丈夫なんですか？　こんな直前にキャンセルしたりして」

　いつもより抑揚のないハスキーボイスが少しだけ怖くて、怯えたように身を固くしながら尋ねる。

「ああ。今日はもともと俺がいなくても問題ない会食だ。会費もすでに納めてあるから、あとからなにか言われることもないだろう」

　礼央さんは無表情のままそう答えたけれど、私がいつまでもびくびくしていることに気がつくと、苦笑を浮かべて私の頭にぽんと手を置いた。

「そんなに怖がるなよ。別に、千波に対して怒ってるわけじゃない。彼には偶然会ったとか、そんなところだろう？」

　よかった、礼央さんに誤解されたわけじゃなかった。……って、なんでそんなことでホッとしてるんだろう。礼央さんと気まずくなりたくないから……？

　自分の気持ちに不可解なものを感じながらも、私は気を取りなおして状況を説明し始める。

「はい。買い物中に偶然会って、ドレスを探してるって話をしたら、拓斗くんがなぜか自分が選びたいって言いだして……」

「で、選んでもらったの？」

「いえ、彼のおすすめは私に似合いそうもないものばかりで……」

　ああいうのが拓斗くんの趣味なのかもしれないけど、私が着たいドレスは……。

　そこまで考えたところで、私の視線は自然と礼央さんの方を向いた。

　そっか、私……礼央さんに気に入ってもらえるドレスが着たいんだ。いつか彼にプレゼントしてもらったエプロンをつけたときみたいに、かわいいとか似合うって、言ってもらいたいんだ。

　これって私、もしかして礼央さんのこと……。

「あの、礼央さんにお願いがあるんですけど」

「お願い？」

　あと少しで輪郭を持ちそうな自分の気持ちを確かめるため、私は彼を連れて、さっきお気に入りのドレスを見つけたセレクトショップへと戻った。

　そしてマネキンの着ているドレスを見て、やっぱりこれがいいなと再確認する。

「このドレスを試着してみるので、見ていただけませんか……？」

　礼央さんはしばらくマネキンを眺めてから、私に優しく笑いかけた。

「うん、もちろん。このドレス、すごく千波に似合いそう」

　ただそれだけのことなのに、胸がきゅうっと締めつけられて、鼓動がドキドキと鳴った。

　……やっぱり、そうなのかもしれない。

　拓斗くんとのことを誤解されなくてよかったって思うのも。彼の気に入るドレスが着たいと思うのも。そばにいるだけで、こんなに胸が高鳴るのも、きっと――。

　甘い予感を抱きながら鏡に囲まれた試着室でドレスに着替え、自分の姿をジッと見つめる。

　お姫様……とまではいかないけれど、いつものエプロン姿よりは、少しくらい色気や女性らしさがあるよね？

　うん、と自分を励ますようにうなずき、目の前の扉をゆっくり開けた。

　恐る恐る顔を上げた正面には、礼央さんが腕組みをしながら立っている。

「ど、どうでしょう……？」

　感想を求めるのが照れくさくて、上目遣いでおずおず彼を見つめる。

　礼央さんは無言で長いこと私を観察したかと思うと、つかつかと歩み寄ってきて試着室の扉に手をかけた。

　そして、店内から私たちの姿が見えないように半分扉を閉めると、その一瞬で短いキスを交わし、そのまま至近距離でつぶやいた。

「きれいだよ。誰にも見せたくないくらい」

　ど、どうしよう……こんな場所でキスするなんて恥ずかしすぎる反面、ドレス姿を褒められただけでこんなにうれしい。

　やっぱり私、礼央さんのこと……好き、みたい。

　私は頬を熱くしながら、礼央さんを見つめて言った。

「これにします。礼央さんが気に入ってくれたから」

　今の私には、勇気を振り絞ってもこれくらいのことしか伝えられないけれど。私の中に芽生えたこの感情は、きっと……初めての恋。

　自覚してしまうと、しょせんは〝偽者〟であることがとても切なく、苦しいけれど。

「パーティーの日は、これを着て精いっぱい、婚約者らしく振る舞いますね」

　力強く宣言すると、礼央さんもそれに応えるようにゆっくりうなずいてくれた。

「うん、よろしく。俺のかわいい婚約者さん」

　その日までのあとわずかな数日間は……。こうしてそばにいられる喜びに。まるで本物の婚約者のように扱ってもらえる甘い幸せに。

　難しいことはなにも考えず、ただ溺れていたい――。










「……振り向かないで。顔見たら、襲いたくなる」




　礼央さんに対する自分の想いに気がついてから、私の行動は少し変わった。

「おかえりなさい、礼央さん。お疲れさまです」

「ただいま、千波」

　玄関での恒例になっている、おかえりのハグ。今までは、礼央さんにぎゅっと抱きつかれてあわあわと照れるだけだったのが、自分からも広い背中に腕を回して積極的に彼の温もりを感じたり。

「今日はなに作ってるの？」

「寒いからシチューですよ。礼央さんが風邪をひかないように、根菜たっぷりで」

「ありがとう。いい匂い」

　温かい湯気の立つキッチンでうしろから抱きついてくる彼を「料理ができません！」と追い払おうとすることも、もうやめた。

　愛しい体の重みを受け止めて彼の方を振り返ると、礼央さんはいつも幸せそうに目を細めて、私の頬や唇、ときどき耳に軽くキスをする。

　そのたびに私がドキドキして、同時に切なくなって泣きそうになること、彼は知らないんだろうな……。

　でも、知られなくていい。知られたら、今のような触れ合いすらできなくなってしまう。愛のない戯れで幸せを感じるなんて、ばかみたいかもしれないけど……礼央さんのようなハイスペックな男性が、平凡な私と恋愛するなんてありえないことだから。

　この夢のような時間を少しも無駄にしたくはないって思うのも、おかしくないでしょ……？




　そして迎えた、クリスマスパーティーの前日。

「千波、おやすみのキス」

「あの、礼央さん……」

　いつものように寝る前のキスをねだる彼に、私は意を決して告げた。

「今日……礼央さんのベッドで、一緒に寝ちゃダメですか？」

　礼央さんは信じられないというふうに目を見張り、それから少し考えて尋ねてきた。

「千波……それ、どういう意味で言ってる？」

　厳しい目つきの彼に、表情を覗かれる。

　偽者のくせに抱いてくれなんて、身のほど知らずなことを言いだしたと思われているのかもしれない。

　でも、決してそういう意味じゃない。私はただ明日でこの役目も最後だと思うと、少しでも彼のそばにいたいという気持ちが強くなっただけなのだ。ひとつ屋根の下にいるのに、壁一枚を隔てて別の部屋にいるという状況が、切なくて……。

「もちろん、変な意味ではありません。ただ……明日うまく婚約者を演じるために、今夜はあなたのそばで眠りたいって思っただけなんです」

　強引な理屈をこねて頼み込むと、礼央さんは自分のウエーブがかった黒髪にくしゃりと手を差し込み、眉根を寄せて考え込んでしまう。

　寝るときまで一緒なんて、面倒だと思われちゃったかな……。

「……ダメ、ですか？」

　段々心細くなってきた私が恐る恐る尋ねると、礼央さんはちらりと私を見て、それから観念したようにため息をついた。

「わかった。添い寝、ってことだよな？」

「……はい！　いいんですか？」

「いいよ。たぶん、なんとかなる……はず」

　後半部分はなぜか口ごもりながら、先に寝室へ向かっていく礼央さん。

　断られなくてよかった……。一緒のベッドで眠れるなんて、今までで一番幸せかもしれない。

　心の中でスキップしながら彼についていき、部屋に入ると先にベッドに横たわった彼が、私のために布団を半分めくってくれた。

「おいで」

　優しいかすれ声に誘われ、ドキドキしながら彼の隣にすべり込む。布団をかけると礼央さんの香りにふわっと包まれて、胸に甘酸っぱい想いがこみ上げた。

「礼央さん」

　彼の方を向いて、呼びかける。天井を見ていた彼の瞳が、ゆっくり私に向けられる。

　好きです……って、今言えたらいいのに。言ったらきっと困らせちゃうよね。せっかく同じベッドに入ることを許されたのに、追い出されるかもしれない。

　伝えたいのに伝えられないもどかしさで、自然と瞳が潤んでくる。

　礼央さんも黙って私を見つめていたけれど、その視線が次第に熱っぽく変化してきたのに気づく。

　もしかして、礼央さんも同じ気持ちでいてくれてるの……？

　私はつい、そんな甘い予感を胸に抱いてしまったけれど。

「ごめん、千波。うしろ向いてくれない？」

　気まずそうな礼央さんにそう言われて、ふわふわとした幸福感に浸っていた私は一気に現実に戻されたような気分だった。

　どうしてうしろを向けだなんて言うの？　まるで私の顔を見たくないみたい……。

「わかり、ました……」

　沈んだ声で返事をして、反対側に寝返りを打った。

　ばかだ、私……彼も同じ気持ちかもなんて、自うぬ惚ぼれもいいところだよ。礼央さんが私を好きになることなんてないって前からわかってるのに、なにを期待していたんだろう。

　私は泣きそうになったのをこらえ、きゅっと下唇を噛みしめた。

　しかし次の瞬間、背後で布が擦れる音がして、礼央さんの温もりが背中に触れる。同時に逞たくましい腕を体に絡められ、うしろを向いたままぎゅっと抱きしめられた。

　礼央さん……？　なんで、抱きしめたりなんか……？

　状況がのみ込めないながらも、私の胸はこりずに高鳴りだす。

　自惚れたらダメ……。ダメなんだってば。自分にそう言い聞かせていると、彼の唇が耳に触れそうな距離でささやく。

「……振り向かないで。顔見たら、襲いたくなる」

　どこか切羽詰まったような声色に、ドキン！と大きく鼓動が波打った。

　襲いたくなる……って。礼央さんが、私を……？

「じょ、冗談……ですよね？」

「千波は、冗談であってほしい？」

　質問を質問で返されると困ってしまう。でも、正直な気持ちを言うなら……。

「……自分でも、わかりません」

　私は頼りない声でつぶやいた。

　だって本当にわからないんだもの。冗談だったらホッとするけど、きっと少し寂しい。その反面、冗談じゃなかったとしたら、未知の体験すぎてきっとパニックだ。

「わからない？」

「はい……どちらにしろ困る、ってところでしょうか」

　曖昧な言い方でごまかすと、礼央さんがため息交じりに謝る。

「ごめん、困らせて」

「いえ、私の方こそすみません。そういう経験なさすぎて、幼くて……」

　私がもっと大人の女性だったなら、冗談であろうとなかろうと気の利いたセリフで対応できるのだろうし、礼央さんを謝らせることなんてなかったのに……自分の無知さに嫌気がさす。

「幼くなんてない。千波は魅力的な女性だよ。そうじゃなきゃ婚約者のフリだって頼まない。千波だから、頼んだんだ」

「礼央さん……」

　優しい言葉に、胸がトクンと鳴る。ばかな私はまたしても、ありえない未来を望んでしまう。

　もしも礼央さんの特別な人になれたら、どんなに幸せだろうって……。

「そろそろ寝よう。明日は大事なパーティーだから」

「はい。おやすみなさい、礼央さん」

「おやすみ」

　本当は眠くなんてないけれど、彼の言う通り明日はとうとうほかの人の前でも、礼央さんの婚約者として振る舞う責任重大な一日。目の下にクマをつけるわけにはいかないし、無理やりにでも眠らなきゃ。

　そうして目を閉じたものの、礼央さんに抱きしめられたままの状態ではなかなか落ち着けず、火照った体と心を必死でなだめながら、なんとか眠りにつくのだった。




　当日は、礼央さんの運転する車でパーティーの時間に合わせて予約していた美容室に寄ってから、会場となる彼の知人宅へ向かった。

　普段から買い物くらいなら一緒に行くことはあったけれど、いつも徒歩圏内で済ませてしまうので、車で郊外に出かけるのは初めて。

　お互いにフォーマルな服装をしているのも特別感があって、ドキドキしてしまう。

　礼央さんは仕事のときには着ない明るいグレーのスーツに同系色のネクタイ、ブラックのシャツを合わせ、夜に映える大人っぽい雰囲気を醸し出していて、カッコよさが何割も増している。

　出発時、そんな彼に当然のように助手席をすすめられ、ときめくなと言う方が無理だった。

　パーティーなんか行かないで、このままふたりきりでいられたらいいのに……。胸の内で、思わずそんな願いを抱く。

　礼央さんの方はとくに普段と変わらない様子だったものの、真剣に運転する彼の横顔を助手席から独占できるだけでも私は幸せで、ドライブの間中ずっと夢心地だった。

　しかし、そんな時間も永遠というわけにはいかなくて。

「着いたよ」

「わ、すごい豪邸……」

　目的地に到着すると、ほかにも何台か車が止まっている広い庭に駐車して、車を降りる。そこに佇たたずむのは、ヨーロピアン調の真っ白な外壁の住宅。窓枠や屋根の形もおしゃれで、家というより流行りのレストランのようだ。

「千波」

　大きな玄関に向かって歩きだそうとしたら、隣に並んだ礼央さんが私を見下ろして微笑む。

「腕に掴まって。その方が婚約者らしく見える」

「は、はい……」

　そうだった……。ドライブの雰囲気に浮かれて忘れかけてたけれど、これから私、たくさんの人の前で礼央さんの婚約者として振る舞わなきゃならないんだった。

　遠慮がちに腕を掴ませてもらうと、礼央さんがふっと息を漏らして笑う。

「その程度じゃまだ婚約者とは言えないな。もっと体寄せて」

「えっ。これ以上ですか……？」

「あたり前だろ。俺は今日、パーティーの主催者であるこの家の主人、かつ医師としての大先輩でもある方の娘さんとの縁談を断って、ここにいるんだ。もし千波が偽の婚約者だとばれたらどうなると思う？」

　……そりゃあ、だいぶマズイ事態になるだろう。

　娘さん本人、そして親である先輩医師の気持ちを両方踏みにじっているわけだし、嘘をついたことで信用も失う。パーティーの雰囲気は台無しだ。

「……ちょっとした修羅場が想像できました」

「だろ？　わかったらもっとくっつく」

　礼央さんに無理やりけしかけられ、私は「えいやっ」と心の中で気合いを入れながら、彼の腕にしがみつくようにして、ぎゅっと掴まった。

「こ、これならいいですか？」

　照れる気持ちを抑えながら彼を見上げると、礼央さんは満足気に目を細めてうなずいた。

「よくできました。じゃあ、今度こそ行こう」

「はい……っ」

　覚悟を決めて、礼央さんとともに重厚なつくりの玄関へ向かっていく。

　きっと、大丈夫。誰も私たちの関係が偽物とは知らない。

　なにより私の心には……偽物なんかじゃない、正真正銘の恋心があるんだから。




　会場となる広間にはすでに二十～三十名ほどのゲストが集まっていて、いくつかのグループに分かれ談笑していた。男女比は半々くらいで、誰もがきちんとドレスアップしている。

　室内には真っ白なクロスのかかった丸テーブルが点在し、ありとあらゆる御馳走が並んでいる。部屋の隅にはビリヤード台とダーツマシンまで取りそろえてあり、ホームパーティーとは思えない優雅な雰囲気が漂っていた。

「よく来たね、暁くん」

「こんばんは、田た所どころ先生。このたびはお招きありがとうございます」

　入り口のそばでさっそく礼央さんに声をかけてきたのは、よく日に焼けた五十代くらいの男性。会話の内容から察するに、礼央さんにお見合いをすすめたこの家の主人のようだ。

「もしかして、そちらのお嬢さんが？」

「ええ。婚約者の千波です」

　田所さんの質問に答える形で、礼央さんが私を紹介する。嘘をついているなんて微み塵じんも感じさせない、自然な振る舞いが頼もしい。

　そんな彼に対し、どうしてもぎこちない態度になってしまう私が「はじめまして」と慌てて頭を下げると、田所さんは礼央さんにからかいの視線を向ける。

「なるほど、見合いを断るわけだ。こんなかわいいお嬢さんを仕留めていたとは」

「先生のご厚意を無駄にしてしまって申し訳ありません。でも、結婚相手には彼女以外考えられなくて」

　嘘のセリフだとわかっていても、ドキンと胸が鳴った。

　これが彼の本心だったらいいのに……。そう願わずにいられない。

「いいよいいよ。俺の勝手で結婚適齢期の娘にお節介焼きたかっただけだから。娘も後で顔を出すって言ってたから、挨拶くらいはしてやってくれ」

「はい、もちろんです」

「じゃ、あとは好きに過ごしてくれていいから。千波さんも遠慮しないで料理やお酒を楽しんで帰って」

　田所さんはそう言い残し、ほかのゲストのもとへ向かっていった。思っていたよりずっと気さくそうな男性だったので、私はひとまず胸をなで下ろす。

「よかったですね、怒られなくて」

「ああ。俺たちのこと、そこまで深く突っ込まれなかったしな」

　礼央さんも肩の荷が下りたようで、表情がいくらかリラックスしたものになる。

「さて、お言葉に甘えてなにか食べよう。千波、飲み物はなににする？」

　そう聞く彼の視線の先には、小さなバーカウンターがあった。そこでなんでも好きなお酒を作ってもらえるらしい。

「礼央さんは？」

「俺は運転があるから、適当なソフトドリンクをもらうよ」

　彼ならそう言うと思った。たとえ運転がなくたって、病院からの呼び出しに備えていつも飲まない人だから。

「じゃあ、私も同じものでいいです。こないだ橋本さんにすすめられたワインで酔いつぶれたばっかりで、ちょっと心配だし……」

「遠慮するなよ。今夜はクリスマスだし、少しくらい酔っても許すよ？」

「ええ……？　どうしよう」

　せっかくのパーティーだしちょっぴり飲みたい気持ちもあるので、そう言われると悩んでしまう。

　ほかの人たちはなにを飲んでいるんだろう。そう思いながらほかのゲストが手にしているグラスを見ると、ビールやシャンパン、おしゃれなカクテルまで、その中身はさまざまだった。

「……度数の低いものとか、リクエストできますかね？」

「ああ、できるんじゃないかな。聞いてみよう」

　バーカウンターで給仕係の男性に頼んでみると、背の高いタンブラーに氷とクリーム色のお酒が満たされた、〝スノウボール〟というクリスマスにぴったりな名前のカクテルを作ってくれた。お酒に弱い人でもおすすめの、アルコール度数低めのカクテルなのだそうだ。

　ついでに礼央さんも、男性でも飲みやすい甘さ控えめのノンアルコールカクテルを作ってもらっていた。

「おいしい！　甘くてまろやかで飲みやすいです」

「よかった。千波には窮屈なパーティーかと思ってたけど、そうやって楽しんでる顔を見るとホッとするよ」

　彼がそんなことを気にしていたとは思わなかったので、私は彼をジッと見つめながら言った。

「私は……礼央さんさえ隣にいてくれれば、楽しいですよ？」

　好きです、とは言えないから、今の私の精いっぱいの本心を伝える。

　慣れないパーティーに緊張してはいるけれど、ここに来るまでのドライブの間も、こうしてただ会話をしている時間も。礼央さんと一緒にいられる幸せを、痛いくらいに噛みしめているのだから。

「千波……」

　礼央さんも私を見つめ返し、その瞳が熱をはらんで少し潤みだしたときだった。

「暁先生」

　背後から女性の声が礼央さんを呼び、私たちはふたりで振り返る。

　そこにいたのは、ネイビーのロングドレスに身を包んだ、色白で華奢な若い女性。背中までまっすぐ伸びた黒髪ロングヘアがとても似合っている。

　儚はかなげできれいな人だな……。

　ぼんやり見惚れていたら、彼女が立ち尽くす私たちにゆっくり近づいてきて、自己紹介した。

「はじめまして。田所の娘の美み乃の梨りです。このたびは、父がご無理なお願いを申し上げたようで、すみませんでした」

「ああ、先生の娘さんでしたか。はじめまして、暁です。そしてこちらが婚約者の千波です」

「は、はじめまして……！」

　そうか、この人がお見合い相手になる予定だったんだ……。

　思っていた以上に美乃梨さんは美しく、それに男性だったら誰しもが守ってあげたいと思うようなか弱い雰囲気を持った女性だったので、複雑な気持ちになりながら頭を下げた。

　もしも礼央さんと美乃梨さんが本当にお見合いしていたら、どうなっていたんだろう……。考えても仕方がないのに、不安が胸に渦巻く。

　そして、そんな私の不安を煽るかのように、美乃梨さんが私に向けて薄く微笑んで言う。

「千波さん、ちょっとお話いいかしら」

「私……ですか？」

　ぽかんとして聞き返すと、美乃梨さんはゆっくりうなずく。

　思わず礼央さんの方を向くと、彼は少し考えるそぶりを見せた後で「待ってるから、行っておいで」と私を送り出した。

　いったい、初対面の私になんの話があるというの……？

　私たちの接点といえば、礼央さんのことしかない。私みたいな冴えない女が彼の婚約者だと知って、怒っていたらどうしよう……。

　怯えながら美乃梨さんの後について歩き、しんと静まり返った玄関ホールまで来ると彼女は足を止めた。さっきまでいた部屋は暖房が効いていたけれど、ここはドレス一枚ではとても寒い。

　小さく震えていると、美乃梨さんがさらりと黒髪を揺らして私の方を振り返った。

「あなた、本当に婚約者なの？　婚約指輪もしていないわよね」

「えっ……？」

　どくん、と心臓が大きく揺れた。

　婚約指輪……。そういえば、そんなものは用意していなかったけど……。

　私の正体が疑われているのだろうかと警戒しつつ、なんとかうまい言い訳を探す。

「オーダーメイドなので、今、作っているところなんです。私たち、知り合ってから婚約に至るまでがとても短かったので……」

　ああ、今の言い訳、嘘っぽかったかな。そもそも婚約指輪って、婚約したすべてのカップルがはめなきゃいけないものってわけじゃないから、〝買ってません〟のひと言でもよかったかもしれない……。

　つくづく嘘が苦手らしい私は、言ったそばから自分の嘘を後悔し始める。

　美乃梨さんはそんな私の動揺ぶりを見透かしたかのごとく、憐れむような声音で言った。

「父に告げ口したりしないから、そんなに慌てなくていいわ。でも、その様子じゃやっぱりあなたたち……」

　そこで言葉を切った彼女の落ち着きぶりに、確信する。

　この人……気づいてる。私と礼央さんの関係が〝偽物〟だってことに。でも、どうして？　言葉を交わしたのはついさっき、それに、ほんの少しだけなのに……。

「婚約者っていうのは、嘘なんでしょう？」

　あっさり図星を突かれ、私はぎゅっと唇を噛んでうつむいた。

　今夜は礼央さんのために嘘をつき通す約束だった。それが私の仕事だったのに。こんな形でばれてしまうなんて、最悪だ……。

　認めるしかないとわかっていても、言葉が喉に詰まって出てこない。

　いつまでも黙り込んだままの私に美乃梨さんが一歩近づき、苦笑しながら顔を覗き込んでくる。

「別に怯えなくてもいいのよ？　暁先生に本気でお見合いする気がないのは最初からわかっていたし」

「え？」

　どういうこと？　最初からわかっていたって……。

「噂では、同僚で医師の彼女がいるらしいじゃない。でも、彼女がいても言い寄る女性が後を絶たないから、女除けに家政婦でも雇おうか、なんて周囲の人に話していたみたい」

　嘘……礼央さんに、彼女が？　美乃梨さんはそんな噂、どこで耳にしたのだろう。

　にわかには信じがたい反面、ありそうな話だとも思った。彼のような素敵な人に彼女がいないなんて、私自身おかしいと感じていたし……。

　でも、それが事実だとしたら、私の胸に息づく彼への確かな恋心はいったいどうしたらいいの――。

「本物の婚約者でもないのにこんな場所に駆り出されてるってことは、あなたがその家政婦なんでしょ？」

　確認するように美乃梨さんに問われて、私は失意のままこくんとうなずいた。

「まったく暁先生も人が悪いわ、家政婦に婚約者のフリをさせるなんて。でも、あなたもあなたよ。いくら彼がハイスペックな男性だからって、いいなりになって人を騙だますことに加担するなんて」

　美乃梨さんのまっとうな正論に押しつぶされて、うつむいたまま顔を上げられなかった。

　ホント……私って、いつも礼央さんのいいなり。甘い言葉や戯れに絆ほだされて、彼の思うがままに動く便利な家政婦ロボットだ。

「ごめん、なさい……」

　震える声でなんとかそれだけ口から押し出すと、美乃梨さんは仕方なさそうにため息をついて言った。

「私に謝ることじゃないわ。でも、千波さんもこんなことをしている暇があるなら、もっと自分の幸せについて考えた方がいいわよ」

　すれ違いざまにぽんと私の肩を叩き、美乃梨さんは会場へ戻っていった。ひとりきりになった玄関ホールで、冷えきった空気の中にぽつりとつぶやく。

「私の、幸せは……礼央さんのそばにいることです……」

　だからって、たとえいいなりの家政婦ロボットでもそばにいられればいいなんて、おかしい……？

　誰にともなく胸の内で問いかけながら、私は静かな玄関ホールでひとり、途方に暮れた。




　しばらくして会場に戻ると、礼央さんはダーツマシンの前にいた。

　ダーツの矢を手に真剣な眼差しで的を睨んでいて、私が戻ってきたことにも気づいていない。それをいいことに、私は彼の美しい横顔にしばらく見惚れた。

　やっぱり、カッコいいな……。

　美乃梨さんに聞いた噂話を一瞬忘れ、ときめきに浸る。

　やがてヒュッと礼央さんの手から離れた矢は、意思を持ったようにまっすぐ飛び、見事に的の中心に刺さった。周囲のゲストたちから拍手が沸き起こり、照れくさそうに頭をかく礼央さんが、不意に私の姿を見つける。

　その瞬間彼が浮かべたやわらかな笑顔に、私の胸にもまるでダーツの矢が刺さったような、甘く切ない痛みが走った。

　こんなに好きになっちゃったんだもん。本命の彼女が別にいるかもしれないと知っても、もう戻れないよ……。

　ジンジンと疼く胸の痛みをこらえつつ、私も彼に向かって微笑みを返した。

　パーティーは二十時頃お開きになり、二次会へ向かう人たち以外は解散することになった。

　私たちは田所さんと美乃梨さんに挨拶を済ませ、駐車場で車に乗り込む。そしてエンジンをかけて走りだしたところで、礼央さんが私に問いかけた。

「少し寄り道していい？」

「寄り道？　はい、かまいませんけど」

　まっすぐ家に帰るのではないとわかって、私はこっそり胸を弾ませた。

　まだ私、家政婦に戻らなくていいんだ……。

　魔法使いに口酸っぱく注意されていたのに、王子様との踊りに夢中で時間を忘れたシンデレラの気持ちがよくわかる気がした。

　できることなら、いつまでも魔法が解けなければいいのに……。

　車窓から見える美しい冬の夜空に、そう祈らずにはいられない。

　礼央さんは元気のない私に気づいているのかいないのか、とくに話しかけてくることなく運転に集中していた。










「どうしてそんなに悲しそうに笑うの？」




　静かなドライブが二十分ほど続いたところで急に辺りが明るくなったと思うと、少し先にたくさんの光できらめく巨大な観覧車が現れた。イルミネーションで輝く木々の間から、ジェットコースターのレールも見える。

　遊園地、こんな時間でもまだ営業しているんだ。クリスマスの時期だからかな？

「きれいですね」

「ああ。園内はもっとすごいらしい。せっかくだから、近くで見たくない？」

「え？　それはもちろん見たいですけど……」

「よかった。今からあそこに行くから」

「えっ!?」

　……嘘。今から遊園地に？　もしかして、それが礼央さんの〝寄り道〟ってこと？

　目を真ん丸にして驚く私に、礼央さんは少し得意気な調子で尋ねてくる。

「俺、サプライズ成功？」

「は、はい……すごくびっくりしてます。それにうれしいです。遊園地って、実は一度も入ったことなかったので」

　子どもの頃は、忙しい父に連れていってとは頼めなかった。中学から高校時代は、医学部を目指して勉強ひと筋だったから、行く暇がなかった。医者への道をあきらめた後は時間的余裕ならできたけれど、積極的に誰かを誘っていこうと思うほどの気力はなくなっていて……。

　それが、この年になって初めて訪れることになるなんて。しかも、好きな人と一緒に。遊園地に行くお楽しみは、神様が今日のためにわざと取っておいてくれたのかも、なんて。勝手にロマンチックな思いに浸りたくなってしまう。

「喜んでもらえてよかった。実は、サプライズはもうひとつあってさ」

　礼央さんはそう話しながら駐車場に車を止め、エンジンを切って車内灯をつけた。そしてスーツの内ポケットから取り出した物を、私の前に差し出す。

　上品な金のリボンが施された、黒く細長い箱。え？　これって、どう見ても……。

「これ、千波に。クリスマスプレゼント」

「えっ……。えええっ!?」

　外観からそうかもしれないとは思ったけれど、いざ本人の口から言われると信じられなくて、私は驚愕の声をあげた。

　だって、まさかこんなのもらえるなんて思ってなくて……。

　受け取ったはいいけれど、開けるのをためらい、ただジッと包装を見つめる。

「箱だけ見ててもなにも出てこないよ？」

「いや、だって……自分の身に起きていることが、信じられなくて。……私、ただの家政婦ロボットなのに」

　思わずつぶやいてしまったそのセリフに、礼央さんが反応して眉根を寄せる。

「今なんて？　家政婦ロボット……？」

　いけない、こんなこと言ったら、礼央さんを心配させてしまうよ。

「な、なんでもないです！　開けていいですか？」

「うん。いいけど……」

　礼央さんの探るような視線を避けるように、夢中でラッピングをほどく。

　そして箱の蓋を開けてみると、華奢なピンクゴールドのチェーンの先に紫のアメジストがきらめく、シンプルで洗練されたデザインのネックレスが。

「きれい……」

　礼央さんが、これを私のために……？

　きゅうっと胸が締めつけられ、思わず瞳が潤んでしまう。

　そんな私を静かに見つめていた礼央さんが、不意に問いかけてきた。

「ねえ千波。美乃梨さんとなにを話したの？」

　なんの脈絡もなく飛び出したその名前に、胸がどくんと嫌な音を立てた。私はごまかすように軽く微笑んで、「え？」と短く聞き返す。

「パーティーの間は会場に美乃梨さんもいたから聞きづらかったけど……千波の様子がおかしかったから、ずっと気になってたんだ」

　どうしよう……。本当のことを言うべき？　でも、どこまで？　同僚の女性医師と恋人同士というのは本当ですか？　なんて聞けるはずないし……。

　ネックレスを手にしたまま沈黙する私に、礼央さんがそっと尋ねる。

「もしかして……俺たちのこと気づかれた、とか？」

　ぎくりとして、小さく体が震えた。そして少し迷ったのち、この察しのいい彼を私なんかが欺けるはずがないと観念する。

　でも、彼女のことは触れなくていいよね……？

　私は頭の中で美乃梨さんとの会話を整理し、礼央さんに話せる部分だけをかいつまんで伝える。

「婚約指輪をしていないから、もしかしてって疑いを持ったそうです。私も、うまくごまかせなくて……すみません。でも、お父様には言わないでいてくれると約束してくださったので、大丈夫です」

　そう言いきってから、運転席の礼央さんににっこり微笑みかけた。……つもりだったのだけれど。

「じゃあ、どうしてそんなに悲しそうに笑うの？」

　真剣な眼差しで問いかけられ、私の胸がどくんと揺れる。

　悲しそうになんてしてません。礼央さんの勘違いじゃないですか？

　そう否定したいのに、彼の澄んだ瞳にすべてを見透かされている気がして、言葉は声にならなかった。

　しばらく沈黙が続いた後、礼央さんは私から聞き出すのをあきらめたように、話の矛先を変えた。

「ねえ千波。ネックレス、つけてあげるから貸して？」

　彼の手にネックレスを渡すと、シートベルトをはずした彼が私の首のうしろに手を回す。接近した彼の香りに心臓は否応なくドキドキして、ただじっとネックレスが装着されるのを待った。

「……できた」

　私の肩に手をかけたままでそう言った彼と、至近距離で視線が絡む。すぐにでもキスできそうな距離を意識すると恥ずかしくて、私は甘い雰囲気にのまれないように、慌てて話しだした。

「あの、ごめんなさい、礼央さん。こんな素敵なものをいただいたのに、私はなにも用意してなくて……」

「いいよ、そんなの。今こうして俺の隣にいてくれるだけで十分」

「礼央さん……」

　そんな、恋人に向けるみたいな優しい目で私を見ないで。夢と現実とを混同して、勘違いしてしまう。この夜が終わっても、あなたと甘い関係でいられるんじゃないかって……。

　そんな、愛しさと切なさのせめぎ合いに押しつぶされそうになっていると、礼央さんはゆっくり私から離れて優しい微笑みを浮かべた。

「そろそろ外に出てみないか？　園内を少し歩こう。閉園まではまだ時間があるから」

　まだ、時間がある……。そうだよね。家に帰るまでは一応、私はまだ彼の婚約者だ。せっかく与えられた幸せな時間を、自分の勝手な心のモヤモヤで台無しにするのはもったいないよ。

「はい。行きましょう」

　気を取りなおして返事をすると、先に車を降りた礼央さんが、助手席のドアを開けた。それから優しく手を差し伸べ、私をエスコートしてくれる。

　初めての遊園地。初めてのデート。初めての恋……。

　全部全部しっかり楽しんで、心に焼きつけよう。いつか思い出したときに、後悔が残らないように。礼央さんを好きになってよかったって思えるように。

　私はそう心に決めて礼央さんの手を取り、色とりどりの光に彩られた夜の遊園地へと足を踏み入れた。




　外から見ただけでもきれいだったけれど、園内はそれ以上に多くのイルミネーションが散りばめられ、夜とは思えないほど明るかった。

　あちこちに置かれたクリスマスツリーはもちろん、広い通りに連なる豪華な光のゲート、七色の電球で虹を表現したようなイルミネーション。

　すべてが美しく幻想的で、まるで宝石箱の中に迷い込んでしまったみたい。

「こんなにたくさんのイルミネーションを見たの初めてです。歩いてるだけで楽しい」

「だな。でも千波は初めての遊園地だろ？　なにか乗らなくていいの？」

「うーん、そうですね……」

　入園口で手に入れたパンフレットを開き、しばらく悩む。

　ドレスアップしている今日の服装では絶叫系に乗る感じじゃないし、同じ理由でゴーカートやスカイサイクルも無理。この年でメリーゴーランドやコーヒーカップに乗るのも照れるしなぁ……。

「あ」

　そのとき目に留まったのは、園内でも最も存在感を放つ巨大な観覧車だった。

　これなら服装とか気にしなくていいけど……いや、でもな……。

「なに？　いいのあった？」

　声をあげた私に反応し、礼央さんが一緒にマップを覗き込んでくる。その距離の近さにドキッとして、これくらいで動揺してしまうのに、観覧車に一緒に乗るなんて無理だろうと思い知る。

「や、やっぱりいいです。歩いてるだけで」

「そう？　せっかくの機会なのに。なら、俺が乗りたいのに付き合ってくれる？」

「はい。もちろん」

　あまり追及されずに済んだことにホッとして、彼に手を引かれるまま歩き始める。

　しかしそのうち彼の目的であろうアトラクションが視界に入ってくると、私はまさかと慌てだした。

「あ、あのっ。礼央さんが乗りたいのって、もしかして……」

「観覧車。ここのイルミネーション、上からも見たいと思わないか？」

　や、やっぱり……！　どうしよう！　あんなカップル専用みたいなアトラクションに礼央さんと乗るなんて……！

　入園前はせっかくの遊園地デートを目いっぱい楽しもうと覚悟したにもかかわらず、いざ彼と接近しそうな状況が訪れると、心拍数がありえないくらいに跳ね上がって逃げ出したくなってしまう。

　しかし、礼央さんに嫌われたらと思うと拒む勇気もなくて、私はとてつもないドキドキと緊張に包まれながらも黙ってついていくしかなかった。

　幸い、観覧車はロマンチックな時を過ごしたい恋人たちで混雑していて、すぐには乗れそうになかった。

　よかった……心の準備もままならないうちに、いきなり密室に押し込まれなくて。

　列の最後尾についたところで、彼に聞こえないようホッと息をつく。

「千波は、こういう行列に並ぶの平気な方？」

「そうですね……。飲食店とかはあまりに混んでいるとうんざりしちゃいますけど、こういうのなら大丈夫です。礼央さんは？」

「俺もあまり得意な方じゃないけど、デートなら別かな。隣に千波がいてくれるだけで、待ってる時間すら楽しいから」

「礼央さん……」

　甘い言葉とともにつないでいた手を強く握りなおされて、胸がきゅんと音を立てる。

　礼央さん、あなたはどれだけ私を有頂天にさせれば気が済むの……？

　私、本当に勘違いしちゃうよ。自分が家政婦だってこと忘れて、どんどん欲張りになっちゃうよ……。

「次のお客様どうぞ」

　やがてゴンドラに案内されると、私たちは向かい合って座り静かに外の景色を眺めた。地上の光は次第に遠ざかり、夜空に瞬く星たちにゆっくり近づいていく。

　好きな人とこんなロマンチックな時を過ごせるなんて、今日の私は本当に幸せ者だ。イルミネーションも、礼央さんの隣にいられる幸せも十分楽しんだ。

　でも……そろそろ夢を見るのは終わりにしないと。これ以上のことを望んだら、本当に後戻りできなくなっちゃうから。家政婦としてあなたのそばにいることすら、つらくなっちゃうから。

「礼央さん、今日は本当にありがとうございました」

　私は背筋を伸ばし、つとめて明るい声で向かい側の礼央さんにそう言った。窓の外を眺めていた美しい横顔がこちらを向き、不思議そうに尋ねる。

「どうしたの、改まって」

「だって……プレゼントもいただいて、初めての遊園地に連れてきてもらって、最高のクリスマスを過ごさせてもらったんですもん。まるで本物の婚約者になれたみたいでした。……私はただの家政婦だってこと、一瞬忘れちゃうくらい」

　後半部分を口に出すのはとても切なかったけれど、なんとか笑顔を貼りつける。

　そのぎこちなさに勘づいたのか、礼央さんが訝いぶかしげに眉をひそめた。

「千波、今日はやけに〝家政婦〟って言葉に引っかかるみたいだけど、やっぱり美乃梨さんとなにかあったんだろ。いったいなにを言われたんだ？」

「それは……」

　本当のことは言えない。でも、これ以上礼央さんをごまかし続ける自信もない。どうしたらいいのかわからなくて、膝の上でぎゅっとこぶしを握ったそのときだった。

　がくん、とゴンドラが一度大きく揺れ、その後空中で動かなくなってしまった。

「え……？」

　嘘。なんで急に止まったの？

「停電……じゃないよな。明かりはついてるし」

　礼央さんも突然のことに驚いたらしく、窓から外の様子を眺めている。

　そのうち、ゴンドラ内のスピーカーからアナウンスが流れだした。

『ただいま、観覧車の緊急停止装置が作動しました。確認作業が済み次第運行を再開しますので、しばらくお待ちください』

　淡々とした遊園地スタッフの声に少しホッとしたけれど、周囲の景色をよく見てみれば私たちのゴンドラがいるのは観覧車の頂上付近。地上から最も遠い場所に閉じ込められていることに、不安が残る。

「し、しばらくって……どれくらいでしょう」

「どうだろうな。なにも問題なければ数分だろうけど」

　私たちは静かに成り行きを見守っていたけれど、十分ほど経過してもゴンドラは依然として動かないままだった。段々と心細くなってきたうえ、ゴンドラの隙間から吹き込んでくる冬の夜風が寒くて、私は思わず小さく震えだす。

　そんな中、不意に礼央さんが立ち上がってこちら側に移動し隣に腰を下ろすと、座ったまま私の体をぎゅっと抱き寄せた。

「こうしてれば、温かい？」

「は、はい……」

　正直、温かいどころではない。震えていたのが嘘みたいに、一瞬にして顔に熱がのぼった。ダメだ私……。目を覚まさなきゃって思うのに、礼央さんの言動にときめかされてばかりで、すぐに流されてしまう。

　優しい温もりに身を委ねてぼんやりそんなことを思っていると、彼がそっとささやいた。

「千波は、ただの家政婦なんかじゃないよ」

　え……礼央さん、それはどういう意味……？

　私は抱きしめられたままで目を見開き、じっと言葉の続きを待つ。

「長年大切な存在だったけど、再会したら愛しさはもっと募った。かわいい妹のように思っていた千波が、あまりに魅力的な女性になっていたから」

　……これは私がつくり上げた、自分に都合のいい妄想じゃないだろうか。

　信じられない思いでそっと体を離し、彼をまっすぐ見つめる。

　獰どう猛もうな熱をはらんだ、それでいて微かな切なさの滲む瞳。その中にとらえられてしまうと、もう目がそらせなくなった。

「礼央さん……それって」

　決定的なひと言を期待して、ドキドキしながら言葉の続きを待っていたけれど。

「ちょっとしゃべりすぎたな。……続きはまた今度」

　礼央さんは悪戯な笑みで、そうはぐらかした。

「ずるいです、礼央さん。途中でやめるなんて……」

「聞きたい？　続き」

「あたり前です……！」

　ムキになる私に対し、礼央さんは余裕の笑み。年齢差だけでなく経験値の差を見せつけられているようで、切なくなる。

　それでも駄々っ子のようにむくれることしかできない自分に嫌気がさして、私はとうとううつむいた。そんな私の耳に、どこか妖艶なハスキーボイスが響く。

「……わかった。教えてあげるから、顔上げて？」

　言葉と同時に大きな手のひらを頬に添えられ、強制的に上を向かされた瞬間だった。目を閉じた彼の顔が近づいてきたと思ったら、唇を奪われた。

「んっ……」

　思わず身を引こうとした一瞬で、頬に置かれていた手が〝逃がさない〟というふうに後頭部に回る。もう片方の手で背中まで固定されてしまい、身動きができなくなった。その間も繰り返されるキスは、ゆっくり、けれど確実に深く濃密になっていく。

「れお……さん……」

　理由のわからないキスに抵抗の意思を示したいのに、彼の名を呼ぶ自分の声は、恥ずかしいくらいに甘い声。

「やめて」という言葉も、彼の舌にからめとられて熱い吐息に変わってしまう。

　でも、このキスがさっきの思わせぶりな言葉の続きを意味するのだとしたら……私、今度ばかりは自惚れていいの？　あなたの特別になれたって。

　いいんだよね、きっと。じゃなきゃ、こんなに甘くとろけるようなキス、普通はしない。……届いたんだ、私の想いが。クリスマスに、奇跡が起きた。美乃梨さんに聞いた話は、単なる噂でしかなかったのだ。

　そう噛みしめた途端、感極まってぶわっと目に涙が浮かび、瞬きしただけでぽろぽろとこぼれ落ちた。その濡れた感触と口に入り込んだ塩味に気づいたのか、礼央さんが唇を離し私を見つめる。

「千波？」

「ご、ごめんなさい……なんか、うれしくて、泣けちゃって」

　鼻をすすりながら泣き笑いを浮かべる私を、礼央さんは愛しくてたまらないというようにぎゅっと抱き寄せた。そして、ため息をひとつこぼしてからつぶやく。

「かわいすぎるだろ」

　そのひと言に胸がぎゅっとなったけれど、いつも感じていた切なさより素直にうれしい気持ちの方が勝まさった。だって私たちは相思相愛。甘い関係は今日で終わりじゃない。この先もずっと続くんだ。

　彼の胸にぴたりとくっついて際限なく湧いてくる甘い幸福に浸っていると、スピーカーからようやく運行再開のアナウンスが流れ、私たちは顔を見合わせて笑った。

「長かったですね。観覧車が止まってるの、途中から忘れてました」

「俺も。……まぁ、あれだけキスに夢中になっていればしょうがないな」

　礼央さんのあきれたようなセリフは、恥ずかしいけれど本当のことだ。私が「そうですね」と照れ笑いを浮かべると、礼央さんは穏やかに微笑んで私の肩を抱き寄せる。

　そうしてあと少しの空の旅を、ふたり寄り添って楽しむのだった。










「お医者さんごっこ、しようか」




　クリスマスが過ぎ、大みそかまであと三日に迫った日のこと。

　大学は冬休みに入っているけれど、どうしても礼央さんとのことを報告したくて、雅子をランチに誘った。

「えっ。まだ寝てないの？」

「まだって……そんな、付き合い始めてまだ数日だよ？」

　目の前で、雅子が理解不能だという顔で首をひねっている。

　今日訪れているのはいつもの大学近くのカフェではなく、オフィス街にあるおしゃれなイタリアンレストラン。どうやら夕方から例の彼氏と約束があるらしく、彼の会社近くの店がいいと雅子にリクエストされた。

　おすすめの自家製生パスタはモチモチで、ソースの味も抜群。このあたりのＯＬさんは毎日こんなおいしいランチを食べているのかとうらやましくなる。

　そんな私ののんきな思いとは裏腹に、雅子はどこか不服そうだ。

「でも一緒に住んでるんだよね？　男の人なら絶対我慢できない状況だと思うんだけどな」

「紳士なんだよ、礼央さんは。基本的にそんなにがっついた感じないもん」

　雅子の彼氏は肉食系のようだけど、礼央さんがそうじゃないってだけだ。

　そういう行為の気配はないものの、クリスマス以降も優しいハグやキスのスキンシップは続いているし、愛情はちゃんと感じる。体を求めてこないのは、恋愛経験の乏しい私に無理強いはしたくないという礼央さんなりの優しさだろう。

「千波がいいならいいけど……付き合いたてでがっつかれなかったら、私ならちょっと危機感持っちゃうかも」

「危機感って？」

「この人本当に私のこと好きなのかなとか、ほかに女いるんじゃないかなとか」

　まさか……。礼央さんに限ってそれはない。というか、雅子はどうしてそんな私を不安にさせるようなことばかり言うのだろう。

　雅子の言い分に納得がいかなくて、私はついぼそりと言い返した。

「そんなに体のことばかり考えてる雅子の方が変だよ」

　雅子がもともと大きな目をさらに見開き、それから気まずそうに苦笑した。

「……そう、かもね。ごめん、私の相手が節操ないだけなのかも」

　あ……。私、もしかしたらひどいこと言った？　彼女の傷ついたような笑みに、ツキンと胸が痛む。

「ううん。私もごめん……ちょっと言いすぎた」

　それきりテーブルに沈黙が落ち、居たたまれない空気が流れる。雅子は大学で唯一の友人なんだから、こんなことでぎくしゃくするのは嫌なのに……。

「雅子」

　そのとき、私たちのテーブルのそばで、男性の透き通った低い声がした。そこに立っていたスーツ姿の人物の顔を見るなり、雅子の頬がバラ色に染まる。

　この反応は、もしかして例の彼氏さん？　私は興味津々で声の主を見上げた。

「聖きよ人とさん……！　どうしたんですか？」

「悪い。実は今日の約束ダメになったんだ。この店でランチだと聞いてたから、お前の顔見て謝りたくてな」

　聖人さんという名らしい男性は、筋肉質な体つきに整えられた口ひげ、短髪がワイルドな印象のイケメン。ぶっきらぼうな物言いのわりに、すまなそうに下がった目尻に優しさが滲み出ていた。

　雅子のことが好きなんだなぁ……というのが、ふたりの短いやり取りを見ていただけでも伝わってくる。

「お仕事でしょ？　忙しいからわざわざいいのに……」

「忙しいからこそ、ひと目お前の顔見ときたかったんだろ。……雅子、こちらは？」

　聖人さんの誠実そうな瞳が不意に私に向けられ、私は恐縮しながら頭を下げた。

「はじめまして。雅子と同じ大学に通っています、紺野千波と申します」

「辰たつ巳み聖人です。もしかして、きみが雅子のお手製乳酸菌飲料を怖がらずに飲んだという命知らずの強つわ者もの？」

「あ、はは、たぶんそうです」

　私たちが友達になるきっかけ、雅子が話したのかな。

　ついさっきまで気まずい空気だったけれど、私の話を恋人である聖人さんにしていたと知って、わだかまりが薄れていく。

「ちょっと聖人さん、命知らずってことはないでしょ？　別に毒じゃないんだから」

「そうだけど、実際飲むとなったら勇気いるぞ、あれは」

「ひどーい。今度の新しい試作品は、真っ先に聖人さんに飲ませますからね」

　軽口を叩き合うふたりを眺めていると、ほほえましい気持ちになる。

　冗談を言い合う中にも、恋人ならではの親密な空気があるというか……やっぱり本気で愛し合ってるふたりは違うなぁっていうか。

　……ん？　違うって、誰と比べて？

　ふと頭の中に降って湧いた疑問に、胸がざわっと波立った。

　例えばだけど、私と礼央さんが一緒にいるところを客観的に見たら、雅子と聖人さんみたいな親密な空気が出ているのだろうか。もちろん表面的にはカップルに見えるだろうけど、どこかおままごと感が抜けていないんじゃないだろうか。

　私たちだって相思相愛のはずなのに、どうして……？

「じゃあな、雅子。また連絡する。千波さんもごゆっくり」

「いってらっしゃい、お仕事がんばってね」

　店を去る聖人さんの背中を見送る雅子の瞳はどこか熱っぽく、涙の膜が張って潤んでいる。それは恋する乙女というより、どうしようもなくひとりの男性に焦がれる大人の女性のものだ。

　思えば聖人さんもそうだった。雅子を見つめる優しい瞳の奥には、大人の男性ならではの、本能的な色が浮かんでいた。

　じゃあ、礼央さんが私を見つめるときはどう……？　思い出したいのに、うまく思い出せない。そうでなかったらと思うと怖くて、無意識に思い出さないようにしているのかもしれない。

「……やっぱり、雅子の言う通りかもしれない」

　ぽつりとつぶやいた私に、雅子が首をかしげる。

「ん？　どうしたの急に」

　礼央さんが私を求めてこないのは、本当にただの気遣い？　それとも私にそこまでの感情がない？　……一度疑い始めたら、止まらなかった。

「私……もっと危機感を持った方がいいのかも」

　雅子にも聞こえないような小声で、思わず不安を漏らす。

　本気で恋しているふたりは、たとえ昼間のレストランでも、隠しきれない甘い感情を抱いて見つめ合う。雅子たちを見ていてそれがよくわかった。

　私と礼央さんは、どんなふうにお互いを見てる？　礼央さんの瞳の中に、本気で私を欲しがる感情はちゃんと存在してる……？




　帰宅してからいつものように夕食の準備をしていたら、スマホに礼央さんからメッセージが入った。

【橋本の体調が悪くて、当直変わることになった。明日もそのまま勤務だから、今夜は帰れない。明後日は休みをもらったから、ふたりでゆっくりできると思う】

　そっか、橋本さんの代わりに……。今夜は礼央さんとゆっくり話したかったのにな。

　落胆しつつも、仕事ならば仕方がないと納得して返信を打つ。

【了解です。休めるときには休んで無理なさらないでくださいね】

【ありがとう。今から仮眠室で少し眠るよ】

　そんな礼央さんの返事に、私はお気に入りのリスのスタンプで【おやすみなさい】と送り、既読がついたのを確認してスマホをエプロンのポケットに戻した。

　作りかけだった夕食はそのまま完成させ、自分の分を取り分けた後は、プラスチックの保存容器に入れて冷蔵庫へしまった。

　ひとりで味気ない食事を済ませてお風呂も入り終えると、なんだか手持ち無沙汰になってしまい、ぼうっとテレビを見るしかなかった。

「……やることないし、寝よ」

　今日は早く休んで、明日は大学の授業もないから朝から気合いを入れて掃除や洗濯をしよう。家がきれいになっていれば、働きづめだった礼央さんも気持ちよく休めるだろうし。頭の中でそんな計画を立てながら、私は早々と寝室に引っ込んだ。




　翌朝は予定通り早起きして、寝具やマット類の洗濯をしたりいつもより丁寧に部屋の掃除をした。真剣に家事をしているうちにあっという間にお昼を過ぎてしまい、今日はひとりだし簡単なものでいいやと、近所のコンビニに出かけた。

　適当なパンとスープ、サラダをカゴに入れた後、自然と足が向いたのはデザートコーナー。礼央さんは仕事で頭を使うからか甘いものは好きで、紅茶と一緒によくお仕事のお供にしているのだ。

　今夜は礼央さんが帰ってきたらふたりで甘いものを食べながら、夜のティータイムでも楽しもうかな。ようやくふたりで過ごせる数時間後に思いを馳せて胸をときめかせながら、同じロールケーキをふたつ購入した。

　足取りも軽くマンションへ戻ると、エントランスに三十代くらいの見知らぬ女性がいて、受付でコンシェルジュとなにか話していた。

　モデルのような長身、よく手入れされたブラウンのロングヘア、気の強そうな印象の大きな瞳。とても美人で堂々としたオーラが漂っている女性だ。

　私とは正反対……。そんなことを思って勝手に落ち込みながら、受付の横を素通りしようとしたけれど。

「暁様とお約束はされていますか？」

「いえ、してないんですけど……用があるんです。彼の家政婦に」

　ふたりの会話にピクリと耳が反応し、つい足が止まった。

　暁様とお約束……彼の家政婦……って。もしかして、この人私に用があるの？

　振り返ってみるとちょうどコンシェルジュの女性と目が合い、その女性が「あっ」という顔をしたので、美人女性もつられて私の方を振り返る。私はなんとなく萎縮して、身を固くした。

「もしかして、あなたが暁先生の家政婦？」

「そ、そうですけど……」

　怯えながらうなずくと、女性は大人の余裕を感じさせる笑みを浮かべて言った。

「よかったわ、会えて。私、彼の同僚で中村由貴って言います。今、時間平気？」

　礼央さんの同僚って、もしかして美乃梨さんの話していた噂の？　あの話はあくまで噂で、礼央さんと深い仲にある女性医師なんて実在しないと思い込んでいた。

　でも、実際に礼央さんの同僚である由貴さんがこうして私に会いにくるってことは……噂は事実だった？　まさか、そんな……。

　疑心暗鬼に陥るのと同時に、ひと目で素敵な女性だとわかる由貴さんへの劣等感にさいなまれた。

　どうしよう。こんなに美人で立派なお仕事をしている大人の女性に、太刀打ちできる気がまったくしない。でも、ここで追い返す勇気もないし……。

「はい……とくに予定はないので」

「よかった。できれば部屋に上げてほしいんだけど」

　礼央さんの部屋に……？　無断でそんなことしていいわけないよね。礼央さんのいない間に、勝手に人を部屋に入れちゃうなんて。

「すみません、それは私の一存では……」

　断ろうとしたら、弱気な私の声にかぶせるように由貴さんがペラペラと話しだす。

「ああ、そうよね。ごめんなさい。ただの家政婦さんに頼むことじゃなかったわ。どこか近くのお店に入りましょうか」

　ただの家政婦さん。その言葉にはあからさまにとげがあり、由貴さんが私を威嚇しているのがわかった。この後私に、礼央さんを渡せとかあきらめろとか言うつもりなのだろうか。そんなの絶対にできっこないけど、だからといって私はその意思を由貴さんにちゃんと伝えられる……？




　不安でいっぱいになりながら彼女が適当に選んだカフェに入り、ふたりで向き合って座った。

　注文したコーヒーがテーブルに置かれたけれど、私は手を膝の上に置いたまま、由貴さんだけがひと口飲んで、どこか楽しげに話しだす。

「暁先生、あなたのことすごくかわいがっているんでしょう？」

　第一声にはさほど敵意を感じない。しかし、なんとも答えづらい質問だ。否定しても肯定しても心象が悪くなる気がして、曖昧に首をかしげながら濁した。

「そ、そう……ですか、ね」

「いいのよ、正直に答えてくれて。美乃梨さんにも話は聞いているし」

　美乃梨さん……？　どうして彼女の名前がここで？

「彼女、私の患者なの。女同士気が合って、ときどきプライベートな話もする仲でね」

　ふたりの意外なつながりに驚くとともに、パーティーで美乃梨さんが私にあれこれ忠告したのは由貴さんの差し金だったのかもと思うと、なんだかぞくりとした。

「美乃梨さんのことはともかく、私が言いたいのはね？　ひとつ屋根の下であなたと暁先生がどんなに仲睦まじい時間を過ごしていたとしても、しょせんおままごとでしょ？ってことなの」

　由貴さんはにっこり微笑み、けれど冷酷な声色でそう言った。そんなにも自信たっぷりに私たちの関係を〝ままごとだ〟と断定するのは、噂通り彼女が礼央さんの恋人だからなのだろうか。

　確認するのはとても怖かったけれど、真実を知りたい気持ちが勝り、私は恐る恐る尋ねた。

「由貴さんは、礼央さんの恋人なんですか……？」

　緊張しながら返答を待っていると、彼女はそれほど間を空けずにあっさり否定した。

「いいえ。残念ながら恋人じゃないわ」

　恋人じゃない……。よかった……。

　最も大きな不安が払しょくされ、安堵した私は小さく息をついた。

　でも、それなら由貴さんに私と礼央さんの関係をとやかく言われる筋合いはないはずだ。私は気を取りなおし、由貴さんをジッと見つめて語りかける。

「私たち、ままごとで一緒にいるわけじゃありません。本気で想い合っているんです」

　けれど彼女はさしてダメージを受けた様子もなく、むしろ嘲るように鼻を鳴らして笑った。

「本気で想い合ってるって……笑わせないでくれる？　あなたたち、一度も寝てないそうじゃない」

「ど、どうして由貴さんがそんなこと！」

　カマをかけられたという感じではない。私と礼央さんがいまだそういう行為に及んでいないと、由貴さんは本当に知っていたみたいだ。

　でも誰にそんなこと聞いたの……？

「どうしてって本人に聞いたに決まってるじゃない。暁先生、いつもあなたのことを同僚たちにおもしろおかしく話してるわよ」

「おもしろおかしく……？」

　あの礼央さんが……？　しかも、そんなプライベートな話まで……？

「そんなの信じません、私」

「あなたが信じなくたって、暁先生の話を聞いた同僚たちみんな、あなたに同情しているわ」

「同情……？」

「上っ面の甘い言葉に騙されて、甲斐甲斐しく彼の世話を焼いて。愛されてると錯覚して心まで囚われちゃって……まだ若いのにかわいそうって」

　そんな……。由貴さんの言っていることは全部嘘だよ。礼央さんは、ちゃんと私を想ってくれているはずだもの……。

　言い返す言葉を探しながら、私は自然と胸もとに手をやり、クリスマスプレゼントのネックレスをぎゅっと掴んでいた。そこに、礼央さんの気持ちがあるような気がして。勇気をもらえるような気がして。

　由貴さんは私のその動作を見て、ネックレスの意味を察したらしい。

「それ、彼にもらったの？」

「そうです……クリスマスプレゼントに」

「物でつられるなんて、本当に純粋で頭の悪い子なのね」

　ため息交じりにあきれられ、どんどん心が弱っていく。こんな悪意まみれの言葉に惑わされたくなんかないのに、礼央さんを信じる心が折れてしまいそう……。

「今夜彼が仕事から帰ったら、抱いてくれない理由を聞いてみるといいわ。たぶん、便利な家政婦であるあなたを手放したくない彼は、慌ててあなたを抱こうとするでしょう。でも、そこに愛情なんか欠片かけらもないわ。あなたを意のままに操るための、いわばエサよ。そんな相手に初めてを捧げて、あなたは後悔しない……？」

　ちょっと待って。由貴さんはどうして知っているの？　私が〝初めて〟だって。

　もしかして、そんなことまで礼央さんが……。

「本当に礼央さんが話したんですか……？」

　私は顔面蒼白になりながら、震える声で尋ねる。

「さっきからそうだって言ってるじゃない。あなた、セックスどころかキスも彼が初めてだったんでしょう？　同僚たちみーんな知ってるわ」

　嘘……嘘、嘘！　信じたくないのに、目にはぶわっと涙が浮かんだ。

　礼央さんは、私をもてあそんでいたんですか……？　クリスマスに観覧車で言いかけた気持ちも。交わしたキスも。全部全部、偽物だったんですか……？

「私はね、千波さん。彼がそんな最低な男だとしても好きなの。だからあなたのことは正直目障りなのよ。これくらいのことで泣くようなあなたに、暁先生レベルの男は手に負えない。さっさと手を引いて。それがあなたのためでもあるんだから」

　由貴さんは冷たく言い放つと、伝票を手にして席を立つ。私もなにか言い返さなきゃと思うけど、「ひっ」という情けない嗚お咽えつを漏らすことしかできず、彼女はあっという間に立ち去ってしまった。

　テーブルにひとり取り残された私は、まったく減っていないコーヒーの表面に映る、情けない自分の顔を見る。

　ひどい顔……。好きな相手と相思相愛だと勘違いして、もてあそばれていたことにやっと気づいた、惨めで哀れな女の顔……。

「私、どうしたらいいの……」

　涙声でぽつりとつぶやき、唇を噛んだ。このまま礼央さんに黙ってマンションを去るか。それとも最後に彼と向き合って、完璧に失恋するか。

　何事もなかったかのようにこれまで通りの同居生活を続けるという選択肢もあるけど……今の私にそれは選べないよ。

　いくら考えても最善の道がわからぬまま、私は長い間冷めたコーヒーの前に座っていた。




　帰宅してからも夕食を作る気にはなれなくて、私はリビングでテレビもつけず、姿勢よくソファに座りただじっと礼央さんの帰りを待っていた。

　すると午後六時を過ぎたときに玄関で物音がして、彼の帰宅を知らせた。徐々に近づいてくる足音に思わず体がこわばる。

「千波、ただいま」

　リビングのドアが開き、私の心中を知るはずもない礼央さんがいつも通りのトーンで言いながら部屋に入ってきた。

　おかえりなさいも言わずに座ったままでいると、礼央さんはコートを脱ぎながらキッチンの様子を覗いていた。おそらく料理ができていないことに気づいただろう。

　それから歩み寄ってきた彼は、ソファのすぐ隣に腰かけた。

「どうしたの？　今日は体調でも悪かった？」

　私を心配する優しい声に、胸が詰まった。

　昼間由貴さんにぶつけられた数々の言葉がいつまでも心に刺さっていて、こうして私を気遣ってくれるのも〝エサ〟の一種なのだろうかと勘ぐってしまう。

　私は静かに首を左右に振り、それから小さく口を開く。

「礼央さんは……」

「ん？」

「どうして、私を抱かないんですか？」

　こんな気持ちで、彼のそばに居続けることはできない。けれど彼のもとを去る前に、どうしても真意を確かめたかった。だから、由貴さんにすすめられた通りのやり方で、彼を試すことにしたのだ。

　礼央さんは意表を突かれたように目を見開いて固まり、それから苦笑を浮かべる。

「千波がそんなこと聞いてくるなんて意外だな。どうかしたの？」

「はぐらかさないでください、私、真剣に聞いてるんです！」

　ムキになって声を荒らげる私に、礼央さんは「ごめん」と謝る。それから正面を向いてなにか考え始め黙り込んでしまった彼に、私はさらに質問を重ねる。

「私に魅力がないからですか？」

「……違うよ」

「私に経験がないから？」

「それも違う」

「じゃあ……私のこと、本気じゃないから？」

　泣かないでいようと決めていたのに、その言葉を口にした途端、視界がぼやけて揺らめいた。その情けない表情で礼央さんを見つめると、彼は怪訝そうにしながら私の肩に両手を置いた。

「落ち着けよ、千波。どうしてそんなこと聞くんだ。なにがあった」

「そんなのどうだっていいじゃないですか……！」

　彼の手を払いのけ、悲痛に叫ぶ。

　私はただ礼央さんの気持ちが知りたいだけ。由貴さんの言っていたことは嘘だって、あなたに証明してほしいだけなの……。

「お願いだから聞かせてください。……私を抱かない理由。教えてくれないなら出ていきますから。同居は解消です」

　その言葉を聞いた礼央さんは急に目の色を変えて私の手首を掴み、無理やりソファに押し倒した。

「……出ていくなんて、許さない」

　彼は珍しく余裕のない表情で、低くつぶやく。掴まれた手首が痛い。

　そのとき脳裏によみがえったのは、由貴さんの冷めた声。

『便利な家政婦であるあなたを手放したくない彼は、慌ててあなたを抱こうとするでしょう』

　ああ……まるで彼女の話していた展開通り。

　そんなに私は便利な家政婦だった？　こんなに乱暴に引き留めなくても、あなたなら私の代わりになるような女性がいくらでも手に入るんじゃないの？

　胸の内で語りかけながら、揺らめく視界の向こうにいる彼をジッと見つめる。

　すると礼央さんはなぜか私の体の上からどき、「ちょっと待ってて」と言い残して部屋を出ていってしまう。

　いったいどこへ……。鼻をすすりながら上半身を起こし、リビングのドアを見つめる。彼は一分もしないうちに戻ってきたけれど、その手に見覚えのあるピンク色の物体があるのに気づいて、私は胸騒ぎを覚えた。

　あれはたしか、彼がデスクの引き出しに隠していた……。ねえ、今からそれでなにをするつもり？

　再びソファに座りなおした礼央さんは、その子ども騙しの聴診器を装着すると、じりじりと私に迫ってくる。そして、少し上擦った甘いかすれ声でささやいた。

「千波。お医者さんごっこ、しようか」

　次の瞬間、私は思いきり右手を振り上げ、彼の頬をはたいていた。

　その道具……やっぱり、そういう目的で部屋に隠していたんだ。

　ひどいよ、礼央さん……。私がそんなばかみたいなこと望んでいると思ったの？　それとも、目の前で泣いたりわめいたりする女性を、今までずっとその方法でおとなしくさせてきたの？

　どちらにしろ、彼が私をもてあそんでいることはあきらかだ。もう、ここにいる理由はない。私はやっぱり、彼の便利な家政婦ロボットだったんだ……。

　私は悔しさで肩を震わせながら、彼に最後の別れを告げる。

「あなたにはがっかりしました。二度と会いたくありません。……さよなら」

　そう言い残して部屋を去る私を、礼央さんは引き留めなかった。

　私は泣きながら部屋の荷物をまとめてキャリーバッグに押し込み、逃げるように彼の部屋を後にした。




　これからどうしよう……って、帰る場所なんて実家しかないよね。

　お父さんになんて説明すればいいんだろう。時期的に〝年末年始は家族と過ごそうと思って〟って理由なら、納得してもらえるかな。

　鉛のように重い気持ちを抱えたまま電車に乗り、実家の最寄り駅で降りる。

　そしてもう少しで家だというところで、私は歩道の段差につまずいて派手に転んだ。

「いったぁ～……」

　ダメだ。今日はとことんついてない……。

　ため息をつきながら痛む膝を確認すると、はいていた黒のタイツが伝線し、ひどい擦り傷ができていた。心が弱っているので、ただそれだけのことで子どもみたいに泣きたくなってしまう。

「うう……痛いよぉ」

　踏んだり蹴ったりの状況が切なく、半泣きでトボトボ歩いていたそのときだった。

「千波さん？」

　うしろから聞き覚えのある声がして、恨めしげに振り向く。そこにはイヤフォンを耳からはずして驚いた顔をしている拓斗くんがいて、なにげなく視線を落とした彼が私のケガに気づき、慌てて駆け寄ってきた。

　その後私たちは近所の公園に移動し、私をベンチに座らせた拓斗くんが、足もとにひざまずいて傷の手当てをしてくれた。

「痛むけど、我慢してくださいね」

「う……」

　拓斗君が水道の水で濡らしたハンカチを使って、汚れた部分を拭き取る。ただの擦り傷とはいえ水が結構しみて、ヒリヒリ痛んだ。

　それから、いつも持ち歩いているらしい消毒液で消毒をしてもらい、絆ばん創そう膏こうを貼ってもらえば手当ては完了した。まだ少し痛むけど、終始手際よく手当てしてくれた拓斗くんが頼もしかった。

　けれどその後もすぐに家に帰る気になれず、ベンチにふたり並んで座り、他愛のない話をした。

「ありがとう。さすがはお医者さんの卵だね」

「大げさですよ、擦り傷に絆創膏貼ったくらいで」

「えー、だって私、それすら下手だもん。よっぽど医者の素質ないんだろうね」

　ふふっと笑い合って、会話が途切れる。すると拓斗くんが私のキャリーバッグを見ながら言った。

「実家に帰ろうとしてたんですか？」

「うん、そうなの。……ほら、年末年始だしさ」

　さっき思いついたばかりの適当な言い訳を口にすると、拓斗くんが疑いの眼差しで私を見つめてくる。

　なんでだろう。自分では平静を装ったつもりなんだけど。

　内心冷や汗をかく私に、拓斗くんが意外な事実を告げた。

「紺野先生ならいませんよ。今日から元日まで、うちの母と温泉行ってるんで」

「えっ!?」

　お父さんいないんだ……それは想定外だったな。でも、家に誰もいないならかえって好都合かも。あれこれ詮索されなくて済むし。

「そ、そうだったんだ。連絡しないで来ちゃったから知らなかったよ。じゃあ大みそかはひとりで紅白かなぁ」

　あはは、とひとりで乾いた笑いをこぼしていると、拓斗くんは真面目な顔でさらにとんでもない事実を明かした。

「ひとりじゃないですよ。僕がいるんで」

「え？　拓斗くんがなんでうちに……？」

「僕、前に千波さんのお母さんの亡くなった理由について話しましたよね。そのとき千波さん、怒ったり責めたりすることなく、結婚に尻込みしてるうちの母の背中を押すようなこと言ってくれたじゃないですか。それを母に伝えたらようやく吹っきれたみたいで、今結婚に向けていろいろ動きだしてて」

　なぜだろう。とてつもなく不吉な予感がする。結婚に向けていろいろ動きだしているという流れの中で、拓斗くんが我が家にいる理由ってもしかして……。

「つい最近、母と住んでたアパートは引き払って紺野先生の家に住むことになったんです。ふたりとも仕事が忙しいし、その方がいろいろ便利だろうって」

「そ、そうだったんだ……」

　やっぱりあたってたよ、不吉な予感……。ということは、今私があの家に帰ったら、拓斗くんとふたりきりということになるの？　それは気まずすぎる！

　だって拓斗くん、前にファッションビルで会ったときに――。

『……ま、今日のところは引き下がりますよ。でも僕も本気なので、隙があれば奪いますから』

　礼央さんを前にして、そんな挑発的なことを言っていたんだもん。

「わ、私たちがふたりだけで家にいるってなんか変だよね？　ちょっと私、友達のところにお世話になれないか聞いてみる！」

「え？　別に僕は気にしませんけど……」

　あなたが気にしなくても、私が気にするのー！

　私はスマホを取り出し、すがるような思いで雅子に電話をかけた。彼女ならひとり暮らしだし、ついでに今回のことを相談もしたい。

　長いコール音の後、ようやく雅子が電話に出てくれる。

『もしもし、千波……？』

　なんとなく気だるい雰囲気の漂う声だったけれど、私は気にせず話し始めた。

「雅子？　あのね、ものすごく図々しいお願いがあるんだけど」

『図々しい？　……うん、なに？』

「実は、今夜から数日雅子の家に――」

　泊めてほしい、と口にする前に、電話の向こうから聞き覚えのある男性の声が聞こえてきた。

『雅子……まだか？』

『ちょっと待って聖人さん、千波がなにか困ってるみたいで』

『俺も困ってるんだけど。中途半端におあずけされて』

『少し待っててくださいってば……や、まだ、電話中……』

　雅子の甘い声とともに布が擦れる音がして、私はかぁぁっと恥ずかしくなる。

　これは……もしかして私、お取り込み中に電話しちゃった!?

「もしもし雅子、私の方はやっぱり大丈夫だから！　ごめんね、邪魔して！　おふたりともよいお年を！」

　一方的にまくし立てて電話を切り、はぁっと息をついた。

　すると隣で一部始終を見ていた拓斗くんが、私の表情をうかがいながら言った。

「ずっとここにいたら寒いし、とりあえず家に帰りませんか？　僕のこと警戒してるのかもしれないけど……いくらなんでも、今の弱ってる千波さんを取って食ったりはしません」

「拓斗くん……」

　私が弱ってるの、察してたんだ……。

　そうだよね、いつまでもこんな真冬の公園にいたら、風邪をひくどころか凍死しちゃう。今の拓斗くんからは危険な雰囲気は感じられないし、信じても大丈夫だろう。

「わかった。帰ろっか」

「はい。あ、途中のコンビニでおでんでも買っていきません？」

「いいね、おでん！　あとビールも」

「あはは、千波さん飲んだくれる気だ」

　黙っていたらすぐに思考が暗くなりそうなので、拓斗くんとの実のない会話に救われる。

　実家に彼とふたりきりというシチュエーションには身構えたけれど、話し相手がいると余計なことを考えなくて済むし、今の私にはちょうどいいのかもしれない。

　そんなことを思いながら久々の実家に帰ると、少しだけ中の様子が変わっていた。白石さんと拓斗くんを迎え入れるために、父がいろいろ片づけたようだ。

　私の部屋はそのままだったものの、不要な衣類やがらくたが段ボールとごみ袋にまとめられ、廊下や部屋の隅に置かれていた。

「年末のごみ収集はもうないんだっけ……」

　つぶやきながら、キッチンの冷蔵庫に貼られた地域のごみカレンダーを眺めていたそのとき、自分の部屋に上着や荷物を置きにいっていた拓斗くんがリビングに現れた。

「千波さん、これ僕が使わせてもらっている部屋のクローゼットに入ってて、紺野先生が〝今度千波が帰ってきたら渡す〟って言ってたものなんですけど……」

　彼はそう言って、私にあるものを差し出す。それはとても懐かしいおもちゃで、私は思わず顔をほころばせた。

「嘘、こんなのずっと取ってあったんだ……」

　側面に十字マークのシールが貼られた、トランク型のかわいい救急箱。

　サンタクロースに【おかあさんをください】なんて無理なお願いをした年のクリスマス、父が一生懸命知恵を振り絞って用意してくれた、思い出のプレゼントだ。

　成長して使わなくなってからはその存在すら忘れていたけれど、まさかずっと保管してくれていたとは知らなかった。

　ダイニングテーブルで中を開けてみると、ピンクを基調とした女の子らしいデザインの体温計や注射器、血圧計、包帯にカプセルのお薬と、さまざまな道具が出てきた。

「改めて見ると、結構よくできてるなぁ」

　感心しながらそれぞれのおもちゃを手に取っていると、同じく興味深そうにおもちゃを観察していた拓斗くんが不意に言った。

「聴診器がありませんね。普通、こういうセットには入っていそうなのに」

「聴診器……」

　そう口にしながら、脳裏にある映像が一瞬流れる。

『お医者さんごっこ、しようか』

　あのとき甘く迫ってきた礼央さんがつけていた聴診器……あれもピンクだったっけ。それにやけに子どもっぽいつくりで……。

　もしかして、あれが今ここに足りないおもちゃの聴診器？　でも、なんで礼央さんが持っているの……？

　そういえば、彼はときどき、子どもの頃の私を知っているようなことをほのめかしていた。私たち、やっぱり過去に会っていたの……？

　私はおもちゃを見つめて、ちょうどそれで遊んでいた頃の記憶を掘り起こしていく。

　あの頃は……そう。いつもひとりでお医者さんごっこをしていた。

　本当は誰かに患者さん役をやってほしいと思っていたけれど、忙しい父に頼むのは子ども心にも気が引けて、いつもぬいぐるみや人形を相手に『どうしました？』『お注射しましょう』なんて、大人ぶった口調でお医者さんになりきって。

　しかしそれ以上のことを思い出そうとすると、なぜか記憶にもやがかかってしまう。

　それに、胸がちくちく痛む気がする。あまり思い出したくない過去なのだろうか。

「千波さん？」

　拓斗くんの呼びかけで、ハッと我に返った。真剣に考え込んでいた私の顔を、彼が心配そうに覗き込んでいる。

「ごめん、ぼうっとして。おなか空いたね。準備して食べようか、おでん」

「はい。僕も手伝います。なにをすればいいですか？」

「えっとね……じゃあテーブルを拭いてお箸を並べてもらおうかな」

　拓斗くんに指示を出しながらも、無性に心に引っかかった。

　もしかしたら私は、すごく大切なことを忘れているんじゃないだろうか。

　聴診器のおもちゃ、お医者さんごっこ、ひとりぼっちの寂しさ。もう少しヒントがあれば、思い出せそうな気がするのに――。

　夕食を済ませた後、私は和室の押入れやタンスをひっくり返して自分のアルバムを捜していた。アルバムの中に、運よく礼央さんと私の接点がわかるような写真がないかと思ったからだ。

　そのやかましい物音を怪訝に思ったのか、リビングでくつろいでいたはずの拓斗くんも和室に入ってくる。

「千波さん、なにしてるんですか？」

「昔の写真を捜してるの。私がちっちゃい頃の。たしかこの部屋にしまってあったと思うんだけど……」

「なるほど、僕も手伝います。千波さんの小さい頃の姿見てみたいし。かわいいんだろうなー」

　拓斗くんは悪戯っぽく微笑んで、私の身長では届かない押入れの天袋に手を伸ばす。

　別に、私の子どもの頃の姿なんか見てもおもしろくないと思うんだけどな……。やっぱり彼は私に興味があるってことなんだろうか。

　だとしたら、数日とはいえふたりきりでこの家に住むっていう状況を、やっぱり意識しちゃうんですが……。

　目の前の本棚を物色しつつ、妙な緊張を感じていたそのとき。

「あ、これとかそうじゃないですか？」

　声をあげた拓斗くんの方を振り向くと、彼の手には見覚えのある花柄の表紙のアルバムが色違いで三冊あった。

「その表紙！　そうそう、それだよ～！　ありがとう！」

　まさか天袋にあったなんて。私ひとりじゃいつまで経っても見つけられなかった。

　さっそく畳の上に広げて、ページを開く。一冊目はほぼ赤ちゃん時代の写真で、自分で言うのもなんだけど、まぁかわいい写真ばかりだった。

「めっちゃ丸いですね。ほっぺとか超やわらかそう」

「ホント、この頃が人生で一番太ってたかも」

　くだらないことで拓斗くんと笑い合っていると、別のページには母の写った写真もあった。

「あ、これが千波さんのお母さんですか？」

「うん。……って言っても私、顔は覚えてないんだけどね」

　とはいえ、写真で見るとやっぱり母への恋しさがこみ上げる。記憶の中にその姿はないのに、不思議と〝この人がお母さんだ〟って、確信できる。本能的に血のつながりをわかっているみたいだ。

　しみじみと感傷に浸りつつ一冊目を見終わると、拓斗くんが次の一冊を開く。

「これは二、三歳頃ですかね」

「そうだね……」

　さっきより、ページをめくる手が少し緊張して震えた。途中まで写っている母がいつ登場しなくなるのかと思うと、胸が切なくなる。

　あ……この辺だ。その頃は母が登場しなくなるだけでなく、そもそも写真の数が少なくなっているので、すぐにわかった。

　どの写真も父は無理をして明るく笑っているけれど、私の表情が暗い。まだ小さいから、自分の母親が死んだという現実を、なかなか受け入れることができなかったのかもしれない。

　そのあたりの写真は飛ばすようにしていたら、二冊目はあっという間に見終わった。

　次は、三冊目。幼稚園くらいだろうか。

「やっぱりそうだ。この制服覚えてる……」

　近所の私立幼稚園に通い始め、少しは表情も明るくなった頃だ。しかし、この頃も写真の数は少ない。仕事と子育てに追われていた父には写真を撮る暇もなかったのだろう。

　幼稚園での大きな行事の写真が何ページかにわたって続き、たちまち卒園時期の写真になる。

　しかしその最後に、幼稚園とは関係ない写真が一枚だけあるのが目に留まった。

「この写真……」

　写っているのは、父と私と、それから中学生くらいの背の高い男の子。

　その男の子が着ている服の袖を、泣き顔の私がぎゅっと掴んでいて……父がなんとか私をなだめようとしている、そんな写真。

　背景はどこかの駅のような……ううん、駅というより、空港？

　でもそんなことより、この中学生の顔は――。

「この人……もしかして」

　私と同じ想像をしたらしい拓斗くんが、確認を求めるように私の顔を覗く。

「礼央、さん……？」

　写真に彼の面影を重ねるのと同時に、今まで固く閉ざされていた記憶の扉が音を立ててゆっくりと開くのを感じた。

　そして、ようやく私は思い出す。

　彼と私の本当の初対面の日や、彼が海外へ旅立ってしまうまでの、短いながらも幸せな日々。彼と交わした、大切な約束のことを――。










「帰ってきたら、およめさんにしてください」――ｓｉｄｅ礼央




　千波がいなくなり急に色褪せたように感じるリビングで、俺はぼんやりパソコンの画面を眺めていた。

【千波六歳　小学校入学式】

【千波十歳　運動会花笠音頭】

【千波十二歳　修学旅行】

【千波十四歳　スキー合宿】

　これらはすべて千波の父である紺野医師から送られたメールの件名で、俺はなにげなくそのうちのひとつ、【千波十四歳　スキー合宿】を選んでクリックする。

【先月千波が学校行事の一環で、会津へスキー合宿に行ってきた。しかしせっかくの旅行なのに勉強道具を持ち込んで、ひたすら部屋にこもっていたらしい。相変わらず仲のいい友達もいないようで心配だ】

　添付された画像データを開くと、スキー場で撮ったと思われる写真がパッと画面に現れる。そこにいる十四歳の千波は、笑顔で肩を寄せ合う五人のクラスメイトから不自然に距離を取り、とても居心地の悪そうな顔をしていた。

　俺がそばにいれば、彼女を笑顔にしてやれる自信があるのに……。遠く離れたイギリスの地で、当時は悔しく思ったものだった。

　でも、日本に帰るのはこっちで一人前の医者になってから。千波本人とそう約束したから、すぐに飛んで帰るわけにはいかなかった。

「約束……なんて。千波はすっかり忘れてたけどな」

　メールを閉じて自嘲気味にこぼすと、胸がちくりと痛んだ。ふと視線を向けた床の上には、おもちゃの聴診器が転がっている。

　本当は、千波が家政婦としてこの家に来てくれたらすぐに見せようと思っていた思い出の品。しかし、彼女がなかなか俺のことを思い出さないので見せるタイミングを失ってしまった。俺との過去を忘れている彼女にいきなり突きつけたところで、妙な下心があると勘違いされても困ると思っていたからだ。

　しかし、さっきは千波に『同居は解消』と宣言され余裕を失ってしまい、彼女が俺を思い出すきっかけにならないかと、いちかばちか、おもちゃの聴診器を見せた。

　……結果は懸念していた通り、勘違いされて頬に一発くらわされるという、手痛いものだったが。

『お医者さんごっこ、しようか』

　あの言葉が持つ意味にも、千波はまったく気づいていないようだった。

　……彼女の記憶の中で、すでに俺という存在は忘れ去られていたのだ。そのことは一緒に生活している中でなんとなくわかっていたものの、認めたくなかった。

　念願の医師になり、仕事で信頼を得られるようになったのも、妹のように俺を慕ってくれた千波との温かい思い出があったからなのだが……彼女にとっては、取るに足らない記憶だったのだろうか。

　俺はそこはかとない寂しさを感じつつ、落ちていた聴診器を拾って手に取る。そして、彼女との懐かしい過去に思いを馳せた。




　紺野内科小児科は、近所でとても評判のいい病院だった。

　診断の正確さや適切な投薬などの医療行為はもちろんだが、なにより院長である千波の父、紺野先生の人柄に患者たちはみな好感を持っていたのだ。

　幼い頃からかかりつけで通っていた俺も例外ではなく、医者を志そうと思ったのも、同じく医者である自分の父親の影響というより、たくさんの人に愛されている紺野先生に憧れたからだった。

『俺、先生みたいな医者になりたいです』

『ほー、それはうれしいな。でも、きみはお父さんがたしか立派な外科医だったろう。そっちの方が医者の花形だと思うけど』

　小学校高学年の頃だったか、俺は予防接種のついでに先生とそんな雑談をしていた。

　けれど父親のことに話が及ぶと、待合室で待っている母親に聞こえないよう、俺は声を潜めた。

『外科とか内科とかはどうでもいいんですけど、うちの父、全然笑わないから怖いんです。絶対患者さんにも嫌われてると思う』

　今となっては、父がただ照れ屋で笑うのが苦手だという性格を理解しているし、患者たちにも嫌われてなんかいないとわかるのだが。子どもの頃はあまり愛想のない父親に、若干の恐怖心を抱いていたのだ。

　そんな俺の話を聞いた紺野先生はがははっと豪快に笑い、それからうんうんとうなずいて言った。

『つまり、暁少年は人の笑顔が好きなんだな。きっと優しくていいお医者さんになれるよ。じゃ、あとは待合室で待っててな』

『はい、ありがとうございます』

　紺野先生にお墨付きをもらえて上機嫌になりながら、診察室を出ていこうとしたときだった。

『そうだ。そんな優しい暁少年に、ちょっと頼みがあるんだけど』

『頼み……？』

『きみも知ってるかもしれんが、俺は妻を亡くしていてね。こうして診察をしている間、いつも娘の千波がひとり遊びをして待っているんだ。おとなしくてワガママも言わない子なんだが、その代わりに最近あまり笑ってくれなくてね。きみのような優しいお兄ちゃんがときどき遊び相手になってくれたらうれしいと思うんだが……』

　自分よりだいぶ幼い、しかも異性の子とうまく遊べる自信はなかったが、憧れの紺野先生じきじきの頼みとあって、俺はふたつ返事で了解した。

　いつも千波が遊んでいたのは病院内にある小さな部屋で、ときどき看護師が様子を覗きにくるものの基本的にはひとりで、部屋中にあるおもちゃだけが彼女の相手をしていた。

　俺も共働き家庭で育ったから、ひとりで過ごす時間の心細さは知っている。そんな彼女が少しでも笑顔になれたらと思いつつ、学校帰りに病院へ寄る日々が始まった。

『はいどうぞ、ハンバーグ作ったの！』

『ありがとう、おいしい』

『ひゃくまんえんになります』

『えっ。お金取るの!?』

『あたりまえです、レストランなんだから』

　千波と遊んでいると、あどけない会話の中に女の子らしいちゃっかりした部分があったりするのがおもしろくて、思いのほか楽しんでいる俺がいた。

　しかし、千波から笑顔を引き出すのはなかなか至難の業だった。ままごとをするにしろ積み木をするにしろ、彼女はどうしてかいつも無表情だったのだ。

『俺と遊ぶの、つまらない？』

『……ううん、楽しいよ』

『でも、いつもあまり笑わないね』

　軽い気持ちで俺がそんなことを言ったら、見る見るうちに千波の目が赤くなった。

　な、なんで泣きそうなんだ……？　俺が泣かせちゃったのか？

　慌てながらかける言葉を探していた俺に、千波がつぶやいた。

『お兄ちゃんが帰ったら、またひとりになるから……。楽しい時間、ずっとじゃないから』

　小さな肩を震わせるいたいけな姿に、ぎゅっと胸が痛くなる。

　いつも笑わないのは、楽しい時間の終わりを意識していたせいだったのか……。

『千波ちゃん……』

　この子のために、俺ができることはなんだろう。まだ未熟な俺が精いっぱい考えて出した答えは、ただただ全力で遊んであげること。それだけだった。

『次来たときはさ、千波ちゃんが一番好きな遊びをしよう？　俺男だけど、お姫様ごっことかだって付き合うし』

　それまでもいろいろな遊びをしてきたけれど、千波の方になんとなく俺が男であることや年上である部分に遠慮がある気がしていたので、そう言って励ましてみる。

　千波は少し泣きやんでコクッとうなずくと、部屋の隅に置いてあったおもちゃを俺のもとへ持ってきた。

『なら……お医者さんごっこがいい』

　千波が俺の前に掲げて見せたのは、赤い十字マークのついたおもちゃの救急箱。

　お姫様ごっこよりはだいぶハードルの低そうな遊びにホッとしつつ、俺は自分の将来の夢について自然と話していた。

『うん、もちろんいいよ。俺ね、将来千波ちゃんのお父さんみたいな医者になろうと思ってるんだ』

『そうなんだ！　あのね、千波も！』

　そのとき初めて千波が、泣きはらした目を一生懸命瞬かせて屈託ない笑顔を浮かべてくれて。きゅ、と心のやわらかい部分をつねられたような痛みを覚えるのとともに、この笑顔のためなら、何百回だって何千回だってお医者さんごっこをしてやる。俺はそう強く思ったんだ。

　――それなのに。

『イギリスか……なかなか遠いなぁ』

『両親にも〝日本に残ってひとり暮らしさせてくれ〟って頼んでみましたけど、まだ中学生だから心配だと言われてしまって……』

　千波とのお医者さんごっこを続けること、およそ一年。父親の仕事の都合で、家族そろってイギリスに渡らなくてはならなくなった。

　それを紺野先生に報告すると、彼は寂しそうにしながら『千波には俺から話しておくよ』と言ってくれた。

　それから自分のメールアドレスをメモに書き、日本に帰ってくるときには連絡してほしいと俺に渡した。

　俺のイギリス行きを知った千波はどんな反応を示したのだろう。

　彼女のことが常に心に引っかかってはいたが、あのいたいけな少女に泣かれてしまうかもと思うと、顔を合わせる勇気がなかった。その後は引っ越しの準備も忙しく、紺野先生の病院を訪れる機会がないまま三週間が過ぎた。

　そして、とうとう出発の日が訪れて――。

『ほら千波、ご挨拶しなさい。ずっと遊んでもらってただろ？』

　紺野先生は千波を連れて空港まで見送りにきてくれたが、当の千波は先生の足にしがみついたまま、顔を見せてくれようとしなかった。

『千波ちゃん』

　俺はそっと声をかけ、彼女と目線を合わせるようにしゃがんだ。すると、千波は恐る恐るといった感じに、半分だけ顔を覗かせる。その目はすでに真っ赤で、まつ毛にいくつもの涙の玉がくっついていた。

　きみのこと、笑顔にしようと思っていたのに……結局は泣かせちゃったな。

『俺、向こうで一人前の医者になって絶対に帰ってくるから。そしたらまたお医者さんごっこしよう？』

　すると、千波はふるふる首を横に振り、背負っていた小さなリュックを下ろして中をあさりだす。そして小さな手が取り出したのは、お医者さんごっこには必要不可欠なはずの、大事な聴診器のおもちゃ。

『これ、俺に……？』

　そう尋ねると、千波は唇をへの字にしてうなずき、震える声で俺に頼んだ。

『帰ってきたら、およめさんにしてください』

『え？』

　意外すぎる言葉に、俺は一瞬なにを言われたのかわからなかった。

『お兄ちゃんがお医者さんになって帰ってくるなら、そのとき千波もきっと大人だよね。だから、もうお医者さんごっこはしない。そのかわり、お兄ちゃんのおよめさんになりたい。そしたらずっと一緒にいられるでしょ？』

　肩を震わせながらそんな願いを伝えられ、幼稚園児の女の子に不覚にも胸がきゅんとしてしまった。とはいえ、さすがに恋愛感情ではない。シスコン気味の兄の心境といったところだろうか。

　しかし、たとえ兄の心境でも、こんなけなげな願いを断れるはずがない。

『わかった。大人になったら結婚する。約束だ』

　俺は聴診器を受け取り、彼女の前に小指を差し出した。そこに、千波がちっちゃな小指を絡めるように重ねる。

　俺たちは指切りを交わし、記念に写真を撮ってから手を振って別れた。

　紺野先生に抱かれたまま遠ざかっていく千波は、いつまでもわんわん泣いていた。




　イギリスに着いて生活も落ち着いた頃、俺は近況報告でもと紺野先生にメールを送った。ついでに千波の様子も尋ねると、【きみと出会う前の千波に戻ってしまった】との返事。俺は心苦しく思ったが、離れた場所でしてやれることなんてなく、そうですかと返すしかなかった。

　そこからなんとなくメールのやり取りが習慣になり、紺野先生は千波の成長ぶりを写真付きのメールで知らせてくれるようになる。

　いつしかそれは俺の一番の楽しみになり、あの子がこんなに大きくなったのかと感慨深くなるのと同時に、機会があればまた会ってみたいなと思うようになった。

　もちろん恋愛感情ではなく、かわいい妹の成長をこの目で直接見られたらな、という兄のような心境だった。

　そして帰国早々、俺の願いは叶った。といっても、会って言葉を交わしたわけではない。

　引っ越し関連の手続きを役所で済ませた後、二十数年ぶりの東京の景色を楽しみたくて少し街中を散策している途中、ふと空腹を覚えて立ち寄ったカフェで、偶然彼女を見かけたのだ。

　発酵食品を使った料理や飲み物ばかりの並んだメニューが目新しいその店で、なにを注文しようかと考えあぐねていたときだった。

『また落ちた……どうしよう、このまま就職できなかったら』

『そしたら一緒に大学に残って、微生物の可能性について研究しようよ！』

『いや、私やっぱりどうしても病院に勤めたいんだよね。医者になれなかった罪滅ぼしってわけじゃないんだけど』

　テーブルをひとつ挟んで隣の席に、ふたり組の若い女性が向かい合って座り、そんな会話をしていた。医者になれなかった、という言葉に反応してなにげなく顔を上げた俺は、憂ゆう鬱うつそうに頬杖を突く女性の顔を見た瞬間ドキッとした。

　丸みを帯びたボブヘアのよく似合う、かわいらしい顔立ち。黒目がちの瞳から小動物を連想させられ、ついぎゅっと抱きしめてなでまくりたくなるような……。

　……って、初対面の女性に対してなにを危ない妄想をしているんだ、俺は。

　我に返って再びメニューに視線を落としたが、その間も耳が勝手に女性たちの会話を拾う。

『お父さんがお医者さんだと、やっぱりそれなりの職に就かなきゃってプレッシャー感じちゃう？』

『うん……。お父さんはなにも言わないけどね。私が勝手に、医者の娘として恥ずかしくない就職先に勤めなきゃって思ってるだけで』

『そっか……複雑だね、千波も』

　千波……？

　会話の中に突如懐かしい名前が飛び出し、俺はまさかと思いながらも再度顔を上げ、千波と呼ばれたボブヘアの女性に目をやった。

　千波……そうか、あの千波ちゃんだ。

　すぐにはピンとこなかったが、よくよく見れば紺野先生の送ってくれた一番最近の写真の彼女と、今そばにいる彼女はとても似ていた。……しかし、実物の方が数倍きれいだ。

　そのとき初めて、妹だと思っていたはずの彼女に、微かな胸の高鳴りを覚えた。

　声をかけようか迷ったが、千波とその友人はこれから授業があるらしく、間もなくカフェを去ってしまった。

　妹の成長を一瞬だけでもこの目で見ることができてよかったじゃないか。胸の内でそうつぶやいてみるものの、そんなつかの間の再会ではあきらかに物足りなく思う自分もいた。

　もしかして、彼女に惹かれているのだろうか。

　まだ恋心とは判断しがたかったものの、なんとなく千波への興味を抱き始めた俺は、彼女の父である紺野先生に相談してみることに。俺の胸の内を知った紺野先生は学生のようにはしゃいで喜び、千波を家政婦として俺の家に住まわせるのはどうかと提案してきた。

　千波との距離を縮める方法としてもなかなかいい考えだと思ったし、そのときの俺は自宅で家事をしてくれる人を欲していたので、さっそくその提案に乗った。

　仕事で忙しい日々の中で少々家が散らかってきたのを、ちょうど悩ましく思い始めたところだったのだ。

　しかし、千波が俺のもとを訪れる約束の前日になって、紺野先生から連絡が。

『ごめん、家政婦の件は千波に断られた。そのかわり、別のおばちゃん家政婦がきみのもとへ行くと思う。嫌だったら断ってくれていいから』

　それは紺野先生がちょっとした悪戯心でついた嘘だったわけだが、真に受けた俺は自分でも驚くほど意気消沈していた。

　たしかに家事をしてくれる人が欲しいとは言ったが、誰でもいいわけじゃなく、俺は千波に来てほしかったんだ――。

　そんな思いで若干いじけていた俺は、予告通りその家政婦らしき人物がマンションを訪れインターホンを鳴らしても、出る気になれなかった。

　千波以外の人物なら家に上がられるのも嫌だし、家政婦の件は仕事をしながら適当にあしらおう。

　俺はそんな投げやりな気分で、誰かが部屋に入ってくる気配に気づいても、わざとパソコンの画面に集中していた。しかしあろうことか、俺の部屋に立っていたのはおばちゃん家政婦なんかじゃなく――。

『父は紺野博史！　私、その娘の千波です！』

　振り向いてみれば、心から会いたいと思っていた彼女の姿がそこにあって。

　偶然カフェで目にしたときもその成長ぶりにはどきりとしたが、その彼女が俺をまっすぐに見つめていることで、さらに胸は高鳴った。

　これは保護者のような気持ちでも、兄のような気持ちでもない。俺は、目の前の女性に惹かれているんだ。そのときはまだ淡い予感のような想いだったが、今まで女性などあまり興味がなかったはずの俺が、初めて抱いた甘い感情だった。

　千波との同居生活が始まると、彼女は思っていた以上に無防備で隙だらけで、俺の心を乱していった。

　うれしいときには花が咲いたように笑い、かと思えば、ぼんやり憂いを帯びた横顔には煽情的な雰囲気を漂わせ。千波は男性経験がないのを気にして自分を卑下したりするが、だったらどうしてそんなに男を煽る表情をするのかと、押し倒して何度問いつめたくなったかわからない。

　そうして同居生活で彼女のいろんな顔を知るうちに、家政婦として千波が家にやってきた日に芽生えた淡い気持ちはみるみる本気の恋心になった。しかしだからこそ俺は彼女にあの約束を思い出してほしくて、意地になってしまった。

　そう、意地だ……くだらない意地。俺は千波が出ていく直前、なにを思っていたのかなんて考えてもいなかったんじゃないか？

　クリスマスパーティーの頃からずっと、千波はなにかに追いつめられていた。

　そんな彼女に気がついていたのに寄り添ってやろうとせず、ただ自分の思いだけぶつけて……拒否されて、ひとりよがりに傷ついて。

「……なにをしているんだ、俺は」

　自分を責めながら、髪をくしゃりと掴む。仕事のことならどんなトラブルにも冷静に対処できるのに、千波のこととなると感情が昂たかぶってまるでダメになる。

　はぁ、と大きなため息をつき、水でも飲んで落ち着こうとキッチンに向かった。

　ミネラルウォーターを取り出すために冷蔵庫を開けてみると、ふとプラスチックの保存容器に入ったおかずが目に入る。手に取って蓋を開けてみると、中にはデミグラスソースたっぷりの煮込みハンバーグが。

「そうか……昨日、俺が急遽当直になったから」

　夕食が必要ないと知ってがっかりしただろうに、こうして俺の分を取っておいてくれたんだな……。

　俺はキッチンで立ったまま千波のお手製ハンバーグにかぶりついて、あっという間に完食する。そしてさっき取り損ねた水を取ろうと再び冷蔵庫を開けると、今度はふたつ並んだコンビニスイーツに気がつく。

　一緒に食べようと思っていたのだろうか。ハンバーグのことといい、千波のけなげな想いが伝わってくるようで、胸がきつく締めつけられる。

　この部屋に彼女がいるのがあたり前のようになっていたけれど、失ってみて初めて、それがかけがえのない愛しい時間だったのだと思い知る。

　俺にはきみが必要なんだ……。このまま手放すなんて、考えられない。

　明日は幸い休みだ。千波はきっと実家にいるだろうから、迎えにいってちゃんと話し合おう。

　くだらない意地は捨てて、本音で……お互いの気持ちを。

　俺はそう決心するのと同時に、今度こそ手に取ったミネラルウォーターをごくごくと喉に流し込むのだった。




　千波のことを思うとなかなか寝つけず朝方ようやく眠りについたため、目を覚ましたときにはすでに午後一時頃だった。

　もう少し早く起きて行動したかったのだが……と寝坊を悔やみつつ部屋で身支度を整えていると、ベッドの上でスマホが音を立てる。

「千波？」

　慌てて確認した画面に表示されている名は、橋本修平。

　なんだ、お前か……。と内心あからさまに落胆しつつも、仕方なく電話に出る。

「はい」

『あ、暁？　今、千波さんってどうしてる？』

　……どうしてこいつが千波のことを。

　しかもこのタイミング……もしかして、千波のことをなにか知っているのだろうか。

「昨夜出ていった。でも俺が悪いんだ。これから迎えに――」

　俺が最後まで言い終わる前に、橋本の盛大なため息が聞こえた。

『やっぱりそうか……。そのことでちょっと謝りたいからさ、千波さんとこ行く前に病院寄ってくれよ』

「謝る……？　なんで橋本が」

『来ればわかる。じゃあ待ってるから』

　腑に落ちないまま一方的に通話は切れ、俺はスマホを見つめたまま顔をしかめる。

　本当なら一刻も早く千波を迎えにいきたいが、橋本の話も気になる……。しかし電話で話せば済むことなのにわざわざ病院に呼び出すというのは、なにか意味があるのだろうか。

　病院ならそう遠くはないし、橋本の話を聞いてから千波のもとに向かってもそこまで遅くはならないか……。そう考えた俺は、とりあえず先に車で病院へ向かうことにした。




　待ち合わせた病院の中庭には休憩時間らしい橋本の姿がすでにあり、俺が近づいていくといきなり腰を九十度に折って「すまん！」と口にした。

「いやだから、どうしてお前が謝るのかっていうのを聞きたいんだけど」

　顔を上げた橋本は、気まずそうに口をもごもごしながら話しだす。

「……俺さ、一度お前のマンションにお邪魔したろ？」

「ああ、来たな。まさか、今さら千波を酔わせたことを謝ってるのか？」

「いや、違うんだ。俺さ、たしかに興味本位でお前の溺愛する家政婦さんを見てみたいなぁとは思ってたけど、最初は暁が嫌なら無理やりお邪魔するつもりはなかった」

　なに……？　俺の記憶では、かなり強引に押しかけてきたような気がするんだが。

　怪訝そうにする俺にかまわず、橋本は続ける。

「でも、その……ほかにも『暁先生のプライベートが見たい』って同僚がいて熱心に頼み込まれたから、なら代表して俺が行ってやる！つー感じで、意気揚々とお邪魔させてもらったわけだ。でもな……」

　橋本はなにを言いたいのだろう。お前がどんな心境で俺のマンションを訪れたかなんて、正直どうだっていいのだが。

　千波のもとに早く向かいたいのをこらえてこの場にいるので、段々と苛立ちを感じ始めたそのときだった。

「――気づいちゃったのよね。自分が利用されただけだって」

　不意に聞こえた女性の声に振り向くと、どこからともなく現れたのは同僚の内科医、中村由貴だった。

「中村……？」

「橋本先生が私に好意を抱いているのはわかってた。だからこう言ってみたのよ。『完全に暁先生に失恋したら、新しい恋ができそうかも』って。思わせぶりにね。そしたらおもしろいほどにうまく乗ってくれて、私の手先になってくれた。もちろん、自覚はなかったでしょうけど」

　中村は悪びれもせずに語り、長い髪をうっとうしげにかき上げた。橋本は沈痛の面持ちで地面を見ている。

「彼に暁先生の自宅での様子を聞いて、それとなく住所も聞き出して。ありがとう、もうお役御免よって言ったら、やっと気づいたみたい。私が暁先生のことをあきらめるつもりなんてないって」

　……なんて自分本位なんだ。相変わらず黙り込んでいる橋本が、さすがに気の毒になる。

「それでね、昨日、彼に教えてもらったあなたのマンションに行って、千波さんと話してきたの」

「……千波と？」

　思いもよらなかった展開に驚き、眉根を寄せる。

　そんなこと、彼女はひと言も言っていなかったのに……。昨夜千波の様子が変だったのは、そのせいなのか？

「ええ。暁先生がいつまでもこっちを向いてくれないからもう我慢できなくて、いろいろ言わせてもらったわ。でも、目に涙をためて精いっぱい純愛ぶる彼女に余計に腹が立った。暁先生、あんな世間も男も知らない小娘のどこがいいわけ？　どこからどう見ても、あなたレベルの男が付き合う相手じゃないわよ」

　そういうことだったのか……。中村はきっと、似たような暴言を千波にも吐いたに違いない。おそらく橋本もそれを知って謝ってきたのだ。利用されていたとはいえ、中村に俺の自宅を教えてしまい、そのせいで千波が傷ついたと察して。

　……それで千波は、どうして自分を抱かないのかって、不安げに俺に尋ねたんだ。

　なのに俺は安心させてやれず、さらに彼女を傷つけてしまった。

　〝あなたレベル〟だなんてあがめてもらうようなデキた男じゃないんだ、俺は。

　でも、たったひとり心から愛した女性だけは、この手で絶対に幸せにしてやりたいと思う。……そして、それはきみじゃないんだ。

「中村」

「……なによ」

「気持ちに応えられないのは、本当に申し訳ない。でも、俺には千波だけだから。世間を知らないとか男を知らないとか、そんなの関係ないんだ。誰がなんと言おうと、俺は彼女だけを愛してる。ほかの女性にはいっさい興味がない」

　きっぱりとそう言って、中村を見据える。彼女は俺から目をそらし、悔しそうに唇を噛んだ。

　そんな彼女をフォローするように、橋本がそっと彼女の肩に手を置く。

「だから言ったろ、暁はもうやめとけって」

「うるさいわね……アンタなんかに私の気持ちがわかるわけ……！」

「わかるよ。少なくとも、好きな人に振り向いてもらえない気持ちはな。利用されてたってわかってもまだこりねえくらい、俺もしつこいから」

　自嘲気味に自分の気持ちを暴露した橋本に、中村は驚いて目を見開く。

　しかし橋本はそれ以上なにも言わず、白衣のポケットに手を突っ込んで中庭を去っていき、その場に俺たちふたりを取り残した。

　少しの間沈黙が続いたが、それを破るように口を開いたのは中村の方だった。

「俺のことはさっさとあきらめてアイツとくっつけ、とか思ってるかもしれないけど、無理だから。あんな男好みじゃないし……こう見えて結構本気だったのよ、あなたのこと」

「……別に思ってないよ。橋本の恋が実ろうが散ろうがどうでもいい」

　橋本のことはいいヤツだとは思うが、男同士で恋の応援もないだろう。そんな俺のドライな態度を、中村は悲しげな瞳をしつつもクスクス笑う。

「結構冷たいわよね、暁先生って。……彼女以外には」

「そうかな。無意識だけど」

「ホント、あなたの目には彼女しか見えていないのね……。橋本先生から、あなたのマンションを訪れたときの様子を聞いてわかってはいたけれど、どうしてもあきらめきれなかった。それで、直接彼女に会いにいったの。あなたの心を独占している彼女が憎くて、ひどいこともたくさん言ってしまった。……申し訳なかったわ」

　冷静さを取り戻した中村は、自分の過ちを認めてうつむく。しばらくして顔を上げた彼女はうっすらと目に涙を浮かべていたが、さっぱりした口調で続けた。

「悔しいけど彼女には負けたわ。あなたへの想いは今後も多少引きずると思うけど、仕事はちゃんとやるから。あなたも変なふうに気を使わないでね」

　涙目になりながらも吹っきれたような笑みを見せる彼女に、俺もうなずいた。

　千波を傷つけた件に関しては許せない思いもあるが、中村のことは同僚として信頼も尊敬もしているし、これからもともに仕事をしていきたい優秀な医師であることに変わりはない。

「わかった。じゃあ、俺は行くから」

「はいはい。どこへでも行っちゃって。地の果てへでも」

　皮肉気な言葉とともに手のひらでしっしっと追い払うような仕草をされ、俺は苦笑しながら彼女に背を向け病院を後にした。




　やっとの思いで千波の家にたどり着き門の前で車を降りると、今さらのように緊張が襲ってきた。

　アポなしで来てしまったが、そもそも家にいるのだろうか。いたとしても、出てきてくれなかったら話にならない。

　俺のことなんて顔も見たくないと思っている可能性も……。

　ちゃんと話し合おうと決心したはずが、直前になって怖気づいていたそのとき。

「あれ？　あなたは……」

　背後から聞き覚えのある男の声がして、振り向く。するとそこにはいつかも対峙した、千波の義理の弟になる予定の白石という男がいた。

　……なぜ彼がこの家に。

　怪訝そうにする俺に、白石は慌てた様子でスマホを取り出しどこかに電話をかけ始める。しかし相手が出ない様子で「ああ……くそ」とつぶやいたかと思うと、突然俺を睨んで言い放つ。

「早くご自宅のマンションに帰ってください！　千波さん、あなたに会いに戻ったんですから！」

「え？　千波が……？」

　状況を把握できずその場を動こうとしない俺に、白石が痺しびれを切らしたように詰め寄ってくる。

「この家のアルバムに、ずっと昔に撮られたあなたの写真があって……千波さん、それを見てあなたとの過去を思い出したみたいなんです。それでさっき、マンションに戻るって」

　千波が俺を思い出した……。その事実に息をのみ、余計に会いたい気持ちが募った。

　でも、肝心の千波はここにはおらず俺のマンションに向かったらしい。完全に入れ違いだ。

「彼女が出ていったのはどれくらい前ですか？」

「三十分くらい前です。とにかく早く行ってください！　これ以上千波さんを泣かせたら、今度こそ俺が奪いますからね」

　白石に苛立ったようにけしかけられ、俺はうなずいた。そしてすばやく車に戻り、来た道を引き返す。幸い道路は空いていて、マンションまでさほど時間はかからなそうだ。

　少し気持ちに余裕を取り戻しつつ、たまたま差しかかった交差点の赤信号で止まっていたときだった。ふと歩道に目をやると、小さな人だかりができているのに気づく。

　信号がまだ変わらないのを確認してもう一度歩道に視線を移すと、人だかりの中心に女性が倒れているのが見えた。

　目を凝らしてみると、どうやら意識がない様子だ。それを認めた瞬間、考えるより先に体が動いていた。俺は付近の安全な場所に車を止め、人だかりをかき分け歩道で倒れている女性のもとへ駆け寄る。

「大丈夫ですか!?　誰か救急車を呼んでください！　それとＡＥＤを！」

　周囲の人々に指示を出し、できる限りの応急処置をする。千波を待たせることになってしまうと頭の片隅でわかってはいたが、医者として見て見ぬフリなどできなかった。

　やがて救急車が到着し、搬送先に決まった病院は偶然俺の職場だった。

　救急隊員と病院側とのスムーズな連携を取るために俺はそこまで車でついていき、そのまま結局仕事をすることになった。

　女性は無事に危険な状態を脱したが、ようやく帰れることになったのは午後六時頃。

　千波はもう待っていないだろうと意気消沈しながら帰路につく。車なのであっという間にマンションに着き、地下駐車場に車を止めてエンジンを切った。

　ちょうどそのとき、ポケットに入れていたスマホが音を立てて着信を知らせた。

「さすがにこのタイミングで病院からの呼び出しってことはないよな……」

　そうひとりごちて画面を見た俺は、自分の目を疑った。……千波からの電話だ。

　俺は迷わず通話をタップし、スマホを耳にあてる。

「もしもし千波？　ごめん、昼間俺に会いにきてくれたって聞いたけど、今仕事から帰ってきたところなんだ。千波さえよければまた日を改めて――」

『よかった、帰ってきたんですね……？　あの、私今、マンションの近くにいて』

　マンションの近くにいる……？　俺はスマホを耳にあてたまま車を降り、駐車場からマンションの外の地上に出て、辺りを見回す。

「今、外に出た。どの辺にいる？」

『マンションの前の、広場の、ベンチです……』

「わかった。今すぐ行くけど……千波、なんか声が……」

　妙にかすれて吐息が多く、弱々しい声音を心配しながら、彼女を捜す。

　小さな広場なのでベンチに座るその姿はすぐに見つかり、ホッとしながら通話を切って駆け寄ったのだが。

「礼央さん……会えた。よかった、ずっと待って、て……」

「千波！」

　俺の姿を確認して一瞬笑顔を見せたものの、そのまま気を失うように前のめりに倒れ込んだ千波を、とっさに支えた。

　体が熱い……かなりの高熱だ。それに『ずっと待ってて』って……もしかして、昼間俺に会いにきて、でもマンションには不在だったからってずっとここにいたのか？

　まだ合鍵も持っていただろうに、俺に断らず家に上がるのは気が引けたのだろうか。

　ハッとしてスマホの着信履歴を見ると、何度か千波からの連絡が入っていた。

　普段から病院ではあまり私用のスマホは見ないし、今日はとくにバタバタしていたためさっきスマホが鳴るまでその存在すら忘れていた。

　……なにをやっているんだ俺は。

「ごめん、千波……」

　俺は熱で火照った体を優しく抱き上げて、彼女を介抱するためマンションへ入っていった。










「結婚しよう、千波」




「ん……」

　暖かなベッドの中で、私は目を覚ました。

　頭が痛くてぼうっとする。ここ、どこだろう。見たことある天井だけど……。

　ゆっくり目をしばたかせて、自分の置かれた状況を思い出す。

　たしか私、礼央さんに会いにきて……でも彼は不在で、ときどき電話をかけてみても出てもらえなくて。急な仕事かなと思いながら、すっかり暗くなった頃にようやく電話がつながって……。

『千波！』

　愛しいあの人がそばまで来て、私の名を呼んでくれた気がする。でも私、そのまま意識が遠くなっちゃったんだよね。ということは、ここは礼央さんの部屋……？

　ぼうっとしたままの頭でそんなことを考えていたら、ふと鼻腔をくすぐるおいしそうな香りに気がつく。

　いい匂い……ご飯のおこげみたいな、香ばしい感じ。

　すんすんとその香りを嗅いでいたら、次第に香ばしさが焦げくささに変わり、なんだか心配になってくるとともに、意識もハッキリしてきた。

　ここはやっぱり礼央さんの部屋だ。ということは、キッチンに立っているのは彼しかいない。でも、彼はまったくと言っていいほど家事ができなかったはずなのに……いったいなにを作っているの？

　居ても立ってもいられなくなり、フラフラとした足取りでリビングダイニングへ移動する。ドアを開けると焦げくささはいっそう強くなり、やっぱり彼がなにか作ってるんだ……と、恐る恐るキッチンを覗いてみる。

　するとコンロの火はすでに消えていたものの、もはや作っていたのがなんだったのかわからないほど丸焦げになった片手鍋を前に、礼央さんが難しい顔で腕組みをしていた。

「……あの。大丈夫、ですか？」

　遠慮がちに声をかけると、我に返った礼央さんがこちらを向く。

「千波。まだ寝てないとダメだろ」

「は、はい、すみません……。でも、寝室まで焦げくさいにおいが漂ってきていたので心配になってしまって」

　そう説明すると、礼央さんはすまなそうに目を伏せる。

「……そうか、ごめん。俺は本当に料理の才能がないらしい。お粥かゆって、案外難しいんだな。水の量を間違ったらしくて、目を離した隙にこんな状態に……」

　家事の苦手な礼央さんがお粥を？　私のために……？

　どうやら失敗してしまったようだけれど、彼の優しさに胸が温かくなった。

「ありがとうございます、礼央さん。気持ちだけでもうれしいです」

　私は素直に感謝したものの、礼央さんはばつが悪そうに苦笑する。

「本当にごめん、病人に気を使わせて。とりあえず今、温めるだけで済むお粥を買ってくるよ」

　そう言って私の横をすり抜けようとした彼の腕を、私はとっさに掴んでいた。

　……行っちゃやだ。駄々っ子みたいな思いが、胸に湧き上がって。

「千波？」

「い、行かないで……ください」

「大丈夫。すぐに帰ってくるよ？」

　優しい微笑みで諭されるけれど、私は首をフルフル横に振った。

「その前にちゃんと謝らせてください。礼央さんはずっと私を覚えていてくれたのに、私は昨日、写真を見つけるまでずっと忘れたままだったから……」

　小さな頃だったとはいえ、あんなによくしてもらった相手をなんで忘れていたのだろう。自分の記憶力の悪さにほとほとあきれてうつむいていると、頭の上にぽんと大きな手がのせられる。

「嫌なこととかショックなことって、無意識のうちに記憶に蓋をしてしまうだろ？　千波の中では、俺との別れがそれほど大きなショックだったってことじゃないかな。……でも、いいんだ、もう昔のことは。俺の方こそ、過去にこだわりすぎて千波を傷つけた。ごめんな」

「礼央さん……」

　優しい瞳と目が合うとつい泣きたくなってしまい、顔を隠すように彼の胸に自分の顔を押しつけた。

　彼は私の背中に腕を回し、安心させるようにぎゅっと抱きしめる。それから、今までで一番甘いハスキーボイスが耳もとでささやいた。

「好きだよ」

　ずっとずっと欲しかったその言葉に、胸が熱くなる。思わず浮かんだ涙で、視界が揺らめいた。

「私もです……礼央さんが、大好き」

「千波……」

　涙ながらの告白に応えるように、礼央さんが少しだけ体を離して優しく唇を奪う。

　触れるだけのキスだけれど、長い間重ねられた唇から、彼の確かな愛情が伝わってくる。

　できることならいつまでもこうしていたい……。私は勝手にそんな気持ちに浸っていたけれど。

「やっぱりまだ体熱いな。ベッドに戻ろう」

「え、でも……」

　もう少し礼央さんに抱きしめられていたかったのにな……。

　不満が顔に出ていたのか、彼は穏やかな笑みで言った。

「俺もずっとそばにいるから、安心して」

「……ありがとうございます」

　うれしいな……。専属のお医者様がそばにいてくれるなんて、これ以上の安心はないもの。

　私は再び彼のベッドに寝かせられ、礼央さんはデスクの椅子をそばに持ってきて座った。そしてようやくゆっくり話せる環境が整ったところで、私はベッドの中から礼央さんを見上げて語りかける。

「あの、礼央さんはその……いつから私を？　出会った頃は子どもだったから、再会してからですよね？」

「ああ、そっか。千波は俺と紺野先生がメールのやり取りをしてたのを知らないのか」

「メール、ですか？」

　きょとんとして聞き返すと、彼がデスクの上のパソコンを操作していくつかのメールを見せてくれた。そのすべてに私の近況と写真が添えられていて、父の私に対する愛情深さがうかがえた。

　しかし同時に、ときどきあまり写りのよくない写真も平気で礼央さんに送られていて、ちょっとだけ父が恨めしくなる。

「俺はこのメールで、千波がどんなふうに成長して大人の女性に変わっていくのかをずっと見ていた。泣き虫だった千波が、医学部を目指して必死で勉強していたのも知ってる。寂しいのに、紺野先生に恨み言のひとつも言わず、家事も勉強もがんばっていたんだよな。夢は叶わなかったかもしれないけど、立派に成長した妹が頼もしくて、誇らしかった」

「……そんな。誇らしいだなんて」

　結局医学部には入れなかったんだし、そんなに褒めてもらうことじゃない。

　照れくさくて素直に褒め言葉を受け取れず、私は首を振って謙遜した。

「だから、帰国したらひと目会いたいなと思ってたんだけど、偶然カフェで見かけたときは驚いたよ。写真で見るよりずっときれいになってたから」

「えっ。見かけたって……どこでですか？」

「千波の大学のそばのカフェ。千波は友達とふたりでいたんだけど、偶然聞こえてきた会話の内容から俺の会いたかった〝千波ちゃん〟だって気づいて、結構ガン見しちゃったよ。そのとき、妙に心が揺さぶられている自分に気づいて……それからかな、千波がただの妹じゃなくなったのは」

　当時の気持ちを確かめるように、宙を見ながら語る礼央さんにドキドキした。私の知らないところで彼が私を見つめていたのだと思うと、恥ずかしくてくすぐったい。

「家政婦として一緒に暮らすようになってからは、あっという間に恋に落ちた。毎日顔を合わせるたびに惹かれて、千波のどんな顔も独占したくなって。婚約者のフリだなんて口実を使って、キスやハグにも正当性を持たせようとした」

「そ、そうだったんですか……」

　自分で聞いておいたくせに、面と向かって恋の始まりを説明されるとすさまじい照れに襲われる。婚約者のフリを提案してきたあのときも、すでに礼央さんの気持ちは私に向いていたんだ……。

　ぽわんとそんなことを思いながら彼を見つめていたら、礼央さんが少し意地悪な顔で忠告する。

「熱に浮かされて潤んだ目でそんなに見るなよ。千波が病人だってこと忘れて、めちゃくちゃにしたくなるだろ」

　冗談めかした口調ながらも瞳に宿る熱は本物で、私の鼓動が一気に加速する。

　けれど同時に安心もしていた。礼央さんにとって自分はそういう対象になるんだって、改めて言ってもらえた気がして。

「あの、風邪が治った後なら……その、喜んで」

　布団で顔を半分隠しながらそう伝えると、礼央さんは一瞬面くらったような顔をした。でも、それはすぐにＳっ気の滲んだ妖艶な微笑に変わり、鋭く細めた目で彼が言い聞かせる。

「……今の発言、やっぱり後で撤回、とか認めないからな」

「は、はいっ」

　激しく脈打つ心臓の音を全身で感じながらも、私はしっかりとうなずいた。

　初めてのことに対する怖さがないわけじゃない。でも、心から好きになった礼央さんが相手なら、大丈夫なはずだから。




　なんとか年内に風邪を治した私は、大みそかの夜も張りきってキッチンに立っていた。漆塗りの重箱に詰めるのは、手作りのおせち。自分で白身魚をすり身にして卵と一緒にふわふわに焼き上げた伊達巻きは、とくに自信作だ。

　明日の夕方、礼央さんとともにこれを持って実家を訪問し、温泉から帰ってくる父たちと一緒に新年のお祝いをする予定なのだ。

「ただいま」

「あっ、おかえりなさーい」

　礼央さんが帰ってきた声がしたので、いったん手を止めて玄関に向かう。

　彼は今日が仕事納めだったせいか、出迎えた私に向ける笑顔はいつもより晴れやかだった。

「今日で今年のお勤めは終わりですね。お疲れさまでした」

「ありがとう。呼び出しがなければ、だけどな」

「気になる患者さんが？」

「いや、今は比較的容体が安定している人が多いから大丈夫だと思う」

　廊下を歩きながらそんな会話をし、リビングダイニングに入るとスーツのジャケットを脱ぎネクタイをはずした彼がキッチンを覗く。

「お、すごい。本格的なおせちだ」

「ちょっと気合い入れちゃいました。来年は父が再婚するし、お祝いムードを出したいなって」

　父も白石さんも二度目の結婚ということで式を挙げるつもりはないらしいけれど、そのぶん家族では盛大にお祝いできたらいいなと思っている。

　ただ、実は今拓斗くんとちょっと気まずい状態なんだよね……。明日顔を合わせたときに、少し話ができるといいな。

　そんなことを思いながらおせちを詰める作業を再開していると、いつの間にか背後に回っていた礼央さんにぎゅっと抱きしめられる。

　前のように動揺することはもうないけれど、照れくささは変わらない。

　絶対に赤くなっているであろう顔はあまり見られたくないなと内心思っていると、礼央さんが甘えるように私の肩に顎をのせた。それから耳のすぐ近くにある彼の唇が、静かにささやく。

「祝い事、もうひとつ増やしていい？」

「お祝い……なんのですか？　礼央さん、病院で出世なさるとか？」

　そう聞いてみると、ふっと笑った彼の鼻息が首筋にかかる。

「まぁそれも近いうちにあるらしいから、あながち間違いでもないけど……俺が今言ってるのは、全然別のこと」

「別……。なんだろう。あ、もしかして礼央さん、お誕生日が近いとか――」

　そう言いかけた瞬間左手を掴まれて、薬指にスッと固いものがはめられる感触が。

「え？」

　これって……まさか……。

　パッと下を向いて自分の左手を見ると、センターストーンに大粒のダイヤが輝く、やわらかなフォルムのプラチナリングが。

　突然のことに言葉を失い呆然としていると、礼央さんは私の肩を掴んで優しく振り向かせ、両手を取って包み込むようにそっと握った。

　そして、誓いを述べるようにゆっくり、言葉を紡ぐ。

「結婚しよう、千波」

　突然のプロポーズに驚き、私はとっさに言葉が出なかった。けれど徐々にこれ以上ないほどの幸福感が胸に押し寄せて、目の端にじわりと涙が浮かぶ。

「礼央さん……本当に？　これ、夢じゃないですか？」

　頼りない声で尋ねると、礼央さんは穏やかな笑みで私に言い聞かせる。

「夢じゃないよ。だって約束しただろ？　あの日、別れ際に空港で」

　礼央さんの言葉で、再び脳裏によみがえる懐かしいシーン。

　彼との別れがつらすぎた私は、今度再会したときには絶対に離れられないように、結婚しちゃえばいいんだ！と単純に思って。お気に入りのおもちゃの中から聴診器を渡し、彼に逆プロポーズのようなことをしたんだよね。……なんてませた子どもだったんだろう。

「……覚えていたんですね。すみません、私、生意気で」

「いや、あのときはもうかわいくて仕方なかったよ。……でも、今はもっとかわいいし、愛おしい存在になった。だから、これから一生をかけて愛させてほしいんだ。千波が隣にいない人生は考えられない」

「礼央さん……」

　愛情深い言葉の数々に、乾きかけていた涙が再び瞳を濡らす。

　……ねえ、小さかったあの日の私。あなたの純粋な想いが、今実を結ぼうとしているよ。ひとりぼっちで寂しかったあなたを救い、離れていてもずっとずっと見守ってくれていた優しいこの人が、約束を叶えようとしてくれてる。

　あなたは世界一の、幸せ者だよ――。

「私も……礼央さんを愛したい。あなたの隣でずっと、人生を歩みたい」

　震える声でそこまで伝えてから、私は一度大きく息を吸って、過去の自分と同じ言葉を使って、彼にプロポーズの返事をする。

「私を、およめさんにしてください」

　礼央さんはそれに応えるように優しい微笑みを浮かべてぎゅっと私を抱き寄せる。

　それから耳もとでそっと「喜んで」とささやいた。

　大みそかの夜から元日にかけては、礼央さんのスマホに病院からの連絡が入ることもなくとても穏やかな時間だった。

　年末恒例となっているテレビ番組をザッピングしながらちょっとしたご馳走を食べ、まったりと会話をしながら十二時を迎えた。そしてふたり改まって「明けましておめでとうございます」と挨拶し合うと、なんだか気恥ずかしかったけれど、しみじみとした幸せを感じられた。

　お互いにまぶたが重くなってきてそろそろ寝ようとなったとき、私はどこで寝るのだろうと少々緊張していたのだけれど、それを察した礼央さんは言った。

「千波を抱きたいのは山々だけど、明日……いや今日か。紺野先生にちゃんとご挨拶してからにしようかなと思ってる。一応、ケジメつけたくて」

「礼央さん……」

　曖昧な関係だった家政婦時代もキス以上のことは一度もなかったし、彼は思っていたよりずっと真面目な人みたいだ。そういうところも、やっぱり好きだと思う。

　これからもきっといろいろな面を知るたび、彼への想いは深まっていくのだろう。

　それでも別々に寝るのはさすがに寂しくて、いつかのように添い寝をすることになった。礼央さんの方を向いてベッドに横たわった私は、眠るまでずっと彼の顔を見つめているつもりだったのだけれど。

「……千波。見すぎ」

　なぜか片手で顔を覆った礼央さんに、見つめるのを拒否されてしまう。

「えっ。ダメですか？」

「ダメ。我慢できなくなる」

「我慢って？」

「……前にも言っただろ」

　礼央さんはぶっきらぼうにそう言うと、バサッと布団をめくり私の上に覆いかぶさった。猛獣に襲いかかられたようなその体勢になってやっと、私は彼の言う我慢の意味に気がつく。

　そういえば前に添い寝したときも、顔を見たら襲いたくなるからうしろを向いているように言われたんだった……。

「ご、ごめんなさい……私、うしろ向いてますね」

　しゅんとして謝ると、礼央さんはため息をついてもとの位置に戻り、布団をかけなおした。

「いや、千波が謝ることじゃない。俺が自分を制御できないのが悪いんだ。でも、これだけはわかってほしいんだけど」

　そこで言葉を切った彼に、うしろからふわりと抱きしめられた。ドキッと胸が鳴り、全身がじわじわと熱を持つ。ベッドの中で密着しているという状況だけでもたまらなく恥ずかしいのに、礼央さんは私の耳に唇をくっつけて妖艶なかすれ声でささやく。

「……俺が欲情するのは、千波だけだよ」

　甘く誘惑するようなそのセリフに体の芯が疼くような感覚がして、私はうろたえた。

　なにこれ……おなかの奥がジンジンして、切ないようなもどかしいような、初めての感覚。もしかして私、礼央さんに欲情してるの？　だとしたら、これはどうやって収めるの？　どうしよう、教えて雅子～！

　背後の礼央さんにドキドキしつつ心の中で友人に救いを求めていると、そのうち耳もとで規則的な寝息が聞こえてきた。

　あ、寝ちゃったんだ礼央さん……。彼が寝ているなら、もうこの体勢じゃなくてもいいかな？

　緩んだ彼の腕の中で体を反転させ、今度は思う存分礼央さんの顔を見つめる。

　やっぱりカッコいいな……。少しうねった黒髪も似合ってるし、鼻筋は二次元男子のようにまっすぐだし、まつ毛もどれだけ長いの……。

　そうして見つめ続けているうちに、収まりかけていたさっきの疼きが再びくすぶり始め、私はつい我慢できずに彼の唇に口づけた。礼央さんは熟睡しているらしく、微動だにしない。人形にキスしているみたいなその状況に、なんだか物足りなさを覚えてしまう。

「もっとキスしたいです、礼央さん……」

　思わず寝ている彼にそう話しかけ、当然のように無反応な彼を見て、ようやく私はあきらめる。

「……おやすみなさい」

　独り言のようにそう言って目を閉じたけれど、なかなか寝つけそうになかった。

　体もまだ熱いし、なんだか今夜は変な気分。朝になって目を覚ました礼央さんに、早く会いたいな――。




　昨夜はそんなふうにのぼせ上がっていた私だったけれど、朝になるとすっかり落ち着いていて、いつも通りに家事をこなした。

　少し遅めに起きてきた礼央さんにお餅を焼いてもらい、関東風のお雑煮を作ってブランチ代わりに食べ、ちょっぴりお正月らしい雰囲気を味わった。

　それからおせちの仕上げをして、礼央さんの運転する車で実家に向かうことに。

「おかえりなさい、千波ちゃん」

「おかえり、千波。暁少年もいらっしゃい」

　実家に着くと、少し見ない間にすっかり夫婦らしくなった父と白石さんに出迎えられた。再婚の話を聞いた当初は、私の居場所がなくなるような気がして寂しく思う気持ちもあった。しかし、いざ幸せそうなふたりを目にしたら、そんなものは吹き飛んでしまい、今はふたりを純粋に祝福する気持ちしかない。

「おー、さすが千波。これまたうまそうなおせち作ってきてくれたんだな」

「俺、味見しましたけど本当にうまいですよ。とくにこの伊達巻き」

「わ～本格的ね。私、料理苦手だから今度教えてほしいわ」

「じゃあ今度レシピ書いて持ってきますね」

　ダイニングテーブルにおせちを広げてワイワイそんな会話をしていると、リビングのドアが開いて拓斗くんが顔を出す。その瞬間ばっちり目が合ってしまい、私は一瞬ためらったけれど意を決して彼のもとへ歩み寄っていった。

「こんにちは、拓斗くん。家にいたんだね」

「そりゃいますよ。デートしたいと思ってた相手に振られたばかりですから」

「あー、ええと、その節は……」

　仏頂面の拓斗くんが放った嫌みっぽいセリフに、思わず口ごもってしまう。

　実は礼央さんのマンションを飛び出した翌日、拓斗くんは気晴らしに出かけないかと誘ってくれたのだけれど、私は断ってしまった。

　アルバムを見てから礼央さんとの過去のつながりを思い出し、彼の本当の想いを知りたくて居ても立ってもいられなかったから、彼のマンションに戻ると言ったのだ。

　そのとき――。

『俺、千波さんのお母さんの亡くなった原因が自分にあると知ってから、ずっとあなたに対して責任を取らなきゃいけないんだって思ってた。千波さんが小さい頃寂しい思いをしたのは俺のせいだって……だから、大人になったら俺があなたを守るって決めてた』

『拓斗くん……』

『でも今は、そんな義務感なんかじゃなく、あなたを行かせたくない。好きなんです、千波さんのことが。お願いですから、ここにいてください』

　そう一生懸命に告白され、拓斗くんの想いは伝わってきたのだけれど……私は彼の気持ちに応えることができなかった。

『ごめんね、拓斗くん。私……彼のところへ行く』

　そう言って、私は彼を振りきるように家を飛び出したのだ。

　それ以来初めて言葉を交わすとあって、ついぎこちない態度になってしまう。

　しかし拓斗くんの方は気まずい雰囲気をものともせず、私の手もとを見てため息をこぼす。

「あーあ、指輪までつけられちゃって、もう逃げられないじゃないですか。束縛彼氏さんから」

「れ、礼央さんは別に束縛彼氏なんかじゃ……！」

「……でもよかったです。千波さん、今日は幸せそうな顔してる」

「えっ？」

　拓斗くんが不意に放った言葉が意外で、思わず彼の顔を見上げる。そこには初めて見る拓斗くんの穏やかで優しい笑みがあった。

　そうか、前に会ったときの私は、礼央さんのもとを飛び出してきたばかりで、ぐちゃぐちゃな顔をしていたから……。

「もっともっと幸せにしてもらってくださいね。じゃなきゃ、弟が実家に姉を連れ戻すって、あの人にも言っておいてください」

　相変わらず嫌みっぽい口調ながらも、それが彼の優しさなのだとわかって、胸が熱くなった。

　ありがとう、拓斗くん……。今度こそ、あなたとはいい姉弟の関係になれるような気がする。

「わかった。私、目いっぱい幸せになるね。拓斗くんは立派なお医者様になれるように、がんばって」

「はい。紺野先生の大事な病院をつぶすわけにはいきませんから」

　私たちは笑顔でうなずき合うとダイニングに移動し、五人ではちょっと狭く感じるテーブルでささやかな宴の準備を始めた。

　それが整って、ようやく乾杯となる直前のことだった。

「お父さん、千波さんを僕にください」

　礼央さんがいきなりそう言って父に頭を下げ、部屋がしんと静まり返った。

　こ、このシーンってドラマでしか見たことなかったけど、実際娘の立場でもすごく緊張するものなんだな……。

　礼央さんと一緒に頭を下げつつ上目遣いで父を見ると、難しい顔で腕組みをしていて、口を一文字に引き結んでいる。

　お、お父さん、早くなにか言ってよ……！

　居たたまれない空気にそわそわしていると、ようやく父が口を開いて。

「ダメだ！」

　ただひと言それだけ言うと、また黙り込んでしまった。

　え……？　ダメってなんで……？

　私と礼央さんが顔を見合わせ、困惑していたそのときだった。

「なーんてな。昭和のカミナリ親父、一回やってみたかったんだ」

　父がふざけた調子で言い、ぺろっと舌を出した。

　そういえば、しばらく会わないから忘れていたけど、父ってばこういうふざけた性格だった……！

「も～～！　ハラハラしちゃったじゃない！」

「ごめんごめん。暁少年のことは、文字通り少年の頃から信頼しているから、うちの娘でよかったら持ってけドロボーって感じだよ」

「持ってけドロボーって、それはそれでひどいし！」

　そんなふうに私と父が親子喧げん嘩かを繰り広げる様子を、ほかの三人がくすくす笑う。そのほんわか和やかなムードは、なかなか悪くなかった。

　家族ってたくさんいるとこんな感じなのかな。私、ずっと憧れていたんだ。笑い声のあふれるこんなあったかい家庭に――。




　その日は実家に泊まらせてもらい、翌日は昼食をみんなで食べてから、私と礼央さんは実家を後にした。

　マンションに帰りつき荷物を片づけると、リビングのソファにふたり並んで座りひと息つく。

「静かですね、ふたりだと」

「実家はにぎやかだったもんな」

「はい。でも、これから私も礼央さんと明るくてにぎやかな家庭を築きたいです」

　実家に帰って父や白石さん、拓斗くん、礼央さんと過ごしたあのとき思ったんだ。

　ただ漠然と、家族がたくさんいるといいな、楽しそうだなって。安易な感覚かもしれないけれど、子どももたくさん欲しいなって思った。

「それ、わかるな。俺もひとりっ子で両親が忙しかったからさ。家にもうひとりくらい誰かがいてくれたらなって思うこともあったし」

「よかった。じゃあ、夫婦の意見は一致してますね」

　そう言って礼央さんに微笑みかけると、彼が無言で私をジッと見つめてくるので、私は首をかしげて固まる。今私、なにか引っかかるようなこと言ったっけ。

「あ、夫婦って……気が早いですよね、すみません」

「……いや、そこじゃなくて」

　礼央さんは言いながら、膝の上に置かれていた私の手を優しく握った。

「千波の風邪はとっくに治ってる。紺野先生への挨拶も済ませた。おまけに、ふたりとも子どもが欲しい。……もう、我慢する理由なにもないよな？」

　彼の言わんとすることを察して、鼓動が大きくジャンプする。困ったように彼を見つめ返せば、確認するように彼が問いかけてくる。

「黙ってると、俺に都合のいいように解釈しちゃうけど？」

　ちゃ、ちゃんと返事をしなきゃ……。私、初めてでなにも知らないけれど、礼央さんなら、きっと私を傷つけるようなことはしないから。

「大丈夫、です……」

　蚊の鳴くような声でそれだけ言うと、礼央さんは私の手を握ったまま立ち上がり、「寝室、行こうか」と優しく促す。私はこくんとうなずいて、おとなしく彼についていった。

　礼央さんの部屋は窓から差し込む冬の西日によって金色に染まっていた。

　私がまぶしくて目を細めていると、彼が少しだけ隙間を残してカーテンを閉めてくれる。そこからちらちらと差し込む光が、薄暗くなった部屋を気まぐれに照らしながら揺れていた。

「おいで」

　先にベッドに腰かけた礼央さんが、両手を広げて私を呼んだ。

　ドキドキしながら近づくと、彼はぽんぽんと自分の太股を叩き「ココにのって」といきなりハードルの高い要求をしてきた。

　礼央さんの膝にのるってこと？　近いし、絶対に恥ずかしい体勢だ……！

　でも、もう彼にすべてを委ねるって決めたんだから……。

「し、失礼します……っ」

　向かい合って彼の脚をまたぐようにして座れば、大きな手が耳のそばに差し込まれて、引き寄せられるままに唇を合わせた。彼はちゅ、ちゅ、と音を立てながら、何度も私の唇を啄む。

　久しぶりだ、こんなにたくさんキスするの……。

　その心地よさに浸りつつ、自然と彼の首のうしろにしがみつく。キスは徐々に深くなり、絡み合う濡れた舌の感触に、頭がぼうっとしてくる。

「んぅ、ふ、礼央、さん……」

　意味もなく彼の名を呼べば、吐息を荒くした彼がさらに激しいキスを仕掛けてきて、とろけてしまいそう。

「……反則だろ、そんな顔するの」

「ふぇ……？」

「なんでもない」

　いったんキスをやめた彼は、私の背中を支えたままでベッドに倒れ込み、仰向けになった私をとらえるように手首を掴みながら覆いかぶさった。

　垂れ下がる前髪の隙間から色っぽい視線に見下ろされ、どうしようもないくらいに緊張している反面、もっと彼に触れてほしかった。

　そんな私の思いを知ってか知らずか、彼の手がそっとニットの裾からすべり込み、素肌をなで始める。私の反応を探るような、ゆっくりとした手つき。その優しいタッチがやがて胸のふくらみにたどり着くと、聞いたこともないような恥ずかしい声が、私の口からこぼれた。

「いいよ、千波……声、我慢しないで」

　そんな礼央さんの言葉に導かれるようにして、私は彼の愛撫に感じるままに鳴き、心と体を甘く熟させていく。

　……自分の体がこんなふうになるって、知らなかった。

　恥ずかしいのに、もっともっとって、彼の舌を、指を。それからさらに自分を満たしてくれそうなものを求めて、どんどん動物みたいになっていく。

「千波……痛かったら、言って」

　そうして私の中に入ってきた彼を、私の体はびっくりするほどすんなり受け入れ、甘く切ない快楽を全身に伝えた。

　悲しくもないのに涙が浮かび、頭の中も、心も、体も。礼央さんでいっぱいになって、どうしようもなく彼が愛おしい。

「好き……好きです、礼央、さん」

「ああ……俺もだよ……。千波が好きだ。二度と離さない」

　そうして互いに愛をささやき合うと、私たちは互いにしがみつくようにして強く抱き合い、限界までのぼりつめた。

　……好きな人とつながり合うのは、こんなに幸せなことなんだ。

　なにも知らなかった頃の私はただただ恥ずかしい行為だとしか思っていなかったけれど、言葉では語り尽くせない部分を補い、お互いの愛を確かめ合える、そんな尊い行為なのだと彼に教えられた気がした。

　すっかり日が暮れて部屋が闇に包まれても、私はなかなかベッドの中から抜け出せなかった。いったんシャワーを浴びようと起き上がりかけたものの、礼央さんがそれを許してくれずに私の腕を引っ張って無理やりベッドに戻したのだ。

　おまけに「まだ、こうして抱きしめさせてて」なんて甘えた声で言うものだから、抜け出すタイミングを失ってしまった。

　心地いい彼の温もりとほどよい疲れが相まって、このまま眠ってしまいそう。

　すると、枕に肘を突いて頭を支えながら私を観察していた礼央さんが、私のまぶたがトロンとしてきたのに気づき、クスッと笑う。

「眠い？」

「そう、ですね……でも、シャワー浴びないと……」

「いいよ。眠ったまま風呂場に連れてって、洗ってあげる」

「け、結構です！　っていうかそんなことされたらさすがに起きますって！」

　冗談なのか本気なのかわからない彼の妖しげな言葉に、一気に眠気が覚めて慌てる。

「……まぁそれは冗談だけど。今度一緒に入ろうな、風呂」

　軽い調子で誘われるけれど、悩んでしまう。

　だって私、今日が初体験だったんですよ？　お風呂なんて明るすぎるし、いろいろと恥ずかしい展開になるに決まっている。

　勝手にふらちな妄想を膨らませ黙り込んでいると、礼央さんはさらに続けた。

「あと、千波の大好きな〝お医者さんごっこ〟もしないとな」

「そ、それは絶対にもうしませんっ……！」

　プイッと彼に背を向け断固拒否したけれど、もしも本気の礼央さんに迫られたら断れるかどうか自信がない。

　家政婦としてこの家に来てからずっと、私は彼のこうした甘い誘いを断れたためしがないのだ。

　そんなことを思いながらそっぽを向いたままでいると、すぐそばに移動してきた礼央さんが私のウエストに腕を絡め、お得意の甘くかすれた低音でささやいた。

「ならとりあえず、今もう一度抱いていい？」

「な、なんでそうなる――」

　反論はキスでふさがれ、一度目の余韻が微熱のように残る肌に再び彼の手が這うと、抵抗の意思はあっという間にどこかへいってしまった。

　こうして結局は彼のいいなりになってしまう自分にあきれながらも、幸福だからいいのだと開き直ることにして。私は暗い海のようなシーツの波間に漂いながら、愛しい彼の背中に手を回すのだった。
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「今日は優しくできない」




　礼央さんと婚約してからひと月あまり経った二月のある日。私は一週間後のバレンタインデーに向けて、友人の雅子と百貨店の地下にある食品街を訪れて買い出しをしていた。数日前、『チョコは手作りがいいな』と礼央さんにリクエストされたためだ。

「チョコレートに生クリーム、ラズベリーピューレも買ったし……うん、これで材料はそろった」

　買い物袋の中を確認してうなずき、雅子と食品街を歩きだす。

「この後どうする？」

　大勢の客で混雑した売り場の通路をふたりで歩きながら、雅子に尋ねる。

「私も上の階でバレンタインのプレゼントを選びたいから、ちょっと付き合ってくれない？」

「うん、もちろん」

　一度だけお目にかかったことのある雅子の彼氏・聖人さんは、ワイルド系イケメンの社長さん。たしか礼央さんと同年代なので、彼のために雅子がどんなプレゼントを選ぶのか気になって、私はのんきに雅子の後をついていった。

　しかし目的の店の前で「ここだよ」と教えられると、ぽかんと口を開けて固まってしまった。この店、どこをどう見ても……女性用のランジェリーショップなんだけど。

「えっと……聖人さんへのプレゼント、だよね？」

　色とりどりの下着がかわいらしく陳列された店先で、私は思わず雅子に確認する。

「うん。彼が喜ぶような、セクシーなのに挑戦してみようと思って。当日まで内緒で、脱がせてみてびっくり！みたいな」

「はー……なるほど。そんな発想があったとは」

　私には絶対に思いつかない、大人向けのサプライズに感心した。私はキャラじゃないからそんなセクシー下着をつける日はこないだろうけど、後学のためにと店内に入る雅子についていき、一緒に下着を選ぶことに。

「ねえ嘘、これ、パンツの役割果たしてない」

　前面が総レース、うしろはＴバックになっているショーツを手にして愕然とする私。しかし雅子は、普通の洋服と同じように平然と眺め、冷静に分析する。

「いいのよ別に、普段はくわけじゃないんだから。きっと色っぽいシルエットになるんじゃないかな」

「そ、そう……？　こっちのブラも全部透けちゃってるし、隠したいところが隠れないよ？」

　次に手にしたノンパットのシースルーブラも、私の持つ下着の概念からは大きく逸脱していて、持っているだけで恥ずかしい。

　雅子はこういうのを聖人さんの前でつけようとしてるの？　私だったら絶対に無理だ。血迷ってつけたとしても絶対似合わないから、礼央さんに見られたら引かれること間違いなし。熱でもあるのかと診察されちゃうかも。

　私が脳内でばかげた妄想を膨らませているうちに、雅子はお気に入りの下着を見つけたらしい。真っ赤なブラとショーツのセットを手に満足気に微笑んだかと思うと、私の肩をぽんと叩く。

「よし。私のは決まったから、次は千波だね！」

「えっ？」

「手作りチョコレートで家庭的な千波にきゅんとさせたところでセクシーな姿見せたら、彼、絶対にギャップで悩殺されちゃうよ！」

　……ちょっと待って雅子様。それって私もセクシー下着を買って、つけたところを礼央さんに見せろということ？

「む、無理無理！　似合わないもん、私」

　両手と首を同時にぶんぶん振って、雅子の提案を却下する。

「えー？　別にさっき千波が見てたような〝いかにも〟なやつでなくていいからさ、ちょっといつもと違うの見てみようよ。ね？」

「い、いつもと違うのって……？」

　混乱する私にかまわず、雅子は楽しそうに下着を物色し始める。

　まさか、こんな展開になるとは。でも、どうせなら礼央さんが喜んでくれそうなものを選びたいよね……。私は甘い期待を抱き、礼央さんの好きそうな女性らしいデザインの下着を探し始めた。




「完成……。なかなか上出来かも」

　迎えたバレンタイン当日、私はキッチンでひとり自画自賛していた。

　ステンレスのバットに並んでいるのは、礼央さんにプレゼントするチョコ。ハート形のチョコマカロンの間に、ラズベリーピューレ入りのガナッシュクリームを挟んである自信作だ。

　時刻は午後七時。彼の帰宅する前に仕上げられてホッとしつつ、できたらできたで早く見せたくなってしまう。礼央さん、喜んでくれるかな。

　胸を弾ませながら、チョコと並行して作っていた夕食もパパッと完成させ、首を長くして彼の帰りを待った。

「ただいま」

　礼央さんは午後八時前に帰ってきて、私は玄関で彼を出迎えた。しかし、彼の荷物が普段通りビジネスバッグひとつしかないのが予想外だ。

「おかえりなさい。今日はもっと大荷物で帰ってくると思ってました」

「大荷物？」

「はい。礼央さんのことだから、両手にあまるほどのチョコを持って帰ってくるかなって」

　礼央さんは「ああ」と苦笑し、私にビジネスバッグを預けて廊下を歩く。

「たしかに全部受け取ってたら両手にあまるほどだったかもな。でも、どれも断ったよ。家に帰ったら婚約者の手作りチョコが待ってるから、俺にはそれひとつだけで十分って」

「礼央さん……」

　ほかの女性からのチョコを全部断るのも骨が折れただろうに、当然のように私を一番に優先してくれる彼の優しさに、胸がきゅんとした。

「そんなかわいい顔しないで？　チョコより先に千波を食べたくなる」

　冗談交じりにつぶやいた彼が、身をかがめて私のおでこにチュッと口づけた。いまだにこうした甘い触れ合いに慣れなくて、頬が熱くなる。

　それに加えて今日は……夕方シャワーを済ませた後、先日雅子と一緒に選んだいつもと違う下着をつけたのだ。今は服に隠れていて彼からは見えないけれど、つい意識してしまう。

「と、とりあえず、ご飯にしましょうか。チョコは食後に紅茶と出しますね。結構力作なんですから」

「ホント？　期待しちゃうな」

　リビングダイニングに入ると、いったん下着のことは忘れて夕食の配膳をした。今日のメインディッシュはローストビーフ。それにパスタとグリーンサラダ、コーンポタージュがテーブルに並んだ。

「おいしい。食後のチョコがあるから控えめにしようと思うのに、つい食べすぎちゃうな」

「礼央さんは食べすぎても大丈夫ですよ。今日もお昼はちゃんと食べられなかったんでしょう？」

「ああ、ひと口パンをかじったところで急変した患者さんのところへ呼ばれて、そのままオペになったから。医局に戻った頃にはもうパンがカチカチに乾燥してたよ」

　礼央さんはなんでもないように笑うけれど、食事もまともにできない彼の目まぐるしい忙しさを心配せずにはいられない。

「無理だけはしないでくださいね」

「大丈夫だよ。少なくとも、今夜千波をたっぷりかわいがるくらいの元気はあるしね」

　テーブルの向こうから突如色っぽい眼差しで見つめられ、ドキッと大きく鼓動が跳ねるのとともに、忘れかけていた緊張が舞い戻った。

　そうだよね、やっぱり今夜はそうなるよね。バレンタインの夜だし……。

　動揺を隠しつつ食事を済ませ、キッチンに引っ込み紅茶とチョコの準備をした。

　アールグレイをストレートで淹れて、真っ白な陶器の角皿にチョコマカロンをきれいに並べる。それらをお盆にのせてダイニングで待つ礼央さんのもとに持っていくと、礼央さんは興味深そうにじっくり眺めて表情をほころばせた。

「すごいな。パティスリーのショウケースに並んでるやつみたいだ。どうやって作ったのか見当もつかない」

「褒めすぎですよ。どうぞ召し上がってください」

「ありがとう。食べるのがもったいないけど……」

　礼央さんはハート形のマカロンを遠慮がちにひとつ指でつまんで、半分ほどかじった。ゆっくり咀嚼して味わい、もう半分も食べ終わったところで口もとを緩める。

「口あたりがやわらかくて、チョコの濃厚な風味の中に甘酸っぱい感じもあって……最高においしい」

「よかった。どんどん食べてくださいね」

　私たちはおいしいチョコと紅茶、それに楽しい会話で穏やかな時間を過ごした。




　食事の片づけを済ませると、お風呂に入っている礼央さんより先に彼の寝室のベッドに潜り込んだ。夜中でも仕事の呼び出しがあるからと、今でも寝室は別々のままなのだ。

　といっても、礼央さんが日勤で夜家にいるときは当然のように彼の部屋に連れ込まれ、ベッドでじゃれ合うのだけれど。

　そんな日常を思い出していると余計に胸が高鳴ってきて、体が火照ってきた私はいったん布団を剥いで上半身を起こした。

　そして、着ているルームウエアのファスナーを少しだけ下ろして、下着を確認する。色は白で、あしらわれたたくさんのフリルがガーリーなデザイン。しかし、胸を覆ってくれる生地が少なくワイヤーも入っていない。ちょっと動いただけで胸がこぼれ出そうで心許ない。

　ファスナーをもとに戻し、今度はズボンのウエストをぐっと開いて下着を覗く。同じく白のショーツはいわゆる紐パンというやつなのだけれど、これも落ち着かない。脇の紐をシュッてほどかれてしまったらもうおしまいじゃない？　……なんて思えて。

　ああ……礼央さん、これを見てなにを思うだろう。

　ベッドの上で布団ごと膝を抱えすっかり怖気づいていたそのとき、部屋のドアが開いてお風呂上がりの礼央さんがやってきた。

　下はスウェット、上はこの寒いのになぜか裸で、肩にかけたタオルで濡れ髪をがしがし拭いている。

「な、なんで裸なんですか……！」

「え？　だって風呂上がりは暑いし……どうせすぐ脱ぐし？」

　礼央さんは意味深な発言をしてこちらに歩み寄ってくると、タオルを床に放り投げてギシッとベッドに乗った。膝を抱えた私のもとに、四つん這いで近づいてくる。

　やがてキスができるほどの距離まできた彼は、どこか不満気にささやいた。

「ねえ、そうやって座ってると脱がせられないんだけど」

　思わずぎくりとする。礼央さんと触れ合いたい気持ちはあるけれど、服を脱がされたくはない。微妙な乙女心なのだ。

「……あの」

「ん？」

「きょ、今日はやっぱりやめませんか？　私その……変な下着なんです！　寒いから、防寒用の！」

　我ながら苦しい言い訳だと思いつつ、膝を抱える力を強くする。上目遣いで見つめた先の彼は、そんなことかというふうに軽く笑った。

「そんなの気にしないよ。どんな千波だって俺は好きだし」

「どんな私でも……。本当ですか？」

「今さら俺の気持ちを疑ってるの？　だったらなおさらたくさん愛さないとな。ほら、この手をどけて」

　優しく促されると、私は逆らえない。膝の前で鍵をかけるように握っていた手をほどき、近づいてくる礼央さんの唇を待った。もう、どうにでもなれだ――。

　キスをしながら背中からベッドに倒され、彼の首に腕を回してしがみついた。繰り返される口づけの合間に、彼の手がルームウエアのファスナーにかかる。

　……どうしよう。ついに見られてしまう。彼の反応が怖くて、目を閉じたまま小さく震える。ジジ、と音を立てて、ファスナーが下におりていく。

　ごく、と礼央さんが息をのむ気配がした。こわごわまぶたを開けると、彼はもともと大きな目を見張り、戸惑っていた。

「千波、これ……」

「と、友達と一緒に、ノリで買っちゃって……」

　そんな自分の説明に、自分で違和感を持った。本当に、それだけ？　雅子がすすめるからって、買いたくもないものを買ったの？

「……っていうのは、半分嘘で」

　私は頬が紅潮するのを感じながら、恥ずかしい本音を告白した。

「礼央さんが喜んでくれるかな、って……期待、しました」

　それを聞いた礼央さんは、片手で顔を覆い、深いため息をついた。

　どうしよう。やっぱり、私にはこんなのまだ早かったんだ。似合ってないんだ。

　彼に引かれたのだと思い込み、視界に涙が揺らめく。しかし、次の瞬間礼央さんが放った言葉は、私の予想とは違っていた。

「……やばい。直視したら暴走する」

　それに、よく見れば彼の耳は真っ赤に染まっていた。

　もしかして、私の下着姿のせいで？

「礼央さん、興奮しました……？」

　恐る恐る尋ねてみると、彼の顔を覆う指の隙間からじろりと睨まれた。それから彼はガバッと私の体にのしかかり、耳もとで甘いかすれ声を出す。

「……した。すっごく。だからごめん、今日は優しくできない」

「えっ？　あ、や、ダメ、そんな――」

　その夜の礼央さんは、雅子の彼氏をしのぐかもしれないほどに本能的に、激しく私を求めた。いつもの優しい礼央さんも好きだけど、珍しく強引な彼もたまらなくカッコよくてドキドキが止まらなかった。そんな彼にひと晩中愛された私は、心も体もチョコレートのように、甘く溶かされてしまうのだった。




ＦＩＮ










あとがき




　こんにちは。「お医者さんごっこ」という言葉の響きにどうしても妖しげな桃色ムードを感じてしまう宝月です。

　本作はそんなイメージとは裏腹に、「お医者さんごっこ」をキーワードにした純愛ものを書けないだろうかと思い立ち、執筆しました。

　聴診器を手にしたヒーローが、ヒロインにお医者さんごっこを迫る。そこに下心はないのに、勘違いされてひっぱたかれる……それが一番に浮かんだシーンで、そのエピソードを軸にお話を膨らませていきました。

　いつまでも過去を思い出さない千波に作者もヤキモキしましたが、無事に礼央をひっぱたくシーンにつなげられて満足です。……礼央、ごめんね。

　番外編ではバレンタインの甘いエピソードを書きましたが、収まりきらなかったカップルのお話があるので、ちょっとだけ紹介させてください。




　礼央の同僚橋本が、片思い中の由貴から義理チョコを渡され（たぶん、投げつけるとか乱暴な渡し方で）、同時に礼央のことで彼を利用してしまったことを謝罪される。それをきっかけに、橋本は再度アプローチを開始。最初はツンとした態度だった由貴の態度が徐々にやわらかくなり、やがて橋本の一途な想いに応えてくれる……。

　というような、橋本救済ストーリーも実は考えていたのです。が、文字数の都合で割愛。橋本には悪いことをしましたが、彼はいいヤツなので許してくれるでしょう。




　最後になりますが、本作の書籍化にあたりご尽力いただいた、担当の森様、編集協力の佐々木様、まさにこれから「お医者さんごっこ」が始まるのではないかという甘い雰囲気のイラストを描いてくださった北沢様、この本の制作に関わってくださった皆様に、厚く御礼申し上げます。

　この本を手に取り、ここまで読んでくださった読者の皆様も、本当にありがとうございます。これからも、ドキドキして幸せな気分になれる恋愛小説をお届けできたらなと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。




宝ほう月づきなごみ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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